
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　限界超えの天賦スキルは、転生者にしか扱えない









　子どもひとりが身体からだをひねり、ごつごつする岩肌に服をこすりつけながらなんとか通れる坑道があって、これを鉱山夫たちは「狸穴まみあな」と呼んでいた。

「天賦珠玉スキルオーブあったぜ！」

　と甲高い声が狸穴から聞こえてきたので、ぼろぼろのリュックを下ろして水筒の水を飲んで一服していた僕は、腰を上げて奥にいる彼女へと声を返した。

「よかったー！　これで今日のノルマはクリアだねー！」

　奥、と言っても真っ暗なわけじゃない。壁面がほんのりと発光する不思議な力によって明るさが確保されている。

　これは「ダンジョン」と呼ばれる「モンスターが出現する場所」の特徴らしい。

　ただ僕と彼女──ラルクが今いるダンジョンは特別で、天賦珠玉を発掘できる世界に８つしかない場所のうちのひとつだった。

「……ラルク？　どうしたの？」

　なかなか戻ってこない。ラルクは僕より３つ上の13歳で、３年前、僕がこの鉱山に売られて来るまでは彼女が最年少だった。

　なので、彼女はいつだって僕に対して「年上」ぶる。

　でもそれはあまりイヤな気持ちじゃなかった。かつて貧乏で、食べるものすらぎりぎりで分け合って──それどころか非力な僕の食料を奪われていたころを思えば、ラルクの「お姉さん」ぶりなんてありがたいくらいだった。なにせ僕には食べ物だけでなく「名前」さえも与えられなかったから。

　ラルクは率先してつらい仕事を引き受けてくれるし、「もっと食え」って言ってパンを少し分けてくれたりするし──まあ、確かに、僕は栄養が足りなかったらしく今も背がだいぶ低いのだけれども。

　それはともかく、ラルクは、僕らに課せられたノルマである「１日10個の天賦珠玉の発掘」が終わるとさっさと狸穴から出てくるのが常……なのだけれど。

「おーい……ラルク？　ラルク？」

　……まさか、まさかだけど、足を滑らせて転んだとかそういうことはないよね？

　僕は両腕にぐいと力を込めて上半身を持ち上げると、身体全体を狸穴へと押し込む。

　ずずずずずずず……。

　ちょうどその瞬間、地響きが聞こえたものだから僕の小さな心臓は縮み上がった。だけれどラルクを放ってはおけない。

「僕が今から助けに行──もごっ!?」

　勇んで乗り込んでいった僕の目の前に現れたのは、湿って、柔らかい、布の感触。

「ぎゃあ!?　ちょっ、なに来てんだよ！」

「もごもがっ!?」

　詰まるところ僕の顔面はラルクのお尻に埋まっているわけで、

「動くなバカッ、アホッ、くすぐったい……ぎゃははは！」

「あごふっ!?」

　ラルクが大笑いし、跳ね上がった彼女の足が僕のアゴにヒット。その衝撃で僕の頭は狸穴の天井に激突したのだった……。




「悪かったって、なあ、弟くん」

「…………」

「お前だって悪いんだろーが。あたしが入ってるのわかってるのに突っ込んできて」

「それはっ、ラルクが帰ってくるのが遅いから！」

「あー、悪い悪い。ちょっと天賦珠玉に見入っちまってさ」

　狸穴から出てきた帰り道、僕らは坑道を出口へ向けて進んでいた。

　ラルクは僕の頭を腕で抱えて「怒るなよ〜」と言ってくる。彼女の温かい体温と、僕にはない──女の子のニオイがする。僕の頭はわしゃわしゃなでられ、解放された。

　ラルクは僕よりも頭ひとつぶん大きい。長い金髪を後ろで無造作に束ね、イタズラ好きな目は紫色。つんとした鼻の下には薄めの唇があって、そこからは絶えずとりとめもない言葉が紡つむぎ出されている。

　たぶん、彼女は将来美人になるタイプの女の子なんだろう。たまに冒険者に遭遇すると、彼らは「おっ」という顔でラルクを見るから──僕らのような鉱山奴隷は、契約魔術によって性欲をカットされた「去勢済み（魔術的な意味で）」らしいのでそのあたりはよくわからないのだけれど。

　僕の左手首のちょっと上には１本の青い入れ墨が走っていて、これが奴隷の証あかしだ。

　──弟くんってさ、なんか知らないけど難しい言葉知ってるよね？　どこで聞いた？

　一度ラルクに言われたことがあるけど、僕にも理由がよくわからない。

　坑道は大樹の枝のように分かれていく。壁面はゴツゴツしているけれどその表面は濡ぬれてぬらぬらしている。ここに、ぽっこりと、コブのように天賦珠玉が生える。

　道が枝分かれしているというのは、逆に言えば太い道を選んでいくと最後は入口につくという寸法だ。もっとも、僕らがいるのは「上層」と呼ばれる上澄みに過ぎなくて、「中層」や「下層」はまた全然違うらしい。

　ここは天賦珠玉が発掘される鉱山で、限られた冒険者と限られた鉱山奴隷しか入れない。だけど、坑道を闊かっ歩ぽしているのは僕らだけじゃない。

　モンスターだ。「下層」は凶悪なモンスターが出るので冒険者や、元冒険者の鉱山夫たちの出番だった。そしてもちろん、「中層」や「下層」のほうがよい品質の天賦珠玉が生える。

「天賦珠玉に見入ったって？　確かにきれいだけど、いつも見慣れてるだろ」

　僕の背負っているリュックには天賦珠玉が９つ入っている。色合いは、赤、青、黄色……と様々だ。大きさは僕の握りこぶしより二回りくらい大きい。

　リュックからひとつ出してみると、うっすらとした赤色で内側から発光している。

　そこには文字が浮かんでいた。

【脚力強化★】

　他にも、数日に１回見られるかどうかというレアなものもあって、青色の、

【火魔法★★】

　なんてものも見つけられた。

「見慣れてるぅ？　これだから弟くんはなー」

「もったいぶってないでさっさと出してよ。なに、星３つが出たとか？」

　この星の数が多ければ多いほどレアだ。僕の感覚では星１つに対して星２つは１００に１つ。星３つは千に１つくらいだ。ただ「中層」や「下層」はまた違うんだってさ。

　星３つを一度だけ見たことがある。星１つが冗談みたいなほどに、星３つは輝いていた。星３つともなると結構な高値で売れるらしいけれど、奴隷の僕が売値を知るよしもない。

「３つどころじゃないっつーの。しょうがないなあ、弟くんには見せてやろうかなぁ〜」

「……や、どうせ出口で検査官に全部見せることになるじゃん」

　奴隷が発掘してきた天賦珠玉は当然、すべて没収されるのである。そこで今日のノルマを達成したかどうかのチェックも行われる。

「ノリ悪いぞー！　つまんなーい！」

「いやそんなわかりやすく唇を尖とがらせられましても」

「見たくない？　見たくない？」

「わかったよ、わかったわかった、見たい見たい、見たいからこめかみに拳を当てないで。ぐりぐりしないで。痛たたたたたっ!?」

「ふふっ、素直がいちばんよ、弟くん」

　ラルクは腰にぶら下げた袋から──それを、取り出した。

　この瞬間まで、僕はラルクの持ってきたものがせいぜい星４つのすっごくレアなものなんだろうなーくらいにしか思っていなかった。

　だから、油断しきっていたのだ。

「うっ」

　僕は思わず顔を背けた。なぜって、明かりが、強すぎるから。

　この強さは、星３つなんて比じゃない。

「星４つ……？　まぶしいよ」

　しかも放たれる光の色は……虹色。

　あらゆる系統に属さない「ユニーク特性」を持つ天賦珠玉だ。

「バーカ。弟くん、これが星４つの光かね？　これはね……」

　ラルクは僕の耳元で囁ささやいた。

　楽しさを、抑えきれないというように。

　興奮を、嚙かみしめるように。

　去勢されたはずの欲望を、思い出したように。

「……星６つだよ」

　そのまばゆい輝きの中央には、

【影王魔剣術シャドウキング★★★★★★】

　という文字が浮かんでいた。




　鉱山の入口は巨大な空洞になっていて木造住居がいくつも建てられてあった。平地にあるのは冒険者用の宿泊施設や来客用設備。鉱山夫の寝起きする場所はもっと端に追いやられていて──それどころか壁にへばりつくように垂直に展開していた。

　手すりもない、細い木製の階段は岩壁に打ち込まれている。この様子を見ると「ああ、ここはダンジョン範囲外なんだなぁ」とわかる。なぜって、ダンジョンの壁面は光るものだけれどここは光らないし、ダンジョンの壁面は破損すると自動的にじわりじわりと修復するんだけどここは修復しない。刺さった木き杭ぐいはそのままで何年も経過している。あるいは、何十年も？　そう考えると折れるのが怖いので僕は気にしないようにしている。

　大空洞は中央天井に穴が空いているので昼は明るく夜は暗い。当然、雨も落ちてくる。だけど空に行くに従ってすぼまっているので「壁面住居」はほとんど濡れないのがマシと言えばマシだった。
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　ずずずず……。

　まただ。また地響きだ。最近はよく聞くけれど鉱山夫たちは誰も気にしていなかった。「いつものこった。地響きがするからって仕事は待っちゃくれねえ」と。

「おーい、弟くん。なにしてんだよ。早く行こうぜ」

　一日の汚れを濡らした布きれで拭いた僕とラルクは食堂へと向かうところだった。

　食堂は火を使うせいか、広さが必要なせいか、壁面ではなく地面に建てられてある。細長いスペースにはテーブルに丸太を切っただけのイスがごちゃごちゃと並べられてあって、鍋から立ち上るもうもうとした湯気は外に逃げずに食堂中に充みちていた。

　ジャガイモ、ニンジン、タマネギ、それに肉片が少々。辛めの香辛料でいっしょくたに煮込んだだけの食餌だ。それに加えてパンがあるのだけれど、少々くたびれている竈かまどで焼かれるパンはたまに真っ黒焦げだ。今日は無事だった。

　根菜ばかりなのは日持ちするからだ。ごく稀まれに葉物が入るけれど鉱山夫たちには不人気で、僕は喜んでそれを食べている。葉っぱも食べたほうが栄養になるから。

「すっげぇな、ラルク！　おめでとう！」

「やったわねえ、今日はお祝いで肉を増やしてあげようかねえ」

「ついにお前もここを出るんだなあ！　おめでとう！」

　ラルクが星６つの天賦珠玉スキルオーブを持ち帰ったという一報は、すでに鉱山中に轟とどろいていた。

　鉱山夫たちからそんな言葉が次々に掛けられると、ラルクは少し微妙そうな顔で「ありがと」と言葉少なに返していた。

「坊ぼう主ずは小せえなあ。もっと食ってでかくなれ」

　後ろから手が伸びてきて、強面こわもてのおじさんが僕の頭を無造作になでた。ニカッと笑うその顔に「これでも大きくなってるんだけどな」と小声で返答したけれど、きっと聞こえなかったろう。なんせ、食堂内は耳を塞がなければいけないほどうるさいのだから。

「あら弟くん。アンタももっと食べなきゃね。お肉オマケしとこう」

　食堂のおばちゃんから僕が少しばかり肉を多めにもらえるのもいつものことだ。ちなみにおばちゃんの腕にも１本の入れ墨が走っている。ここにいるのはみんな奴隷だ。

「ラルクの話でみんな持ちきりだね。これでラルクはめでたく奴隷年季も明ける」

　僕らは奴隷だけれど、働きに応じて報酬が支払われる。星の数が増えれば増えるだけ報酬もいっしょに増え、その金額が一定額に達すると「年季明け」となって平民になれる。この、危険で暗くて湿った鉱山を出られる。

　ラルクがいなくなっちゃうのは寂しい……でもここにいる鉱山夫たちはみんな同じ「奴隷」という立場もあって助け合うから大丈夫。僕みたいに「売られて」来た奴隷だけでなく「犯罪の償い」のために来ている奴隷もいるんだけど、ほんとうにこの人が罪を犯したの？　と思ってしまうくらい穏やかな人ばかりだ。入れ墨が１本だと一般奴隷。２本だと犯罪奴隷なんだ。僕とラルクは１本。ここにいる半数が犯罪奴隷。

　イスに座ってがやがやと騒がしい食堂内を見回せば、薄い布の服を着た男たち──稀に女の人もいるけれど、その全員ががっしりとした体格だ。

　どう見ても、狸穴まみあなに潜れそうなのはラルクと僕しかいない。ラルクがいなくなれば僕が狸穴にひとりで潜ることになる……のは少し怖い。それでもいつか鉱山を出られることを思えばがんばれるし、いつか僕よりも年下の子が入ってくるだろう。そのとき、その子と近い年の仲間がいなかったらかわいそうだしね。

「僕はラルクがいなくても大丈夫。ほら見て。こんなに筋肉もついてきたんだよ」

　僕は腕を曲げて力を入れてみた。そこには力こぶが……うん、まあ、あると言えばあるだろ？　あるのだと思って見ればある。間違いなくある。信じたそこに道はある。

「…………」

「ラルク？　どうしたの？」

「ん？　あー……。みんな、バカだなって」

　急になにを言い出すんだ、この人は。

「考えてもみろよ……星６つの天賦珠玉なんていくらの値段がつくと思う？　国がひとつ傾くほどの値段だぜ？」

「えっ、そ、そうなの？」

「それを見つけたのはあたしとお前。だというのに手に入るのはあたしの身の自由だけ。おかしくない？　せめてお前だっていっしょに自由になったっていいだろ。あたしとお前はセットで１日10個の天賦珠玉がノルマになってるんだ。だったらお前にも報酬が必要だろ？　それをあの野郎……」

　ラルクは天賦珠玉の検査官に、報酬は僕のぶんも加えてくれと申し出た。

　だけどそれはあっけなく断られた。

　──こいつまでいなくなったら、誰が狸穴に潜るんだ。

　今まで狸穴から出るのは星１つか星２つがせいぜいだと思われていた。だけどラルクが星６つを見つけてしまったせいで風向きが変わったのだ。

　せめて僕のように身体からだの小さい鉱山夫がもうひとり見つかるまで、僕を解放する気は鉱山側にはないのだろう。

　その事情を知りつつもラルクは「がるるるる」と野獣のように牙を剝むく。……おかしいな？　ラルクにも僕と同じ契約魔術が掛かっているはずなんだけど、明らかに僕よりもずっと欲望が出てるんだよね。

「僕はいいよ……外に行きたいって気持ちもないし……」

「なにヘタレてんだ」

「痛っ」

　デコピンされた。

「あーあ。こんなことなら星６つ、隠しときゃよかったな……そんであたしが鉱山を出るときにこっそり使っちまうんだ……」

　中空を見つめながらラルクは言う。

「失敗したな……星６つだぞ……どんな力があるんだよ……」

　視線の先には、ほこりをかぶり、蜘く蛛もの巣すの張った天井の梁はりしかなかったのだけれど。




　食事後に、僕とラルクはひとりぶんの食事を持って壁面住居の階段を上っていく。

　食堂の騒ぎはこれからどんどん増していく。大人の鉱山夫は危険な場所へと潜って天賦珠玉を探すのだけれど、そのぶん星も多く、星が多ければ報酬も増える。彼らはそれでお酒を飲むのだ。鼻をつまみたくなるようなキツいニオイのお酒だ。僕らはニオイから逃げるように階段を上がる。

　最上階にあるボロ屋に住んでいるのが、ヒンガ老人だった。

「ジイさん、飯持ってきたぞー」

「ラルク、ノックくらいしなよっていつも言ってるじゃないか」

「いんだよ。別に。ジイさん相手に気ぃ遣ってどーすんだ」

　ヒンガ老人に食事を届けるのが僕らの仕事だ。老人はこのボロ屋に住んでいて、鉱山夫たちが揉もめたときにケリをつける、言わば村長みたいな役割をしている。そのおかげでこの人は鉱山に入るノルマを免まぬかれているようだけれど。

　しわくちゃな顔に、手入れのされていないボサボサの髪の毛が垂れている。アゴのヒゲも長く、僕は老人がこの家から出ているのを見たことがない。トイレの問題があるから──トイレは共同トイレしかないし──家から出ているはずなんだけどな。

　藁わらの寝床を置けば一杯になるような壁面住居で、客用のイスが置かれてあるのなんてここくらいだ。老人は僕が差し出した器とスプーンを両手で大事そうに受け取った。

「よう来たな」

「あたしたちが来ないと、ジイさんだって干上がっちまうだろ」

「さて、どこまで話したものかな」

　ラルクの軽口がヒンガ老人に響いたことはない。ラルクは僕に肩をすくめてみせ、大人しくイスに座った。

　食事をしながら、しわがれた声でヒンガ老人が語る言葉はこの世界の知識だ。

　僕たちは、寝る前のこの時間を使って老人からいろいろと教わっている──ラルクは大抵居眠りしてしまう──のだけれど、今日は少々風向きが違った。

「ラルク、お前は星６つの天賦珠玉を見つけたそうじゃな」

「そうそう！　それを聞きたかったんだよ！　ジイさん、【影王魔剣術】ってスキルのこと知ってるか？　どんな効果なんだ？」

「知らぬのう」

「知らねーのかよ！　あーあ、つっかえねー」

「ラルク！」

　あまりにひどい言葉遣いに僕はラルクをたしなめたが、ラルクにそんなものは効かず「あーあ」と天を仰ぐし、ヒンガ老人もまったく気にした様子もなく真っ先に肉を食べていた。この老人はまだまだ元気だ。

「人には等しく、８枠の天賦スキルホルダーがある。【腕力強化★】のような１枠ならよいが、レアなスキルは４枠や５枠、あるいは８枠すべてを使ってしまうでのう。天賦は慎重に選ばなければならぬ」

「知ってるよジイさん。あたしは【腕力強化★】と【スタミナ強化★】の２つをもともと持ってるし。あと６枠ってことだろ？　あーあ……」

　あと６枠。彼女が見つけた星６つだとぴったり当てはまる。

「この天賦珠玉は発掘されると国がすべて買い上げる。そしてそれを民に下ろす」

「どれくらいの価値があるんですか？」

　僕がたずねると、ボサボサの白髪の向こうで瞳が僕へと向いた。琥こ珀はく色の目だ。

「星１つは、銀貨１枚。街の食堂で飯が３回食えるほど。星２つは銀貨１００枚」

「１００枚!?」

　毎日星１つを10個発掘しても、食事を30回も食べられるってことじゃないか……。いったいこの鉱山はどれくらいの利益を生んでいるんだろう？

「ちなみに、星６つは？」

「値がつかぬ」

「…………」

　僕がラルクを見ると、「ほらな？」という感じでラルクも僕を見ていた。

「おそらく国の宝物庫に納められる。国難が起きた際に、国軍いちばんの剣の使い手に与えられることじゃろう」

「あーあ……せっかくあたしが見つけた天賦珠玉スキルオーブも、宝物庫で腐らせられるんだよ……」

「天賦珠玉は腐らないんじゃないっけ？」

「もののたとえだよバカ弟」

　ラルクの毒舌が僕へと向いた。これはしばらくそっとしておいたほうがよさそうだ。

「えっと、ヒンガ老人。ふつうの人はスキル枠８つを全部使うものなんですか？」

「左様。木こりは【斧ふ術じゅつ★★】を、魔法使いは【火魔法★★】を、奴隷商人は【隷属権能スレイブマスター★★★】を。そしてそれにあわせた補助的な天賦を使う」

「それじゃ、国が危機のときに、スキル枠が６つも空いている人がいるんですか」

「世界には、数が少ないながらも【オーブ着脱★★★★】というスキルがある」

　天賦は取り外しができる、という情報は衝撃だった。僕が思っていた以上に天賦の持つ可能性は限りがないのかもしれない。

「僕たち奴隷は契約魔術に縛られて天賦珠玉を取り込めないんですよね？」

「当然じゃ。【聖剣術ホーリーソード】や【八道魔法】なんていう極めて有用かつ希少な天賦珠玉は莫ばく大だいな金額で取引されるでの。拾った奴隷が使わんようにせねばなるまい」

「スキルがあればどんな未来も切り開ける……だけど僕らにはスキルを手にできるような未来もない……」

「奴隷としてここにいる以上、未来を望むのはおこがましいことじゃ」

　違いない、と言ってラルクはげらげら笑い出した。だけど彼女の笑いは空虚だと僕は思った。よくは、わからないけれど、なんとなくそんな気がしたんだ。ラルクは本気では笑っていないんだって。

「だがな、勘違いしてはならぬ。契約魔術で縛られているお前たちじゃが、魔術は万能ではない。お前たちが真に望むこと……ほんとうの心を消すことはできない」

　なんだか、ヒンガ老人にしては感傷的な言い方だと僕は思った。契約魔術より僕は、天賦珠玉のことを聞きたいな。

「ヒンガ老人。最高の星は８つってことですよね。どんなスキルがあるんですか？」

「……大それたことを聞くものでない」

　不意に老人の目が、恐怖に震えた。

「８を超える星も存在する……」

「え……それ以上？」

「それらは人には扱えぬもの。ワシは一度見たことがある……この鉱山倉庫の奥に眠っている人智を超えたオーバーリミット・天賦珠玉スキルオーブを……」

　僕らが発掘してきた天賦珠玉は検査官にチェックされ、運ばれていく──そこに倉庫がある。大空洞では異質の、石造りの建物だ。両開きの鉄の扉はあちこち錆さびているけれど、侵入者を絶対に通さないという強い意志を感じさせる。

　一日の終わり、発掘された天賦珠玉が運び込まれる夕刻には倉庫が開いている。だけれど周囲は鉱山兵が固めている。彼らはそろって鍋の蓋みたいな銀の小盾を装備していて、とんがった鉄てつ兜かぶとを装着していた。

　あんなところに、人智を超えた天賦珠玉がある？

「……話はここまでじゃ。さあ、今日はもう帰れ。今日は早はよう寝るんじゃ。坊ぼう主ずは眠くないかもしれんが、寝台で目をつむればやがて眠りが訪れる」

　ずずずずずずずず……。

　また、地響きがあった。ぱらりと天井から砂が落ちてきた。

「鉱山の怒りに触れるでない」

　ヒンガ老人は怖い顔をして言ったけれど、それはあまり効果がなかった。僕の横ではすでにラルクがうつらうつらと船を漕こいでいたし。




　その日の夜半、目が覚めた。大人が使うそれよりはずっと小さい藁のベッドを２つ並べた僕たちの小屋は、ラルクと僕が眠るだけの小屋だ。

「……ん？」

　僕の身体からだが温かいものに触れていた。ハッとすると、そこには自分のベッドから出てきてこちらに来ているラルクがいた。僕は頭を抱きすくめられ、ラルクの薄い胸に額が当たっているような格好だった。

　すー、すー、とラルクは眠っている。どうしてだろう。ラルクがこんなふうに僕の寝ているところに入ってくることなんてなかったのに。それに──それになんだか。

（ドキドキする……）

　こんなふうに、込み上げてくるような、どうしていいかわからないような感情は初めてだった。契約魔術のせいか感じたことのなかった感覚に戸惑う。

　──お前たちが真に望むこと……ほんとうの心を消すことはできない。

　これは僕のほんとうの、心の中で願っていること？　わからない。

「……あーあ、弟くんはさ……むにゃ……」

　僕は目を閉じる。ラルクが「あーあ」と寝言でも言っているのがおかしかった。安心して、気持ちよくて、ずっとこうしていたくて──僕はそのまま眠りに落ちた。





★






「おっ。今日はこの狸穴まみあな行ってみるか」

「ええ？　ここって先月も入って、なんにもなかったところじゃないか」

「新しく生えてるかもしれないだろーが」

「崖があるからイヤなんだよね……」

「そういうところにこそレアな天賦珠玉がある。あたしの鼻がそう言ってるね！　あーあ。次見つけたら今度こそは隠しておくんだ、あたし」

　僕はラルクの後に続いて狸穴──にしてはちょっと大きな通路を進んでいく。大人が通るには少々心こころ許もとないところだけれど。

　崖に出ると、足元が崩れるんじゃないかとびくびくしてしまう。ラルクは「ダンジョンが崩落するわけないだろ」と言うけど、ここで地響きが来たら絶対マズい。

　崖、というよりとんでもない縦穴は、下から上へと風が吹き抜ける。

　はるか下のほうから声が聞こえてきた。どうやら何階層も下、縦穴に突き出た広場のような場所で、冒険者が戦っているようだった。

「おー、おー。派手な魔法使ってらー」

　どおん、と爆発音がして巨大な炎が一瞬、広場を明るくする。オオトカゲみたいなモンスターが数体いて冒険者が剣を振り回す。すごいなぁ……。

「さ。あたしたちはさっさと行くか。……なんだよ。弟くんは冒険者になりたいのか？」

「僕は、別に」

　なにかを望むことは奴隷の身分では「おこがましい」。ヒンガ老人の言うとおりだ。

「ラルク。ここよりずっと深いところは、全然雰囲気が違うんだよね？」

「そうらしーなー。なんでも巨大な滝があったり、自分の姿が映る鏡ってのがあるところもあったり、目を開けていられないほどの風が吹く通路もあるんだとか」

「へえ……見てみたいな」

「あっちは凶悪なモンスターがごろごろいるんだぞ？」

「うっ、今の僕らには関係ないことだったね」

「……そーだな。今のあたしらにはな」

　そのとき不意に、下から風が吹き上がった。

「あっ──」

　壁についていた左手が離れ、僕はバランスを崩し、足を踏み外す。

　身体が宙に浮くのを感じる。左手を伸ばしたけれど壁にはもう届かなかった。

　あれ、落ちる……？　落ちるのか、僕は？　落ちたら──どうなる？

（死……？）

　こんなところで僕は死ぬのか？　この高さ。はるか下に冒険者たちが見えるような場所。落ちたら間違いなく生きてはいないだろう。

「──弟くん!!」

　なにもつかめなかった僕の左手に衝撃が走った。

　ラルクがつかんでくれたのだ。僕の身体が振り子のように揺れて崖にぶつかり、リュックの中の水筒がたぽんと音を立てる。

「ラル、ク、ごめん、僕は……」

「バカ！　いいから、上がることだけ考えろ！」

「あ……」

　身体全身が麻ま痺ひしたように感じていたけれど、今の一言で血が通い出した。ぶらんとしていた右手を伸ばし、ラルクのいる崖をつかむ。

「そう、そうだ。その調子。お前ならできるぞ、弟くん」

　なんとか力が入る。ふだんから肉を少しだけ多めにもらっていた甲か斐いがあったのだろうか？　水に落ちた虫みたいにもがいていた足が崖のでっぱりに引っかかると、

「行けェー！」

　ラルクの声とともに僕は崖へと上がることができた。ハァ、ハァ、とふたりして大きく息をしている音だけが聞こえていた。心臓がバクバクいってるし、頭がガンガンするように痛い。

「わっ!?」

「……バカ弟」

　僕の頭はラルクの腕に包まれ、彼女の細い指が僕の黒髪をくしゃりとやる。

「……こんな崖に行こうなんて言ってごめんな……もうここに来るのは止やめよ」

「うん……」

　彼女の手が震え、耳元にあるラルクの鼻がすんすんと音を立てる。

　──ラルク、泣いてるの？

　と聞こうとした言葉を僕は吞のみ込んだ。泣きたかったのは僕のほうなのに、彼女が泣いてくれたことで僕は泣かずに済んだのかな、とかそんなふうに思えた。

　僕らは崖から逃げるように去り、いつもの狸穴を回って天賦珠玉を集めた。９つしか見つからず、どうしてもあとひとつが出てこなくて検査官にめっぽう怒られた──星６つの天賦珠玉を見つけたラルクであっても、ノルマはノルマらしい。

　この日以降、ラルクが夜中、僕のベッドに入って眠ることが増えた。そうして僕の頭に指を這はわせ、髪の毛を触るのだ。まるで、毛と毛の間に宝物が埋まっているかのように。




　鉱山夫の朝は早い。６の鐘で起こされ、６の半鐘で鉱山へと出発するために坑道入口へと集まる。僕は昨日と同じスープで固くなったパンをふやかせて、口に詰め込んだ。昼食なんて優雅なものはない。しっかり食べておかないと一日もたないからだ。

　食堂を出て大空洞の天井を見上げると、褪さめたような青い空が見える。夏は涼しく冬は暖かいこの鉱山では、切り取られた空の色だけが季節を感じさせる。

　今日は春の空だった。

「なあ、弟くんよ。……アンタの黒髪と黒目、あたしは好きだなぁ」

「？　急になんだよ」

　僕の髪の毛は黒く、目も黒い。それはなかなか珍しい特徴らしく──「凶兆」だなんて言われたこともあった。兄弟がいる中で、僕だけ目の敵にされて売られる原因になったのはこの「黒」のせいだ。

　だけれどこの鉱山では誰も僕の髪の色なんて気にもしなかった。みんな明るく、大雑把で、間が抜けていた。

「あっ!?」

　そんなことを考えていると、ラルクが不意にお腹なかを押さえてうずくまった。

「ラ、ラルク!?　どうしたの？」

「うううぅっ……あたしちょっとお便所……」

「ええ!?　今から朝会だよ!?」

「なんとか誤魔化しといて！　じゃ！」

　お腹を抱えてラルクは走っていった。なんなんだよ、まったく。

　僕はひとりで朝会に参加した。鉱山夫が集まって一段高いところにいる鉱山長の話を聞く、ただそれだけのいつもと変わらない日常。

　坑道への入口前は広場になっていて、そこに三々五々、鉱山夫が集まってくる。だけれど様子がなんだかおかしい。いつもの倍以上、鉱山兵がいるのだ。ほの暗い早朝なので、鉱山兵たちは松明たいまつを持っていて、ちりちりとした火の粉が宙を舞っている。

　鉱山兵は１か所に集まっていた。その中心にいるのは鉱山長──でっぷりと太り、シルクハットで頭頂部のハゲを隠している男──と、もうひとりいた。

　見たことがない。鉱山長に負けず劣らずでっぷりしているものの、髪はふさふさで後ろになでつけてあった。

　目は逆三角形の吊つり目で、周囲を威圧している。あの鉱山長が……僕らの顔も名前も一向に覚えようともしない（僕に名前がないというのはさておき）威張り散らすだけの存在である鉱山長が、へこへこしている。

「全員聞け！　本鉱山『六天鉱山シックスマイン』の所有者にして本キースグラン連邦の公爵であらせられるアッヘンバッハ様の貴重なお話がある！　膝を地面につけ！」

　鉱山兵の大声で、鉱山夫たちはお互いの顔を見やった。「どうする？」「なんだよ公爵って？」みたいな反応だ。だがひとりが地面に膝をつくと、他の鉱山夫たちも膝をつき始め、僕もそれに倣ならった。固い地面に膝小僧が痛い……。

「ふぅむ……いつ来てもじめじめして不快な場所だな」

「申し訳ありません、公爵閣下」

　鉱山がじめじめしているのなんて当然のことだし、なにを謝っているんだろうね。

「おお、臭い臭い。一段高いところは、においが上ってくるようだ」

「申し訳ありません、公爵閣下。奴隷にはきちんと身体を拭くように言っておきます」

「もういい。ここには二度と来ないだけだ」

　そんなやりとりを、僕ら鉱山夫たちはぼんやりと眺めている。不愉快なことを言われているような気がするものの、ささくれだった気持ちが起きないのだ。これも奴隷になるときに掛けられた契約魔術のせいなんだろうか？

「ではさっさと終わらせるぞ。──先日、この鉱山で星６つの天賦珠玉スキルオーブが発掘されたと聞いた。その視察に我は来たのである」

　星６つ！　きっとラルクが見つけた天賦珠玉だ。

　この国の偉い人が来るほどのものだったなんて。ラルクは確かに値段をつけたら「国が傾く」と言ったし、ヒンガ老人も「値がつけられぬ」と言っていたけれど。

　鉱山兵のひとりが、盆に載せられた天賦珠玉を運んでくる。それには紫色の布が掛けられてあって中が見えない。恭うやうやしく差し出された盆を、一段高いところからアッヘンバッハ公爵がのぞき込み、パッ、とその布を剝いだ。

　オオッ……と声を上げたのは鉱山夫たちだ。

　放たれた虹色の輝きは確かにあの日、僕がラルクに見せてもらったそれだ。まだこの鉱山にあったんだなぁ。

「これが……。なるほど、ユニーク特性の天賦珠玉であるな」

「ははっ」

「これは連邦政府の長であり我が従兄いとこであるゲッフェルト王が是非とも見たいと仰おおせだ。よって、ゲッフェルト王と協議し、この天賦珠玉の使い道を決定する」

　なんだかすごいことになってきた。ラルクが見つけた天賦珠玉がどこぞの王様のところに運ばれるんだって！　……そのラルクはトイレに行ったまま戻ってこないんだけど。

「ついては、これを見つけた奴隷を、本日をもって奴隷身分を解放し、平民とする」

　それは予想の範はん疇ちゅうだったので鉱山夫たちも「お〜」くらいの反応だった。

「この天賦珠玉を見つけた者を、これへ！」

　鉱山夫たちが見たのは──僕だった。

「え？」

「ああ、そうだそうだ。お前だったな。こっちへこい」

　見知った顔の検査官が走ってきて僕の腕をつかんで立たせる。

「いや、違っ、その、僕じゃなくてラルクが……」

「いいから早くしろ」

　僕は引っ張られるようにアッヘンバッハ公爵の前へと連れて行かれる。それを止められる人間は誰もいない。だって、鉱山夫からしたら僕が奴隷解放されようがラルクだろうがどっちでも変わらないのだから。

　違うよ！　僕じゃなくてラルクなんだ。僕みたいな無気力少年じゃなく、ラルクみたいに前向きで、活発で、がつがつしてる人こそが鉱山の外に出ていくべきだ。そうだろ？

　声を上げたかったのに、なんだか言葉が出てこなかった。首の周りにはなにもないのに、僕の首は不可思議な圧迫感を覚えていた。息苦しいんだ。

　公爵は──僕を見て顔をゆがめた。

「なんだこの黒髪は!?　凶事の象徴ではないか！　ええい、近づけるなァッ!!」

　突然の大声に、みんながぎょっとする。

「鉱山長！」

「は、はいっ」

「これを生かしておけばろくなことにはならん！　殺せ！」

「……は？」

「聞こえなかったのか、殺せと言ったのだ！」

「いいいやしかしでございますね、公爵閣下、この者が星６つの天賦珠玉を……」

「うるさい！　お前がやらぬのならば我がやる」

　公爵は、後ろにいた鉱山兵の、腰に吊るされていた剣を引き抜いた。僕はその銀色の刃やいばに松明の光が映じるのをぼんやりと眺めていた。突っ立っていれば死ぬとわかっているのに身体からだが動かない──契約魔術のせいかと理性では気づいているのに身体は動かない。

　嫌けん悪お感に満ちたまなざしが僕に向けられている。なんで。どうして。黒髪黒目がそんなに悪いことなの？　僕にはわからない。わからないんだ。

「ちょっと待てよ！　ウチの弟くんがなにしたんだよ!?」

　そこへ割り込んできた声は、確認するまでもない──僕の姉のものだった。

「なんだお前は!?」

「あたしはラルクだ！」

「なんでこんな小汚い子どもが出てくるのだ！　鉱山長！」

「は、ははっ」

「まとめて処分しろ、今すぐに！」

「し、しかし……」

「私の言うことが聞けんのかァァッ！」

　公爵の絶叫が響き渡ったときだった。

　ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず──。

「な、ななんなんっ!?」

　足元が揺れ、僕は立っていられなくなった。その場に尻餅をついた僕が見上げたのは──ラルクの背中だった。

　今まで経験したこともない尋常じゃない地響きに周囲は大パニックに陥った。

　誰かが叫び、誰かが地面にうずくまり、誰かが神の名を呼んだ。

「落ち着けっ、お前たちこれは──」

　鉱山長の制止の声は無意味だった。

「あ」

　僕は呆ほうけた声を上げた。顔を空へと向けていたからわかったんだ。空洞から抜ける青い空──壁面部分が崩れて落ちてくる。ここはダンジョンの外。破壊もできるし崩落もする。

　危ない、とか、逃げて、とか言う余裕もなかった。巨大な岩が降り注いで人々の悲鳴があちこちから上がった。

　そして、僕は見てしまったんだ。

「いったいなんなのだ、これは……ぐぇっ」

　一段高いところで、頭を抱えてうずくまっていた公爵の頭に、その頭よりも大きな岩がぶつかったところを。台すらを砕いて公爵はでんぐり返しで地面に落ちて大の字に広がったところを。首から上がなくなった公爵の身体がぴくんぴくんと動いたところを。

　その直後、僕は身体に異変を感じた。

　突如体内に暴風が吹き荒れたような異変だ。

「あ……あ、あ、あ」

　凍える冬。

　納な屋やで、布ふ団とんもなくたったひとりで過ごした夜。

　寂しい。つらい。悲しい。苦しい。どうして。僕だけ。こんな目に。痛い。止やめて。つらい。寒い。ひとりはイヤだ。寂しい。痛い。寒い。どうして。なんで。僕だけ。みんなは。僕だけ。つらい。こんな目に。イヤだ。イヤだ。イヤだ。イヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤ────────────。

「あああああああああああああ!!」

　大嫌いだった。家族なんて。僕をひとりのけものにして、石を投げ、兄弟は僕からご飯を取り上げた。父も母も僕を見て見ぬフリをした。「そうしないと黒髪黒目のお前の仲間だと思われる」──僕は知っている。何度となく僕を殺そうとした父を。「他の兄弟を守るためなの」──僕は知っている。僕が浮うわ気きによって生まれた子だと夫婦ゲンカになって、父は母を拳で殴り、それなら私がこの手で殺すからと媚こびるように言った母を。

　僕はなんとか殺されずに済んだ。夜には納屋に逃げたからだ。だけれど昼に受けた傷が痛くて、苦しくて、泣きたくて、でもそれ以上につらかったのが空腹で。

　そうして行商人が村に訪れたとき、僕は立候補したのだ。自らを売りたいと。そうしなければいつしか親に殺されるだろうから。

「おうぇええええええっ」

　僕は嘔おう吐としていた。先ほど食べたものをすべて吐き出していた。胃液まみれのそこにあったのは腐った肉を無理に煮込んだスープだ。ジャガイモもニンジンも変色していて本来なら食べられたものではない。パンだって、粗悪な麦を雑に挽ひいて焼いただけの代物だ。焼きすぎた、黒々とした塊が胃液の中に転がっていた。

　今の今まで、まやかしにかかっていたのだ。僕は、あんな家畜のエサ未満のものを「腹ごしらえ」だなんて言って食べていた。

　そうか、そうだったんだ。

　それはすべて、

「契約魔術のまやかし、だったんだ……」

　いきなりよみがえった苦しい記憶、さらには気づかされた劣悪な食事で、僕は両目から涙をこぼしていた。だけれど滲にじむ視界でもその青さははっきりわかる──ガリガリの白い腕に、バングルのような入れ墨が１本入っている。

　すべては、契約魔術によってなされたものだった。

　奴隷が反抗的にならないように。特に犯罪奴隷が妙な気を起こさないように。奴隷同士がトラブルを起こさないように。まるで催眠術をかけて人を羊の群れに変えてしまうように──彼らは僕らに契約魔術を掛けた。

　だけれどその魔術は解けた。

　なぜか──決まっている。僕らの奴隷の「持ち主」であり、契約魔術の「主あるじ」に当たる公爵が死んだからだ。

　ワァッ──喚声が上がった。

　僕のようにうずくまって嘔吐している奴隷が半分くらいいたけれど、残りの半分はすでに行動を起こしていた。彼らの腕にある入れ墨は２本。犯罪奴隷たちだ。

　手の早い奴隷は鉱山兵を殴り倒すと、剣を奪ってためらわず喉笛を搔かき切った。

「ぎゃっはははははは！　これで俺は自由だぞ！」

　ああ、あの人は、僕が食堂で並んでいると後ろから頭をなでて「坊ぼう主ずは小せえなあ。もっと食ってでかくなれ」と笑っていた人じゃないか……。

　それにあそこで鉱山兵を張り飛ばしているのは、坑道で重い荷物を持ってふらふらしていた僕を助けてくれた人……。

　あそこで吐いている奴隷を蹴飛ばして道を作っているのは、坑道でモンスターに遭遇したときにどうしたらいいか教えてくれた人……。

　一斉に契約魔術が解け、彼らの心にも多くの記憶と、感情とがよみがえったに違いない。そんな彼らを縛るものはもはやなにひとつないのだ。

　もちろん奴隷になるタイミングで、彼らの主要なスキルは外されているのだろう。スキルを着脱できるスキルがあるってヒンガ老人も言っていたし。それでも奴隷たちは、特に犯罪奴隷たちは強かった。ただ見張りをしているだけの鉱山兵よりも、ずっと。

「鉱山兵、奴隷を鎮圧しろ！　早くしろ！　手の空いている冒険者を投入してもいい！」

　鉱山長が叫んでいる。その顔を見て、僕は目を疑った。

　この人は──こんなにも目を血走らせて、欲にまみれた醜悪な顔だったんだ──。

　奴隷として従順にさせるために、つらいことや苦しいことのすべてにフタをされていたらしい。それだけでなく悪感情を催すあらゆるものがシャットアウトされていた。

「うわっ!?　お、おい、お前！　それは──」

「──これは元々、あたしのだ!!」

　よく知った声が聞こえて、僕はそちらを見た。

　ラルクは今、手に虹色に輝く天賦珠玉スキルオーブを持っていた。

（あれは……よくない光だ）

　肌が粟あわ立だつのを感じた。ラルクが手にしていた天賦珠玉は確かに虹色だったのだけれど、さっきまで感じていた純粋な美しさよりも、今はどこか、未知なるなにかににらまれているかのような不気味さを覚えたのだ。

「ラルク、ダメっ──」

　僕の声は、届かなかった。

　天に届けとばかりに細い右手を伸ばしたラルク。虹色の天賦珠玉はひときわ大きく輝くと、彼女の身体に吸い込まれていった。

「これが、【影王魔剣術シャドウキング】……！　これが、星６つの力……!!」

　楽しさに、こらえきれないとばかりに唇が震え、笑い声が漏れるラルク。

　だけれど彼女を放っておくほど鉱山長ものんびりとはしていなかった。

「こいつを捕らえろ！　いや、腕と足を切っても構わん、無力化するんだ！　だが殺すなよ!?　さもないと天賦珠玉を抜き出せなくなる!!」

　ワァッ、と声を上げて鉱山兵たちがラルクへと殺到する。そこにもはや手加減はない。剣を抜き、小さな盾を構えて突進する。

「来い、あたしの魔剣」

　彼女が手をかざすと、そこから三日月のような黒いなにかが宙を滑って飛んでいく。

　それは鉱山兵数人を巻き込むと、彼らの身体を──胴体を真っ二つにして、盾すらも破壊して、消えた。

「わああああああっ!?」

　見ていた鉱山長は恐れおののき、ラルクに背を向けて走り出した。彼はラルクから、あまりにも近いところにいた。鉱山長だけではない。ラルクを攻撃するよう命令された鉱山兵たちも逃げ出していた。

「逃げてんじゃねーよ」

　上から下へと振り下ろされた手。ほとばしった黒い影は鉱山長を縦真っ二つにした。鉱山長は右と左に身体からだが分かれ、内臓と血をまき散らして絶命する。

　うぶっ……僕はまた強烈な嘔吐感に襲われたけれど、先ほど全部吐いてしまった後だったのでもはやなにも出なかった。

「…………」

　地べたに座り込む僕を、ラルクが見下ろしていた。

　近くの鉱山兵が落とした松明たいまつが、ラルクの紫色の瞳に映じている。

「弟くん」

　僕がこのとき感じたのは恐怖だった。

　瘦せた彼女の顔はそれでも整っていた。人を殺したせいか、あるいは別の感情かわからないけれど、彼女の瞳には憂いがよぎっていた。

　タスケテ──と、そんな声が聞こえたような気がした。いや、ただの幻聴だ。現にラルクは口を開いていないじゃないか？

「立てるか」

　差し伸べられた手に、チリッ、と黒い影が見えた。まるで黒い髪の毛が指に絡からみついているみたいだった。

「ひっ」

　反射的に後じさってしまった僕を見て、ラルクはハッとして手を引っ込める。

「…………」

　ラルクは僕を見ていた。僕もラルクの顔を見たかった。でも、見られなかった。

　彼女はやがてふいっと顔を背け、

「……道は切り開く。お前も上手うまく逃げるんだ」

　ラルクは言葉を残して小走りに去っていった。

「あ……」
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　僕は──その背中に言うべき言葉があるのを知っていた。言うべき言葉はひとつじゃなく、10も１００もあったに違いない。

　だというのになにも言えなかった。差し伸べられた彼女の手を拒否した後ろめたさから？　人殺しの彼女の手なんて取れない？　自分もまた殺されるかと思った？

　彼女の背中から声が聞こえた。

「さよなら、弟くん──」

　僕は、バカだ。彼女の手を取らなかった。

　このことをずっと後悔し続けるに違いないとわかっているのに、それでもなお、声が出なかったんだ。

　同じベッドで感じていた彼女の温ぬくもりが、遠ざかっていく。




　悲鳴と怒号が響き渡る。僕はよろよろと立ち上がると、自分がなにをしなければいけないのかわからなかった。周囲は逃げようとする大半の奴隷たちと、逃げずにただ震えている奴隷たちとに分かれていた。

　逃げ出す奴隷の多くが向かったのは天賦珠玉が収められている倉庫だった。【影王魔剣術★★★★★★】を取り出すために倉庫の扉は開かれていた。危険なスキルを取り上げられていた奴隷たちは、逆に言えば「スキルを入れる余裕」がある。それに、天賦珠玉を持ち出せば高く売れる、そんなことも考えたのかもしれない。

　そこでは倉庫を守る鉱山兵と奴隷たちとの間で血みどろの激戦が繰り広げられていた。

（僕は……どうなるんだ？）

　このままぼけっとしていても、やがて鉱山兵に捕まって、また別の「主」を設定された契約魔術によって奴隷に戻るだけだ。

（……イヤだ。まやかしの生活に戻るのは）

　僕はこの鉱山での生活に慣れ、「そう悪くないじゃないか。少なくとも兄弟に忌いみ嫌きらわれて食事を抜かれるよりは」なんて考えていたけれど、それが契約魔術による幻想だったとわかると二度とあの境遇には戻りたくない。

　かといって、生まれ故郷にも戻れない。

　ではどうする──決まっている。自分で「生き抜く力」を身につけるんだ。

　ラルクは真っ先に「生き抜く力」を手に入れ、僕に救いの手を差し伸べた……。

（今は、彼女のことを考えるな）

　ここに残った僕にできることは、ひとつしかない。倉庫に行こう。そして天賦珠玉を手に入れるのだ。幸か不幸か僕はスキルをひとつも取得していないからなんでも使える。

　倉庫へと向かうと、奴隷たちが優勢で決着がつきそうだった。こんなところで無駄死にしたくはない鉱山兵と、後がない奴隷では意気込みが違う。倉庫に雪崩なだれ込む奴隷たちについて僕もまた倉庫内へと侵入した。

「こういうふうになってるんだ……！」

　倉庫は広く、いくつもの棚が置かれてあった。棚のすべてに穴がくりぬかれてあって、そこに天賦珠玉が置けるようになっている。だけれど、今、棚のほとんどは空だった。

「クソッタレ！　めぼしいスキルは出荷した後かよ！」

「星１なんて要らねえ！」

「要らねえなら寄越せや！」

「ああッ!?　これは売るんだよ！」

　残った天賦珠玉の取り合いで奴隷同士の殺し合いが始まりかねなかったけれど、

「おい、奥に扉があるぞ！」

　奴隷たちは一斉にそちらを向いた。鍵の掛かっていた鉄てっ扉ぴは、必死の形相の奴隷たちの前では無力だった。彼らが何度も何度も剣や盾を振り下ろすとカギは壊れ、扉が開いた。

「うおおおおおおっ！　なんだこりゃ！」

「レアオーブだらけじゃねえか！」

　扉から光が漏れてくる。小部屋に殺到した奴隷たちはオーブを手にしては吸収する。

「てめえ、それは俺が目をつけてたんだ！」

「バカが、先に取ったもんの勝ち──いでえ!?」

　横から剣が突き出され、奴隷の手から天賦珠玉が落ちた。その青色の珠たまはまばゆいばかりの光を纏まとって僕の足元に転がってきたのだ。

【四元魔法★★★★】

　と表示されたそれは、星４つ。ラルクの手に入れた星６つをのぞけば見たこともないレアなオーブだった。僕があわてて拾おうとしたとき、横からぬっと影が割って入った。

「ガキが、すっこんでな！」

「うぐっ!?」

　真横から蹴り飛ばされた僕は倉庫の地面にバウンドした。胃の中はカラッポだったけれど、お腹なかがちぎれるほどに痛い。

「アハハハ！　運が回ってきたじゃないのさ！」

　星４つの天賦珠玉を手にして笑っていたのは──食堂のおばちゃんだった。光は彼女の身体に吸い込まれる。

「てめっ、ババア！」

「返せ！」

「アハハハ！　ウスノロどもが、消えな！」

　おばちゃんが右手をかざすと強風が発生し、奴隷ふたりが倉庫の壁に叩たたきつけられる。

（すごい……天賦珠玉スキルオーブひとつで、こんな力を手に入れられるのか？）

　魔法の巻き添えを食ってはかなわないと、奴隷たちは小部屋から飛び出した。もちろん、もはや天賦珠玉はひとつも残っていなかった。

「クソッ、あのババア、覚えてろ……」

　壁に叩きつけられた奴隷たちもまた倉庫から外へと出ていく。おばちゃんはもうとっくに出てしまっていた。

「なにも、ない……」

　がらんとした倉庫に取り残されていたのは僕だけだった。

　痛むお腹を押さえながらよろよろと小部屋へと向かうけれど、薄暗いそこにはやっぱりなにもなかった──ん？

「あれ？　ひとつ、転がってる」

　僕は恐る恐るそれへと近づいた。

　ごくり、とつばを吞のんだ。

　それは真っ黒な天賦珠玉だった。中央に虹色の点があって、光を吸い込むように回転している。




【森羅万象ワールド・ルーラー★★★★★★★★★★】




　あり得ない、天賦珠玉。

　──８を超える星も存在する……。それらは人には扱えぬもの。ワシは一度見たことがある……この鉱山倉庫の奥に眠っている人智を超えたオーバーリミット・天賦珠玉スキルオーブを……。

　これが、そうなんだ。人じん智ちかどうかはわからないけれど、限界を超えたオーバーリミット・天賦珠玉スキルオーブとはこれなんだ。人が使えない天賦珠玉のはずだ……けれど。

　僕はなぜだか、この天賦珠玉に呼ばれている気がした。

　指先をそっと伸ばし、珠の表面に触れる。つるりとした手触りを期待していたのに僕の指先はとぷんっと水面みなもに触れたかのように珠へとめり込んだ。

「あ……」

　黒い表面が割れ、中から虹色の光がほとばしる。光は奔流のようにうねり、幾筋にも分かれ、小部屋を駈かけ巡り、僕の額へと飛び込んできた。

「あ、あ、あ、あああああああああああッ！」

　僕の目に見えたのは小部屋の壁を越え、大空洞を越え、鉱山を越え、雲を越え、大気圏を越え、そこに広がる宇宙だ。

「そう、だったんだ……」

　僕はこのとき、知った。

「だから、僕はこの天賦珠玉が使えたんだ……」

　過去の心の傷をえぐられ、凄惨な殺人を見て、さらには蹴り飛ばされ──姉の手を払いのけ、散々な目に遭っているというのに今は清すが々すがしいような気持ちになった。

「……僕がこんなふうに異世界転生するだなんて。前世と、今世と、ふたりぶんの人生があるから僕のスキル枠は倍の16もあるんだ」

　そう、僕にはちゃんと名前があった。

「僕は晴海はるみ礼れい治じ。高校生のときに死んで……この世界に転生した」
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　窓の外は真っ暗になっていた。

　教室にひとり残り、慣れないキーボードをぽちぽちと叩いていた僕は、「うん……」とひとつ伸びをした。

「ようやく終わったぁ〜……疲れた」

　文化祭のクラス出し物、お化け屋や敷しき。そんなありきたりなものでも、怠惰で保守的な担任教師は「予算と計画。危険防止のための施策内容をまとめろ」とクラスに投げた。で、クラス委員は僕に「晴海くん、やってくれるよね？」と押しつけて帰っていったのだ。

　この仕事は、仕事のための仕事。どうせ書類がまとまっても担任が見るだけで終わり。そんな無駄なことに時間を割きたくない──彼からはそういう気配が透けて見えた。

「はー……帰って勉強しよ」

　誰かが僕のためになにかをしてくれるなんてことはほとんどなかったように思う。ただこうして他人から「使われ」、「感謝もされない」日々を僕は送っていた。

　だけど勉強は僕を裏切らない。勉強すればするだけテストの点数は伸びるし、志望の大学ランクも上げていける。今の僕にとって楽しいことは「勉強」だった。

　……そんなの虚むなしい、って？

　確かに！　そりゃまあ、僕だって女子と甘あま酸ずっぱい高校生活を送りたかったけれども！

「この低い身長じゃなぁ……」

　学校を出てギコギコ自転車を漕こぎながら、僕は小さく産まれて大きくなれなかった自分の身体からだを恨むのだった──そんなふうに他に気を取られていたのがいけなかった。

　自転車は車道から滑り落ちた。僕は先日の雨によって増水した用水路にはまり込んで、溺死した。
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　手に入れた天賦スキル【森羅万象】がどんな効果を持っているかはすぐにわかった。

　頭に流れ込んでくる様々な情報こそがこの天賦の真髄。たとえば空を見上げれば、これが春の空だということがわかり、夜半に一雨降るだろうこともわかる。なんとも言えない感覚だった。目に見える範囲の事象がわかってしまう、全能感。

「これが……世界を統べる者ワールド・ルーラー……！」

　力を手にしたラルクの気持ちがわかる気がしたけれど、彼女のように強い欲求は感じず、僕はただ淡々としていた。

　……鉱山兵だけでなく、寝ていた冒険者たちも起こされて部隊に組み込まれている。僕ら奴隷は無地の服を着ているからすぐにわかってしまう。鎮圧されるのも時間の問題だ。

「だけど、僕なら逃げられる」

　大空洞にいる人数が手に取るようにわかった。隙を突く方法はある。

　僕は倉庫から飛び出し、向かった──「壁面住居」に。

　僕とラルクが３年もの間寝起きしていた、絶壁にへばりつくように建てられていた木造住宅はひどいことになっていた。崩落があり、家ごと落ちて潰れていた。幸いだったのはこの「壁面住居」は鉱山奴隷のために用意されたものだから、ほとんどの人間は朝会のために無人であったということだろう。

「ああっ……」

　だけれど、ごく少数残っていた奴隷もいる。昨晩飲み過ぎて寝過ごした者、病気で寝込んでいる者。僕が見たのは家に押しつぶされ、すでに動かない誰かの腕がはみ出しているところだった。

　くそっ……なんだったんだ、あの地響きは。地震なのか？　だけれどこの世界で地震の話はとんと聞いたことがなく、そういう単語があるかどうかすら怪しい。みんなは「地響き」とか言っていた。

　僕は走った。捜しているのはヒンガ老人だ。老人の家はすでに壁面にはないので、地面に落ちているはずだ。

「ヒンガ老人！」

　僕は、老人の家が他の家を押しつぶしてナナメに立っているのを見つけた。ドアは仰角45度の方向に開いている。

　その下、がれきに腰を下ろしている老人の姿を僕は見つけた。

「……なんじゃ、坊ぼう主ず。あの崩落を生き延びたのか」

　駈けつけた僕に、いつものように少しだけ突き放すような口調で老人は言った。

　ああ──そうか。

　この人は、そうなんだ。

　僕は契約魔術が解けて初めて気がついた。ヒンガ老人の腕には入れ墨がない。老人は元々鉱山奴隷ではないのだ。それなのにどうしてこの鉱山に、奴隷たちと同じ住居に寝起きしているのかはわからなかったけれども、それでも老人の意思はわかった。

　ヒンガ老人は、底抜けに優しいのだと。

　この世界で「知識」を得るのはとんでもなく難しい。高等教育機関──いわゆる「大学」どころか「高校」すらない。あっても、ごく限られた人間のためのものだ。

　だというのに、この老人は多くの知識を持ち、それを望む者──僕のことだ──に無償で振る舞った。いや、食事は運んでいたけれど、そんな労働なんて対価になり得ないほど多くのことを老人は教えてくれた。鉱山のこと。天賦珠玉のこと。奴隷と魔術のこと。毒と薬草のこと。この世界で生きる術すべ。

　だけれどけっしてヒンガ老人は僕に優しく振る舞おうとはしなかった。

「ヒンガ老人……あなたは、僕らがなんの未練もなく鉱山を出て行けるよう、わざと突き放して接したんですね」

　気づいたのは【森羅万象】のおかげじゃない。この人のたたずまいがすべてを物語っていた。ただ者ではないと思っていたけれど、今のヒンガ老人は完全に賢者の風格だった。

「！　……そうか、お前は、そうか……契約魔術が切れたんじゃな。アッヘンバッハの小こ倅せがれが死んだか」

「公爵のことをご存じなんですか」

「ヤツ本人はほとんど知らんが、ヤツの父はよう知っておる。それこそ大酒を食らって、やらかした失態の尻拭いを、ワシが何度してやったことか」

　この老人は僕が思っている以上に偉い人なのかもしれない。

「ヒンガ老人。今、ここは大混乱に陥っています。いっしょに出ませんか」

「……できぬ。ワシは、もとよりここで朽ちるつもりで住んでいた。それに──」

　ヒンガ老人は、左の腹から出血していた。

「落ちたときに……？」

「それもあるが、古傷が開いた。どのみち先の短い命……大人しくここで死ぬさ」

　口からつぅと血が垂れて、老人はそれを手の甲でぬぐう。忌いま々いましそうに顔をしかめる。

「……最後にお天道様てんとさまくらいは拝んでおきたかったがの……真昼まではまだまだ遠い。ここは正午のほんの30分程度しか日が射さん」

「ヒンガ老人」

　僕はすでに、決心していた。

「昼までは遠いけど鉱山の出口までは、そこまで遠くありません。僕が肩を貸します」

「……心遣いだけもらっておくとするかの。いくらここの鉱山兵がボンクラばかりでも、さすがに老人と坊主ふたりを通すことはあるまい」

「──レイジ、です」

「む？」

「僕の名前、レイジです。坊主じゃない」

　前世での人生は終わった。だけれど今世では名前を与えられなかった。

　だから僕はレイジの名前を続けようと思う。

　ただ──。

「レイジのレイはゼロの零。レイジのジは２の二。それで零二」

「……お前さん、この短い時間でなにがあった？」

　ヒンガ老人はわからない、というように顔をしかめた。この世界には、僕の知る限り漢字はないから。

　僕はこの世界で再出発する。「ゼロ」からのスタート。そして──姉がいるのだから、弟として「２番」を名乗る。

「行きます。さあ、手を」

「……本気なんじゃな」

　老人は僕の手をつかみ、よろめきながら立ち上がる。傷口の反対側から僕は老人を支える──のだけれど、まるで僕が抱きついているみたいな格好になった。

　この人からは、垢あかじみたようなニオイがしないのに気がついた。つんとしたハッカのようなニオイがした。

「っく……」

　枯れ木のような老人とは言え、僕は全力を出さなければ支えることができなかった。

「行きますっ……！」

　この人をこんな場所で死なせたくない。一歩ずつ、着実に歩く。のろのろとした亀のような歩みであったとしても、僕らは着実に鉱山の外へと向かった。僕がこの人を連れ出すのだという一念だけが僕を動かしていた。

　だってこの人は、僕が前世で望んでいた「勉強」をさせてくれた人だから。

「使われ」、「感謝もされない」だけの僕に、無償でなにかをしてくれた人だから。

　この世界でも奪われるだけだった僕に、「与えて」くれた「ふたりめ」の人だから。

　そして──僕に最初に「与えて」くれたラルクとのつながりを知る人だから。

（奥に３人の鉱山兵。右は──奴隷が５人。ぶつかる）

　僕は【森羅万象ワールド・ルーラー】を使って全力でトラブルを回避する。崩れかけた建物の裏を通り、鉱山兵と奴隷が戦っているその横を通り過ぎる。老人と子どもなんて誰も気にしていないのが唯一の希望だった。

　鉱山入口は１か所しかない。そこはすぼまっており、当然──多くの鉱山兵が詰めかけていた。木製のバリケードまで展開されている。

　50人を超える奴隷と、１００人からの鉱山兵と冒険者の混成部隊が激突していた。

「す、ごっ……」

　魔法が飛び交い、剣と剣がぶつかって火花が散る。

　強い奴隷も多かったけれど人数と地の利で勝る防衛部隊のほうが優勢だ。

　ラルクの姿は見えないから、彼女は先に出ていったんだろう。

　僕はしばらく、人と人とがぶつかりあう鈍い音、叫び声、舞う血しぶきを呆ぼう然ぜんと見ていた。だけれどすぐに、そんなことをしている場合じゃないと我に返る。

（混乱に紛れていけるか？　──否いな、ネズミ一匹通さないような防衛ラインだ。ならば手薄のところを襲えるか？　──否、僕の身体能力じゃ、ここにいるいちばん弱い大人を相手にしても負ける。なにか高いところから飛んで渡れるか？　──否、ヒンガ老人を担かついで行くことはできない）

　僕の頭が素早く計算する。それも【森羅万象】があるからこそできるワザだった。息を吸うように情報が入ってきて、それらはすんなりと頭に定着するのだから。

「……坊主、いや、レイジくん。ここが終わりのようだな」

「まだ終わっていません。まだあなたに太陽を見せていない」

　イヤなことに大空洞の出口は西に向いていた。防衛部隊の向こうは森になっていて鬱うっ蒼そうとした木々が見通しを悪くしているけれど、木々の上部に燃えるような橙だいだい色いろの光が跳ね返って見える。太陽の光だ。

　あと少しなんだ。あと少しでここを脱出できる。

　他に方法はないのか？　【森羅万象】、答えてくれよ……！

　だけれどスキルは沈黙していた。

　ほんの短い使用期間でわかったことがある。このスキルは応答型のものではなくて、目に見える、耳で聞く、鼻で嗅ぐ範囲の情報を余すところなく僕に教えてくれるということだ。見えないものはわからないし、聞こえないものはわからないし、においがなければ情報も得られない。

　情報をどうするかは僕の仕事だ。僕の考えに対し、成功する・しないを教えてはくれるけれど、アイディアをひねり出すのは僕の仕事だ。

「もうあきらめたほうがいい……君ひとりならなんとかなるかもしれない。もし捕まったとしてもワシが口を利きいてやるから、ひどい目に遭うことはない」

「……ヒンガ老人。ぬるま湯のようなまやかしを見せられ、偽りの平和の中で考えることさえ奪われる……それのどこが『ひどい目』ではないと言うんですか」

　僕が支えるヒンガ老人がぴくりと動いた。

　支えている両腕がぷるぷるする。僕の体力もだんだん限界だ。

「君は……ほんとうに変わったのう……まるで別人じゃ。ならば最後まで付き合うとするか──君にできるかはわからんが、アイディアをひとつやる」

「アイディア？」

「大空洞入口の上部を見てご覧。布の貼られている場所があるだろう」

　入口部分はレンガのように四角く切られた石が積まれていたが、上部は岩肌が露出している。そこには確かに、不自然に大きな布が貼られてあった。

「あそこは何年か前に一度穴が空いた。応急処置はしたが、それだけなんじゃよ」

「……つまり、つつけば崩れるかもしれない？」

　布に隠れて見えないそこに、もしも穴を穿うがてる余地があるのなら──賭けてみる価値はあるんじゃないか？　【森羅万象】からの答えはない。布に隠れて見えない場所だから。

「ヒンガ老人、ちょっとここで待っていてください」

　僕が建物の陰にヒンガ老人を下ろすと、老人は傷が痛むのか顔をしかめた。その傷がどれほどのものなのか、あとどれくらいなら老人はもつのか──老人の顔色はもはや青を通り越して白だった。

【森羅万象】は答えを知っていた。老人はあと30分ももたないだろうと。傷の深さもさることながら、血を流しすぎ、急激に老人の体温は低下しているからだ。

　僕は多くの人間の死角に入るよう走り、倒れて絶命していた鉱山兵の腰から剣を引き抜いた──重い。こんなのを大人は振り回しているのか……!?

　ターゲットはひとり。

　戦う集団の後ろにくっついている、僕も知っている人物──食堂のおばちゃんだ。

「チッ、なんだいなんだい、こんなところで足止めを食って……さっさと鉱山兵くらいぶちのめせってんだよ。奴隷どももたいしたことがない──ヒッ!?」

「動くな」

　僕はおばちゃんの背後から、彼女の首の真横に剣をぬっと差し出した。

　魔法を手に入れたおばちゃんだけれど、逃げ切れずまだこんなところでもたもたしていたらしい。

「動けば振り回す。顔に傷程度ならまだマシだけど、首が切れたらあなたは死ぬ」

「ア、ア、アンタ……黒髪の気味悪いガキ……」

「僕の要求はひとつ」

　僕は入口上部の布を指し示した。

「あそこになんでもいいから魔法をぶっ放せ」

「あたしの魔力はあとちょっとしかないんだ。そんな酔狂に付き合っているヒマは……」

「そう。残念だよ」

　剣を動かしておばちゃんの首に触れる。

「わ、わかった！　わかったって！　撃てばいいんだろ、撃てば!?」

　おばちゃんは両手を入口上部の布に向けてかざすと、ゴウッ、と周囲の空気を巻き込んでバスケットボール大の炎の塊が射出された。奴隷たちの背を照らし、鉱山兵のとんがり兜かぶとに映じ、冒険者たちの怪け訝げんそうな顔を照らし出したその炎弾は見事、布に直撃する。衝撃で炎は爆発四散し、燃え移った布がちりぢりになりながら落ちていく。同時に──がらがらと巨大ながれきが崩れ落ち、ぽっかりと西の空が見える。

　突然落ちてきた岩石に、鉱山兵の数人がつぶれ、冒険者は逃げた。ここぞとばかりに奴隷が殺到してついに防衛ラインは崩れた。

「えっ、ウソ！　あたしやったわ！　すごくない!?　ねえ、すごくない!?」

　おばちゃんは叫んでいたけれど、僕はとっくにヒンガ老人の元へと戻っていた。

「……うまくやったな」

　傷口の広がり方が、ひどい。ほんの少しの時間離れただけだというのに、老人の顔は土つち気け色いろになりつつあった。

「行きましょう……もう、すぐそこです」

　僕は努めて、老人に迫る死については考えないようにしながら肩を貸して歩き出す。背中に添えた手に、もはや温かさはほとんど伝わってこない。老人の身体からだは震えて、吐く息も乱れていた。

　間違ったことをしているのだろうか。僕が連れ出さなければ、騒動の鎮圧後に老人は治癒されたのだろうか。あるいは回復魔法を使える誰かを探すべきだったのだろうか。【森羅万象】が伝えてくる情報は、命のタイムリミットがもう少しで来そうだというそれだけだった。……なにが星10だよ、なにが限界を超えたオーバーリミット・天賦珠玉スキルオーブだよ。ヒンガ老人ひとり、助けられないじゃないか……！

（……わかってる）

　悪いのは、僕だ。このスキルを使いこなせない僕なんだ。きっともっといい解決方法があったんじゃないかという気がしてならないのは、【森羅万象】を通じて得られる情報を僕が有効に使えていないからだ。

「……ワシの奥歯はな、差し歯なんじゃ」

「は？　突然、なにを……？」

　防衛ラインはすでに突破されているので、鉱山兵や冒険者は、逃げ出した奴隷を追っている。数人の鉱山兵が仲間の死体や瀕ひん死しの仲間を連れて大空洞内へ入っていくのがわかったけれど、入口付近は誰もいなかった──倒れている奴隷の死体以外は。

「そこに、燐りん熒けい魔石という希少な鉱石を仕込んである。ワシが死んだら、これを持っていってくれ……売れば多少の金にはなろう」

「……形見分けということですか」

「そんなに気取ったものではない」

　僕らは倒れたバリケードをかわし、死体を踏まないようにしながら進んでいく。

　吹き抜けた風に、乾いた、清せい冽れつなものを感じて僕は顔を上げた。

「あ……」

　すぐそこに、木が生えている。視線を上げれば薄青い空がある。

　僕は、ついに……鉱山から脱出したのだ。

「この道は鉱山兵の往来が多い。あっちに行こう」

　振り返るとそそり立つような絶壁になっており、老人はそれに沿って北へと続く小道を指した。僕は老人とともに北へと歩いていく。

「もしもワシの孫に会うことがあれば、ワシは最後まで誰を恨むことなく死んだと伝えてくれんか……。名をルルシャという。ワシに似ず、利発で、可か愛わいらしい女の子だ……」

　老人の声がだんだん小さくなる。引きずるように歩く足に、どこまで力が入っているのだろう。

　僕らは上り坂をゆっくりと、信じがたいほどに遅い速度で上っていた。少し先に大岩が立っていて、その向こうにはちょっとした広場があり──そこには目に痛いほどの朝日の照り返しがあった。

　進む速度は遅くとも、確実にそこへと近づいていた。

　契約魔術が解けてからというもの、僕にはあまりに多くのことが襲いかかり、正直に言えば脳みそは大いに混乱していた。だけれど今は考えるのをすべて止やめた。万が一にも転んだりしないよう細心の注意を払ってヒンガ老人とともに歩を進めることだけを考えた。

「おぉ……」

　ヒンガ老人の足先が陽光に触れ、次いで前のめりになっていた老人の白髪が、顔が、上半身が、身体のすべてが朝日に覆われていく。

　僕が朝日を見たのもこの鉱山に来て以来だった。上り坂のおかげで僕らは木々より高い場所にいた。広がる、海原のごとき樹林の向こうに、燃える赤き太陽がじりじりと昇りつつある。たなびく雲を赤く染め、樹林に恵みをもたらし、地面に立つ僕らを温める。

「……この身は、罰を受けるためにあり。死ぬことでは償えぬ罪を犯したゆえ。されど、今際いまわにて日の光を浴びるほどの僥ぎょう倖こうに浴した。天地を統すべる万能の神よ、願わくはこの忌いみ子に祝福を授けよ……」

　祝詞のりとにも近い、旋律を含んだ言葉に僕が顔を上げると、涙をこぼしながらヒンガ老人が僕に微笑ほほえみかけていた。シワだらけの手が、優しく僕の髪をなでた──忌むべき黒髪を。

「レイジ、お前の人生に幸多からんことを願う」

「……ありがとう、ござ、います」

　ああ、死ぬのだ。この人は、今から死ぬ。

　だというのに僕の幸せを願ってくれた。

　鼻がツンとなって目の奥から温かいものがにじみ出てくるけれど、僕は奥歯を嚙かみしめて感情をぐっとこらえた。

　ヒンガ老人の身体から力が抜けた。僕はそれを受けきれずに、そのまま尻餅をついた。僕の横にどさりと倒れたヒンガ老人は──事切れていた。

　僕は老人の口に手を突っ込み、奥歯を探った。明らかに手触りの違うそれをつまんで引き抜くと、その黄色く変色した差し歯からはほんのりと青色の光が漏れ出ている。これが、ヒンガ老人の言っていた燐熒魔石とやらだろう。

　僕は腰の革袋に差し歯を入れた。そして老人の身体を仰あお向むけにし、両手をお腹なかの上で組むようにする。服の汚れを軽くはたいて、目に掛かっていた白髪をどけてやる。

「……あなたにそんな気はなかったかもしれないけれど、僕にとってあなたは間違いなく、この世界での人生の師でした。あなたに恥じない今世を生きると誓います」

　黙もく禱とうを捧ささげる。空の高いところを鳥が飛び、鳴き声が聞こえる。太陽に温められた僕の身体はぽかぽかしている。

　──血の跡があるぞ。上にも逃げた奴隷がいるようだ。

　そんな声が聞こえて、複数の人間が向かってくる気配があった。

　目を開いた僕は、来た道を戻らず、砂利の斜面を滑り降りていく。向かう先の森は僕なんかが入れば一気に吞のみ込まれてしまいそうだけれど、僕は、二度と鉱山に戻るつもりはなかった。











第１章　銀の天てん秤びん









　前世があったせいだろう、僕は前世を思い出す前から同い年の子どもが知らないようなことまで知っていた。まあ、それを表す言葉がわからなかったこともあって知識を披露する機会は少なかったのだけれど。

「この世界ではほんっと、天賦スキルがすべてなんだよね……あ、これうまっ」

　僕がかじりついた拳大の青リンゴ──っぽい果実は、みずみずしくて酸味が効いていた。大物が掛かってしなる釣つり竿ざおのような枝の先にひとつだけ生なっているのがこの果実だ。【森羅万象ワールド・ルーラー】によると「無害」という感触だったので僕は果実をむしった。ひゅんっ、と枝が上へと跳ねたのが面白かった。

　この謎の青い果実を持てるだけ持って、かじりながら僕は森を歩いている。ヒンガ老人を見送ったときに炊煙が立ち上る場所を見つけていたので、そちらに向かう。鉱山最も寄よりの街じゃないかな。鉱山と街をつなぐ道は多くの鉱山兵が行き交っているのでなるべく離れた森の中を進んだ。

　落らく葉ようによる腐葉土が地面を覆っていて、ところどころに藪やぶがあったり地面に起伏があったりするものの十分歩けるコンディションだ。

「夜になるまでには街に着きたいな……」

【森羅万象】のおかげで、周囲には危険な動物がいないということがわかっている。ただ、「僕が感知できる範囲で」しかわからないので、夜になって視界が閉ざされたらどうなるかわからない。日本の山だって、鹿やイノシシが下りてくるのは夜になってからだしね。この世界にはきっと狼おおかみだっているだろうし、野犬ですら十分な脅威だ。

　この【森羅万象】は思ったほど万能ではないんじゃないだろうか……。

　僕が知っているアニメや小説に出てきた「鑑定」スキルは、植物の名前や由来、レア度、ものによってはいくらで取引されているかまでわかるじゃないか。だけれど【森羅万象】は、ぼやーっとした印象が伝わってくるのだ。僕が知ろうとしなければわからないし。

　まるで「いびつなレンズ」で風景を見ているような感じだ。

　僕が感知しなければわからない以上、「いびつなレンズ」イコール「僕」ということになるんだけどね！　ちくしょう！

「……おっ。小川を発見……ここを伝っていけば街のほうかな」

　流れを追っていくと森が切れ、広大な草原へと出た。その向こうに土を積んだだけの簡素な防御壁ではあったけれど、石積みの家々が並ぶ街が見えた──ところであわてて木の陰に身を潜める。離れたところで奴隷３人と、10人を超える鉱山兵が戦っている。

「あっ」

　多勢に無勢、奴隷は全員その場に倒れた。すると鉱山兵があわてて手を挙げている。のそのそと出てきたのはびらびらした服を着た小太りの男だった。

　男は倒れている奴隷に手をかざすと──奴隷がわずかに発光し、水底から立ち上る気泡のように天賦珠玉スキルオーブが出てきた。

「あれ、もしかして【オーブ着脱】!?」

　そのとき鉱山兵のひとりがこちらを見た。

「…………」

　再度、あわてて顔を引っ込め、息を殺す。来るな。来るな、来るな。来るな……。

　じっとすること数分。僕には異様なまでに長く感じられた時間だったけれど、僕の周囲ではなにも起きなかった。そろりそろりと顔を上げると鉱山兵のほとんどと、小太りな男は引き上げた後だった。残った鉱山兵は奴隷の死体をふたりがかりで持つと草原へ分け入って、そこに放り投げた。

　そこに置いておけばいい、というのは、夜には野犬の類がやってきて食べてしまうってこと？　ひょっとしたら野犬じゃなくてファンタジーななにかかもしれないけれど。

「ふー……びっくりした。気をつけなきゃね」

　いくら２度目の人生だと言っても、戦争もサバイバルもない日本の高校生だった僕。切った張ったで人々が生きているこの世界では僕なんてただの「小僧」だ。【森羅万象】は有能だけど、これに頼りきりでどうにかなるとは思わないほうがいいだろう。

「……にしても星10にしてはしょぼくないですかね、【森羅万象】さん？」

　僕は木の幹に身体からだを預け、謎の青い果実を食べながらぼやいた。

「さっきの【オーブ着脱】なんてすごいじゃないか。問答無用で天賦を天賦珠玉に変換できちゃうんでしょ？　簡単に手をかざすだけで、ずるり、と天賦珠玉が……」

　僕の胸から、ずるり、と黒に虹色の天賦珠玉が出てきた。

「……え？」

　僕の手には確かに、【森羅万象★★★★★★★★★★】が握られていた。

　──焦あせった。ドチャクソ焦った。しかも身体がぐったりして動けなくなった。カブトムシの幼虫みたいに身体を丸めてぴくぴくしつつ（しかも口から垂れるよだれすら拭けない）も、頭を働かせて僕は考えた。

　体内に【森羅万象】が残っている気配はない。つまり、僕は天賦珠玉を自ら取り出したということになる──僕は遠目で見た【オーブ着脱】スキルを自動学習ラーニングしたのだ。

　間違いない。

　これが──これこそが【森羅万象】の本領なんだ……！

「ふー……」

　ようやく疲労が回復して僕は身体を起こした。こぼれ落ちた謎の果実を手に取り、土を払ってもう一度かじる。

「あの男は、天賦珠玉を取り出しても平然としてたよね……少なくとも疲れた様子すら見せなかった」

　ということは、僕は他人のスキルを使えるようになるけれど、本職ほど自在には扱えない、もしくは練習が必要ってことか。【森羅万象】を身体に取り込むと、スッ、と脳に張っていた霧が晴れるような全能感に包まれる。これはクセになる。

「待てよ」

　僕はふと思い返す。奴隷たちがスキルを使っていたはずだ。特に、食堂のおばちゃんの魔法。あれも僕は使えるのでは？

「えーっと……確か、こうして風を出してた」

　右手をかざして、ふんぬっ、と踏ん張ってみる。

「…………」

　だけれど僕の右手からは突風どころかそよ風すら起きなかった。

「あれ？　ダメか……。火ならどうだ？」

　右手を見つめながら念じると、そこにはポッと火が点ともった。

「やった！　でき──」

　その瞬間、僕は立ちくらみを起こしてぶっ倒れた。




「……頭が、痛い」

　気がついたら眠っていて、起きたときには夕暮れだった。僕は逃亡中の身で一体なにをやっているんだ……。この間に鉱山兵に見つからなかったのは幸運だったに過ぎない。こんな検証、今やらないほうがいいのは間違いないよね……。

　ただ、わかったこともある。

【風魔法】と【火魔法】でなにが違うのか──僕が【森羅万象】を手に入れる「前後」なのだ。手に入れる前に見た【風魔法】は使えず、後に見た【火魔法】は使える。

　だけど、【オーブ着脱】のときに感じた疲れと【火魔法】を発動したときに感じた疲れとは全然違った。前者が「身体がぐったりする」のに対して、後者は「なんか力が抜けるぅ」という感じ……たぶん、これが魔力ってやつなんだろう。

「さて……そんなことよりこれからどうするか、だよね」

　僕は鉱山の街になんとか潜り込んで、まず服を変えようと思っていた。今の僕は身分的には「逃亡奴隷」となるので鉱山兵に限らずどこの誰に捕まってもマズい。とはいえ、あからさまに「奴隷」だとバレなければ身元の確認なんてされないわけで、されたところで「解放奴隷だ」と言い張ればいい。

　なのでいちばんの問題は服。明らかに奴隷とわかる粗末な服だ。あとは左腕の入れ墨だけど、長袖を着ていれば見えないのでこちらはそんなに急がなくてもいい。

「うーん。なんかイヤな予感がする」

　鉱山最寄りの街なんて、鉱山兵が駐屯しているだろうし真っ先に警戒されるところだよね。というか僕と同じ考えの逃亡奴隷なんて大勢いるはずで、となると街の中で戦闘が何度か起きていると考えたほうがよさそうだ。

「…………この街は飛ばして次を目指すか？　でもそうなると夜をどうやって過ごすかっていう問題もあるんだよなぁ。あー、もう、スキルの検証なんてやるんじゃなかった！」

　でも検証してしまったのはしょうがない。お金もない、体力もない僕が当面頼らなきゃいけないのはこの【森羅万象】だけなのだ。もはや【森羅万象】様、【森羅万象】大先生などと呼んだほうがいいかもしれない。

　悩むに悩んだ挙げ句、僕はとりあえずここで夜を越してみることにした。




　……一晩明けた。結論から言うと、なにも起きなかった。

　木の枝から降りてきた僕は、眠い目をこすった。なにも起きなかったことは起きなかったんだ……でもあちこちで犬の遠とお吠ぼえが聞こえてきたんだよ。

　それに思った以上に森の中って真っ暗で、「さすがに街から見えるところで寝るのは止やめとくか〜」なんて少しだけ森に入ったところを選んだ自分を僕は何度殴ってやろうと思ったことか。

　ちょっと森に入っただけで闇アンド闇。そして暗いので場所チェンジもできやしない。【森羅万象】があるから「この遠吠えは仲間を呼んでいるだけ」とか「今のガサガサは小動物」みたいにわかったのはよかったけれど、二度とはやろうと思わない。

　闇の中で僕は鉱山にいたころのことを思い出していた。

「ラルク……大丈夫かな」

　強いスキルを手に入れたと言っても、僕と同じ子どもだ。日本での経験があるぶん、僕のほうがいろいろとわかっているかもしれない。心配だったし、暗闇の中で確かなものは、ラルクが僕を抱きしめていたときの温ぬくもりだった。……そんなラルクが差し伸べた手を、僕は拒否してしまったのだけれど。

「……今は自分のことか」

　僕は街の外周を遠目に見ながらぐるりと回り、街道が見えるところまで移動した。馬車を駈る商隊が見えたのであれが街道なんだろう。荷台に乗っているのは冒険者だろうか？　遠目だとわからないな……と思っていると、乗っていた冒険者がこちらを見た。僕は草むらに隠れているのにじーっと見てくる。冷や汗がどっと出たけど特になにかされるわけでもなく商隊は遠ざかっていった。「手を出してこなければこちらからも手を出さない」ということなんだろうか？

　あれって、気配を察知するスキルなんだろうか？　あるいは単に目がいいだけ？

「……もしやあれが天賦スキルなら【森羅万象ワールド・ルーラー】でコピーできるのでは？」

　僕は遠くに生えている木をじっと見つめた。──すると、

「見える!?」

　すごい！　葉っぱのひとつひとつがくっきり見える！

　……って、やべっ、【森羅万象】の反動を忘れてた！　──僕は身構えたけれど、反動は来なかった。どうやら肉体の能力を伸ばすようなものは反動がないようだ。

「それはよかったけど、僕が見よう見まねでやってこれかぁ……さっきの冒険者はもっとはっきりくっきり見えてたんだろうな……」

　気をつけて行動しなきゃ。

　街道沿いの草原を歩きながら僕はいろいろと試していた。奴隷や鉱山兵の戦いで【剣術】系のスキルも発揮されていたはずだけれど、あれは僕が使える感じがしない。それは僕がしっかりとこの目で見ていなかったからなんだろう。「観察」することが【森羅万象】には必要な要素なんだ。確かに【火魔法】が使われたときは壁が崩れるかどうかが生命線だったからしっかり見てたしね。

　そして【森羅万象】は確かにオリジナルの劣化コピーにはなってしまうけれど、「スキル枠を消費しない」という点ですさまじいメリットがある。ヒンガ老人によれば【剣術】スキルがなくとも「剣術」の達人はいるし、【火魔法】のようなスキルを持っていなくとも「火魔法」を使えるようになる人もいる。あくまでもスキルは「できるようになるための近道」で、人間本来が持っている可能性は無限大なのだという。

「今の段階では完璧にコピーできないにしても、だぞ……【森羅万象】ってめちゃくちゃなスキルなんじゃないか？」

　僕は天賦の持つ力にどこか空恐ろしさを感じた。




　謎の青い果実を実らせる木はところどころにあった。ちょうど今が実の生なる時季らしく、すでに半分食われたような実もいくつか見かけた。

　僕の持ち物は、鉱山での天賦珠玉スキルオーブ発掘作業に必要なものだけだった。カラッポのリュック、腰の道具袋には鑿のみと手頃なサイズの石（ハンマー代わりに見つけておいたもの）だけ。あとはヒンガ老人からもらった光る魔石。

　靴だけは頑丈な革で、靴底は木。さすがに僕もこの靴に慣れているので今さら靴擦れもしないけれど、長時間歩くのにはまったく向いていないし、ぬかるみで滑る滑る。

　その日は結局、次の街には着かなかった。

　森と草原の境目あたり、木の枝の上に陣取った僕は夜を迎える。

　森の中でドングリモドキ、桑の実モドキを手に入れた僕は、それらをかじりながら月を眺めていた。

　日本にいるときは、地方都市とは言いながらも自宅の周りは畑と田んぼしかないようなところで育った。そんな場所だから星空はきっと東京よりもずっと美しかったんだろう。

　でも──どうだろう、この場所は。

「すっげー……」

　ミルキーウェイのような、星ほし屑くずの流れが幾筋もあった。夜空に薄く切れ込みを入れたような三日月は地球と同じものだ。

　よくよく考えてみると星座こそ違うものの、月があり、空気があり、人間の形状も同じ──つまるところ進化の過程が同じなのだ。地球のコピーと言ってもいいかもしれない。まあ、魔法や天賦なんていうトンデモ要素もあるんだけど。

　この世界の成り立ちについて僕が知ることはないだろう。地球でだって、解明されていないことばかりだったのだから。

　薄ら明るい草原は、風が吹くとさやさやと揺れている。犬の遠吠えも虫の鳴き声もない静かな夜だった。

「……ん？」

　草原の向こう、山々の稜りょう線せんが黒い影になってかすかに見える。

　そこに鳥のようなシルエットが見えた。

　待て待て待て。この距離だぞ？　なんで鳥が見える？

　そのシルエットは天空へ向けて口を大きく開けた。

　カッ──。

　僕の周囲まで照らし出すような白の光球を吐き出した。その球は流れ星のようにいくつにも分かれ、放物線を描きながら地上に突き刺さった。

　──ギィァアアアオオオオオオオオッ。

　遅れて、僕のところにそんな声が聞こえてきた。それから爆発音が。

「な、な、な……なん、なんなん、あれ……？」

　さらに遅れて地響きが起きて僕のいる木が揺れる。

　僕はこのときになってようやく気がついた。今夜、野犬や動物の気配がないこと、虫が鳴かないことの理由を。

　あの巨大な生き物が、現れたからだ。

　僕よりも野性に優れた動物はとっくに身を潜めていたのだ。

　黒いシルエットについて【森羅万象】は沈黙していた──シルエットだけでは判別できなかったからだろうか？　光については「届かないために無害」という情報がぼんやりと伝わってきただけだ。

　シルエットは山の稜線に溶け込むようにして消えた。

　僕はあちらが、僕らのいた鉱山がある方角なんじゃないかという気がしてならなかった……【森羅万象】大先生の答えは「はい」だった。




　次の街が見えてきた。

　慣れない野宿で疲れも取れず、寝不足でフラフラだった僕は大喜び──しようとした。街道とつながっている門の周辺は衛兵でざわついているのが見えて喜びは引っ込んだ。

「奴隷が？」とか「鉱山は」とかいう言葉が風に乗って聞こえてきて、僕は密ひそやかに彼らから遠ざかる。

　この街は……回避だ。

　ずっと慎重に行動してきたのにわざわざ危険を冒す必要はなにひとつない。しんどいけど。眠いけど。寂しいけど！　はぁ……ラルクは今どこにいるのかな。あの藁わらのベッドでも、ラルクが隣に眠っていればそれだけですごくいい寝床だったよ。

「……ラルクに、謝らなきゃ」

　彼女だってきっと、人を殺した感覚に戸惑っているはずだ。ラルクに前世がなければ13歳の女の子だもの。次に会えたらきっと謝る。そして……いっしょにいたいと言おう。

（……なんだか、ドキドキする）

　彼女のことを思うと心がぽかぽかし、僕もがんばろうという気持ちになる。それがヒンガ老人の言った「ほんとうの心」なのかはわからないけれど。

　僕はサバイバル生活に順応するべく努力した。

　朝、木の上で起きる。小川が近くにあれば顔を洗い、口をゆすぐ。食べられる果実、タネを採取してはつまみ食い。森に恵みが多いのは救いだった。

　パンやパスタの主食や肉や魚を食べたい気持ちはあったけれど、あと１週間くらいならこの生活を続けられそうだ。そのころには僕も立派な野人になっているだろう。

　それから２日──次の街にはまだ着かないけれど、異変が起きた。

「ん？　料理……？」

　香辛料が焦げるようなニオイが鼻をついたのだ。

　今、僕から１００メートルほど離れた、森の中のちょっとした開けた場所でたき火をしている３人組がいる。ひとりは大男。ひとりは修道女のような女性。もうひとりはフードをかぶった小さい人だ。

　時刻は夕方、彼らはたき火で串刺しの肉をあぶっていた。

　ごくり。

　なんかすごい音がしたなと思ったら僕がつばを吞のんだ音だった。あと１週間くらいはサバイバルオッケーとか思ってたけど、そんなことは到底不可能に思えた。僕は今すぐ肉を食わないと死ぬ。【森羅万象】の答えは「あと10日は大丈夫」だった。うるさい黙れ。

　だけれど、ここで自分から姿を現すなんてバカなことはできない。今のところ理性が勝っている。これだけ苦労して森を逃げてきたというのに、素性の知れない彼らの前に姿を見せるなんて危険もいいところだ。

　ぎぎぎぎ。

　なんかすごい音がしたなと思ったら僕が歯ぎしりをしている音だった。そんなに肉が食いたいのか、僕？　イエス、食いたいです。……なにかミラクルでも起きてあの人たち一斉にトイレに行ったりしないかな？　あの肉がロケット花火みたいに飛んできて僕の手元に落ちてきてもいいんだけれど。いやそんな薄気味悪い肉を食べるのかと言われるとアレか？　いやそれでも食べたいな？

「……だいぶ頭がどうかしてる」

　僕は自分の理性のぶっ飛び具合に恐れおののきながら木に手をついた。このニオイはダメだ。人をダメにする。肉汁の焼けるニオイまで漂ってきて、ああ、もうっ！

　離れよう。たき火の冒険者たちに背を向ける──そのときだった。

「！」

　フードをかぶった小柄な冒険者の上に枝が張りだしていた。そこに、枝に同化するように動いている蛇がいた。

　毒性。極めて強い。腕を嚙かまれれば腕を斬り落とすしかなく、胴体の場合は死を免まぬかれない──【森羅万象ワールド・ルーラー】から情報が流れ込んでくる。逃げるべし。逃げるべし。逃げるべし。

　ハッとしてもう一度見ると、その蛇は小柄な冒険者の上でちろちろと舌を伸ばしていた。まさか降りてあの人を……？

「う、上……！」

　僕はこの瞬間、自分の立場とか、リスクとか、彼らの素性とか、そういった「考えなければいけないこと」をすべて忘れて声を上げていた。彼らに向かって走り出す。ぎくりとしたように大柄の男が首だけ振り返り、すぐ横に置いてあった短刀を引き抜いた。たき火に、刀身がぎらりと光る。

「上！　上です！」

「──待つべなダンテス。あの子なにか言ってる」

「──しかし……」

「上ぇぇぇぇええ蛇いぃぃいいいいい!!」

「──え、蛇？」

　小柄な冒険者が上を向くと、ちょうど毒蛇がそこへと落ちていくところだった。それが僕にはスローモーションのように見えた。明らかに僕は、届かない。短刀を握った大男は僕のほうばかり気にしていてそちらを見てもいない。もうひとりはおろおろしているだけ。そして小柄な冒険者本人は──上を向いた拍子にはらりとフードが取れた。そこに現れたのは飴あめ色いろの長い髪だ。複雑に編んでいて、ところどころカラフルなビーズ──きっと鉱石だろう──を結わえている。シャーマンのような出いで立ちの女性だった。

　広い額の下、大きく透き通った青い目が蛇を映す。

　──ああ、ダメだ。もうダメだ。

　開かれた口、そこにある牙が彼女の鼻に触れる瞬間だった。

「ウオオオオオォォォッ!!」

　黒い突風のように飛び出してきた何者かが、毒蛇を横からはたいて吹っ飛ばした。

「ミミノォ！　なにボサッとしてる!!　ギットスネークだぞありゃ！」

「へ？　え、えええええええ!?」

「ぬんっ」

　座っていた大男が膝立ちになり、手にしていた短刀を投げると、見事刃やいばは毒蛇の鎌首を斬って捨てた。よかった……。

「それにそこのお前！　何者だ？」

「ひっ」

　それは濃い灰色の髪の毛を逆立て、たてがみのように後ろになびかせている男だ。よく日に焼けた目元は吊つり上がり、口元に犬歯がのぞく。身長は１８０を優に超えている。黒のレザーパンツが盛り上がるほどに両脚の筋肉が発達していて、全身まるごとバネみたいな男──獣人だった。

「あっ、ぼ、僕は……」

　敵意をぎらつかせた男が近づいてくる。その足元からほとんど音がしないことに僕は驚いていた。これほどの身体からだならば落ち葉を踏んだ音がするはずなのに──それほどまでに訓練を積んだ凄すご腕うでということだ。こんな人、奴隷の中にはいなかった。

「止よせ、ライキラ。まだ子どもだ」

「子どもぉ？　よく見ろや、このガキの服。こいつぁおそらく──」

「おそらく命の恩人だべな！」

　座っていた大男がかばおうとしてくれたけれど、それより先に灰色髪の男と、僕の間に割り込んできたのがフードの女性だった。

「わたしがギットスネークに気づいていないから、この子は教えてくれたべな！　それ以外になにがある!?」

「おいおい……おめーだって気づいてんだろうが。こいつは奴隷、しかも逃亡奴隷だ」

　僕はハッとして入れ墨の入った左手首を隠したけれど、遅すぎる。

　こんなにも簡単にバレてしまうものなんだ。やっぱり、向こう見ずに人の命を救おうと行動したことは浅はかなことなんだ……。

「……それでも、いいではありませんか」

　今まで黙っていた女性が口を開いた。緑色の髪を後ろで束ねていて、修道服を着ている。年齢は僕と同じ──「前世の僕」という意味で、16歳くらいだろうか。だけれど眠そうな目をしていた。

「奴隷は契約魔術によって行動を規制されています。ですがこんな森の奥にいるということは、すでに魔術が切れているということ。少年の身分が解放されたか、少年の主あるじが亡なくなったか、どちらかということでしょう？」

「……主が死んだどさくさで逃げたのかもしんねーぞ。そういう場合は、奴隷売買の契約は残っている。奴隷はその場に残らなきゃいけねぇ。わかってんだろーが、あぁ？」

「わたしには、わからないべな」

「…………おい今なんつったミミノ」

「わたし、そんなことわからないし知らないし知りたくもないべな」

「あのなぁ！　俺ぁ嫌みで言ってんじゃねーんだよ！　厄介ごとに首突っ込むな──」

「この子は！」

　ミミノ、と言われたフードの女性は今の僕と同じくらいの背の高さだった。小さいというのに話し方はまるで大人だ──彼女はもしかしたら、ヒト種族ではないのかもしれない。灰色髪の男が獣人であるように。

「自分の立場が悪くなるかもってわかってんのに、わたしのことを助けようとしてくれたべな！　それで十分だろ!?」

「うっ……」

　強く言われ、灰色髪の獣人はたじろいた。

「な、怖がらせちまったみたいでごめんな。名前はなんていうべな？」

　僕を振り返り、にっこりと笑ったその顔はとても愛くるしかった。

　彼女はゆったりとした深緑色のフード付きローブを羽織っており、縁には赤や白、黄色といった様々な色で染め上げられた糸による刺し繡しゅうがなされていた。

　腕にいくつものミサンガを着けているあたり、彼女はなんらかの魔法使いなんだろう。

「……レイジ、です」

「レイジくんか、いい名前だな！　わたしはミミノ、このパーティーでは自然魔術師ドルイドとして所属してるんだ。そこのガラの悪いのがライキラ」

「誰のガラが悪いって!?」

　獣人のライキラさんは、すでにたき火のそばに腰を下ろしてふてくされたように自分の膝に頰ほお杖づえをついていた。

　露出している肌の半分は毛によって覆われている。ヒト種族ばかりいる村に生まれ、ヒト種族ばかりが働いている鉱山にいた僕にとって獣人を見る機会はめったになく、とても珍しい。この世界はやっぱりファンタジーやで……。

「……俺はダンテス。こっちは娘のノンだ」

　毒蛇に短刀を投げた大男は、足を引きずるようにして戻ってきた。娘……娘!?　パッと見では30歳くらいにしか見えないのだけれど、かなり年齢がいっているんだろうか？

　ダンテスさんは肩や胸、肘といった要所に金属を施した鎧よろいを装備していて、他の部分は茶色っぽい鱗うろこ──鱗と言っても３センチくらいはある──を編み込んだスケイルメイルを着ていた。地球の史実にあったスケイルメイルは確か、金属片を鱗のように編み込むものだったはずだけれど、これは本物の鱗だ。

　鎧を着込んでいても、彼の肉体がとてつもなく筋肉質で盛り上がっているのがわかる。横に転がっている鋼板は「なんでベンチの座面がここに？」と思ってしまうところだけれど、そこに持ち手がついている以上、きっとダンテスさんがこれを振り回すのだろう……ベ●セルクかな？
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　そんな彼の顔はいかついけれど目元は優しい。短く刈り込んだ緑髪と緑色の目は「娘」のノンといっしょだ。

　僕はふと彼の首筋が一部灰色になっているのに気がついた。それは「石化」……らしい。【森羅万象】先生が聞きもしないのに教えてくれた。

「……俺の身体はメデューサの呪いで石化が進んでいてな、娘が治療のためについていてくれるんだ」

「お父様の治療のために、光こう天てん騎士王国の王都を目指しています。とても回復魔法に優れた聖者様がいらっしゃるんですよ」

　石化の呪いなんてものがこの世界にあるんだな……【森羅万象】で治療方法を確認しようとしても頭に思い浮かぶ素材のイメージは僕の知らないものばかりだった。『紅葉みたいな葉っぱだけど先っぽが５つに分かれているもの』。『銀色の金属……だけどすごく深みのある銀色』。それに、『うねうねしてる生き物』……ミミズ？　わからん。

【森羅万象】にこんな使い方ができるとは。これは石化を治せる素材なんだろうか？　伝えたほうがいいのかな……でもどうやってそんな知識を得たのかって聞かれても答えられないし、そもそもこの素材がなんなのかわからないし……。ノンさんは魔法による治療を考えているようだし、変なことは言わないでおこう。

「さ、レイジくん、こっちに来るベな！　ちょうどお肉も焼けたころだ！」

　僕はミミノさんに手を引かれてたき火のあるところへと連れてこられた。彼女の手はとても小さかった。

　あったけぇ……。

　地面に座ると、僕はどっと疲れが噴き出るのを感じた。

「はい、食べる？」

　ミミノさんは僕に串焼き肉を差し出した。なんの肉かはわからないけれど、表面は大量の香辛料がまぶされている。

　脂身は少ないけどそんなものは関係なかった。ほかほかと立つ湯気と、肉のニオイを嗅いだ僕は彼女の手をつかんで肉にかぶりついた。

「────」

　目の前に火花が散った。香辛料の刺激がパァッと広がって、それから僕の舌が感じ取る肉の脂。熱さに舌を火傷やけどするかと思ったけれど、僕は肉汁一滴すら逃したくなくて絶対に口を開かなかった。

　肉を嚙かみしめると歯茎が痛い。奥歯が１本ぐらぐらしている。突然やってきた動物性タンパク質に驚いたのか、心臓がばくばくいって身体中が熱を持ったようになる。

　飲み込む瞬間は至福だった。おっかなびっくり肉片を受け止めた胃袋は、消火活動にいそしむ消防団員のように胃液をじゃんじゃんぶっかけている。

「……レイジくん」

　気遣うような声に僕は我に返った。ミミノさんの手を握りっぱなしだったのだ。

「あ、す、すみませんっ……僕、こんなみっともない……」

「ううん。いいべないいべな。子どもはたーんと食べるのよ」

　ミミノさんは僕の手に串焼き肉を握らせた後、両手で僕の頭を抱きかかえる。

「つらいことも今は忘れて、食べるの。ねっ？」

　ようやく気がついた。

　僕は、ぼろぼろに涙を流して泣いていたのだ。





★　　冒険者たち　　★






「……寝たか？」

「ああ、寝たみたいだ」

　ダンテスがたき火に枝を足しながら聞くと、横になっているレイジの隣に座ったミミノはそう答えた。

　たき火の番は順番制で、今はダンテスの担当なのだが、ミミノはレイジが眠るまでそばで見守っていた。

「奴隷の子か……この辺りならば天賦珠玉スキルオーブの鉱山にいたのかもしれん」

「どこだっていいべな。こんなに小さい子を奴隷として働かせるなんて……それにこんなに瘦せっぽっちで……安物の干し肉を、あんなに美味おいしい美味しいって食べて……」

　ミミノが手を伸ばし、ぼさぼさのレイジの髪の毛を目元からどけてやる。

「ミミノ。哀れな者に手を差し伸べるのはお前の美徳でもあるが、ほどほどにしろ」

「……それは一般論？　それともダンテスの経験からくる知恵？」

「一般論でもそうだし、俺の経験からもそうだ」

「仲間をかばって石化したダンテスを、わたしは見放したりはしないさ。……他のみんなのようにはな……」

　ふたりは物思いに耽ふけるようにたき火を見つめていたが、

「そろそろ寝ろ。明日あした眠くっても知らんぞ」

「……うん、そうする」

　ミミノはレイジのそばに毛布を広げると横たわり、目を閉じた。

「レイジくんだってわたしは見放さないさ。わたしが守るべな……」





★






　どうやら僕は「かわいそうな子」としてこの冒険者パーティーに迎え入れられたようだ。確かに、まぁ、奴隷の見た目で安い肉にがっついて泣いてればそうもなるよね。

　冒険者は数人でチームを組み、それを「パーティー」と名乗り、「パーティー」単位で依頼を受ける。このパーティーの名前は「銀の天秤」というらしい。元々ダンテスさんとミミノさんが同じパーティーで活動していて、実力者であるダンテスさんがメデューサの呪いを受けたことでそのパーティーが空中分解したのだとか。

　ダンテスさんは娘のノンさんの治療を受けたが石化は治らず、光天騎士王国を目指すことになった。同じパーティーだったよしみでミミノさんもついてきてくれた。

「ライキラは、レイジと同じ……空腹でぶっ倒れていたのをミミノに助けられたんだ」

「そうなんですか？」

「アイツは助けられてからも『俺みたいな怪しい獣人を助けるお人ひと好よしは見てらんねーよ』とか言ってな、俺たち『銀の天秤』についてきた。ライキラの動き、見ただろう？　あの運動能力はすさまじい。きっと名のある傭よう兵へいか冒険者だったに違いない」

　名のある傭兵か冒険者だったらしいライキラさんは、じっと僕を見ていることが多かった。僕が疫やく病びょう神がみであることを警戒しているのだろう。

　ギットスネークが落ちてくる前にたき火から離れていたのは、周囲にモンスターがいないかどうか索敵をしていたそうだ。獣人は五感に優れているのでライキラさんが索敵を買って出ているのだ。ギットスネークもライキラさんが近くにいればすぐ気づいたし、ふだんならダンテスさんやミミノさんも気づくレベルのものなのだが食事の準備で注意が散漫だったと言っていた。

「ライキラは獣人だし、ミミノはハーフリングだ……キースグラン連邦はヒト種族による連邦国家だからな。亜人に対して偏見が強い」

　ダンテスさんは渋い茶を飲んだような顔で、そう言って話をしめくくった。

「銀の天秤」は森の中を進んだ。街道ではなく森だ。そのほうが面倒がなくていいということだった。僕は知らなかったが、それくらいこの国はヒト種族以外に厳しい。




「よし、できたっ。レイジくんちょっと来るベな〜」

　翌日の夜、たき火を囲んでいるとミミノさんに呼ばれた。

「はい、これ。足りないところは端は切ぎれを足したからちょっと色がちぐはぐだけどな、今着てる服よりはマシだべな」

　ミミノさんは僕の体型を測り服を作ってくれたのだ。前で合わせて腰こし紐ひもで縛るタイプの服は、ベースが臙えん脂じ色で肘から先が緑というなかなか奇抜な色だった。

「い、いいんですか……？」

　だけれど僕にとっては、誰かが僕のために服を作ってくれたことも、繕ってくれたことも、こちらの世界ではなかった。

「もちろんだよ〜」

「げーっ、なんだそりゃ。俺なら恥ずかしくて着てらんねぇ……って」

　通りかかったライキラさんが絶句している。僕はもらった服を抱きしめてまたしても泣いてしまった。ああ、よくないな。僕はなんだか涙もろくなってる……。

「ほらほら、早く着るべな！」

「あ、ちょっ」

　僕はミミノさんに服を脱がされる。彼女の目も少し潤んでいたのは気づかなかったことにしたほうがいいのだろう。

「身体からだも垢あかだらけだからついでに洗っちゃうよ」

「え、ええっ？」

　頭を下げた僕の後頭部に冷たい感触があったと思うと、だばーと水が流れて出た。あれ？　今、ミミノさん水なんて持ってなかったよな？　ていうか今日の鍋に入っている水も、どこかで汲くんできた感じじゃないよな？

「あ、あの、この、水って、その」

　わしゃわしゃとミミノさんに髪の毛を揉もまれながらたずねると、

「ああ、これはわたしの【生活魔法コンビニエント】だよ。見たことない？」

　見たことはなかった。星１つなので、天賦珠玉は見たことがあったけれど。

「こうして飲料水を出したり、火をおこしたり、風を吹かせたり、竈かまどを作ったり、服を伸ばしたり……できることはいろいろ多い、文字通り生活に即した魔法だな」

「ユニーク特性のスキルですよね？」

「うん。冒険者をやるならパーティーにひとりかふたり、これを持ってるのがいるだけでずいぶん楽になるべな──これでよしっ。次は背中」

「あひゃっ」

　濡ぬれた髪には布きれが掛けられ、僕が拭いている間に背中をこすられる。どうもこの人は僕を子ども扱いしたいらしく、さすがに他のパーティーメンバーがいるところで貧相な身体を晒さらすのは……すでに高校生まで経験している僕からすると恥ずかしいのだ。

「あ、あの、ひとりでできます」

「子どもは遠慮なんかするもんか」

「いえ、あの、もう10歳ですし」

　中身は16歳だけど。

「え!?　10歳!?　てっきり５、６歳かと思ったべな」

「そんなにミミノさんと年は変わらないですよ……」

「むむっ!?　変わりますー！　わたしはもう20歳ですからー！」

　ミミノさんが唇をとがらせ顔を赤くすると、

「ぶはっ！　どう見たってミミノは13、４歳だわなあ！　あっははははは──いでっ」

　ライキラさんが大笑いし、ミミノさんの投げつけた石を頭に食らっていた。

　ミミノさんは僕より頭ひとつ大きいくらい。数字で言えば１５０センチはないだろう。

　いや、だけどミミノさんは20歳……？　日本だとお酒飲める年齢？　すごいな、ファンタジー。ミミノさんが缶ビール飲んでたら犯罪臭ハンパないんだけど。ちなみにダンテスさんは35歳で最年長、娘のノンさんは16歳。ライキラさんは18歳ということだった。ノンさん……世界が違えば僕のクラスにいたかもしれないのか。そう考えるとすごいな。彼女は着ている服がだぼっとしているのでわからないけれど、胸がとても大きいのだ。男子は彼女に夢中になるだろうね……。

　身長順に見ると、ミミノさんより大きいのがノンさんで、女性にしては少し大きいくらいだ。ダンテスさんとライキラさんはぶっちぎりで大きい。

「おお〜。似合うベな！　でもすぐに大きくなるかもしれんねえ」

　僕が服に袖を通すとミミノさんがそう言って喜び、ノンさんがにっこりと微笑ほほえんでカミソリを手に近づいてきた……。

「な、な、なんですか……？」

「髪を切りましょうね」

　ああ、髪か……びっくりした。この人、なにを考えているのかわからないところがあるから、刃物を持っているのを見るとぎょっとするんだよね。

　しばらくショリショリされると、

「うん、よし」

　髪がだいぶさっぱりした気がする。奴隷のときは伸びっぱなしで、邪魔になったら適当に切ってたくらいだし。

　ぱちぱちとミミノさんが手を叩たたいているのを見るに、多少はマシになったんだろうか？

「え、えーっと……改めまして、よろしくお願いします」

「うん、よろしくな〜レイジくん」

「よろしく」

「よろしくね」

「……チッ」

　ふて寝するように横になっていたライキラさんだけは舌打ちが返ってきて「ライキラ！」とミミノさんにお尻を蹴っ飛ばされていた。




「銀の天秤」は強かった。控えめに言っても、森の中では「敵なし」だ。

　森の暗い夜に僕が怯おびえて震えていた相手の野犬──茶色い毛の狼おおかみと犬の中間みたいなモンスターも彼らにとっては「雑ざ魚こ」だった。「チャコールウルフ」と呼ばれるモンスターらしく、鋭い嗅覚で人間の接近を把握すると、群れとなってまず人間を遠巻きに囲む。人間が気づいたときには遅い。圧倒的数の差で迫ってこられ、食い殺される。

　だけれどライキラさんの嗅覚はチャコールウルフと同等（本人が言うには「あ？　もっとすげぇけど？」とのことだがダンテスさんからすると「同等」）で、チャコールウルフが人間に気づくころにはライキラさんも気づいている。向こうが群れを作る前にライキラさんが接近して倒してしまう。

　ライキラさんの戦い方はかなり尖とがっていた。敵だとわかると音もなく走り出し、接近するや相手の機動力を奪うべく足元にキックを入れる。少しでも素早さが落ちたら、しめたものだ。翻弄するだけしまくって、ダガーで仕留めるもよし、蹴り殺すもよし。

（……【脚力強化★】のスキルがあるのかな？　あるいは【蹴術★★】？）

　天賦珠玉スキルオーブに関してはちょっとばかし詳しい僕は、思いつく範囲で考えてみた。

　僕は彼の動きをじっと観察した。十分過ぎるほどに。休憩時間にこっそりと真ま似ねてみるのだけれど、彼の動きをコピーすることはできなかった。僕が想像するのとはまったく違う天賦珠玉を取り込んでいるのかもしれない。

　うーむ、天賦スキル、奥が深い……。

　勝手にスキルをコピーすることには少々もやっとする部分もあったけれど、僕がこの世界で生きていくのに必要なことなのだから、と割り切った。完璧にコピーできるわけでもないし、むしろ足手まといの僕が多少でも「使える」ようになったほうが「銀の天秤」にとってもいいことだろうし。

「ライキラは口が悪いけども、動物系モンスターが相手ならば圧倒的に強いべな」

「ライキラさんがパーティーに入る前はどうやって戦っていたんですか？」

「わたしの魔法で敵を感知していたね。だけどそうするといざってときに魔力が足りなくなったりするし、日中の行動時間も短くなる。だからライキラがいて助かるんだ」

「そうですか……魔法か」

　敵の位置を把握するような魔法があるのだろうか。

「……僕も魔法を使えるようになれば、多少は役に立てますか？」

「いいんだいいんだ、レイジくんは戦わなくとも」

「でも、タダ飯食らいでは気が引けます」

「──そうだぜ。働かざる者食うべからずってな、なんか仕事やらせろや」

　チャコールウルフを仕留め、戻ってきたライキラさんがそう言った。ミミノさんは露骨に顔をしかめる。

「子どもにやらせることないべな」

「子ども子どもっつうけどなぁ、この森の中じゃ子どもも大人もねーんだよ。なにもできねーガキは狼に食われて死ぬだけだ」

「ライキラさんの言うとおりです。自分の身を守る意味でもなんとかしたいです」

「……レイジくんがそこまで言うなら、わたしの知っている魔法を教えようかねぇ。でもな、魔法の才能がなければ違うことにするよ？」

「はい、構いません！　ありがとうございます、ミミノさん。ライキラさんも……」

「チッ」

　舌打ちしたライキラさんは僕らに背を向け、チャコールウルフの皮を剝ぎ始めた。「肉は臭くて食えたものではない」とダンテスさんは言ったけれど、皮は売り物になる。

　ライキラさん……これはやっぱりアレだ。ツンデレだ。ツンデレだと思うと「しょうがないなぁ、またツンが発動したのか？」と思って微笑ましい気持ちになれるから不思議。だけど細マッチョ獣人のツンデレとか僕にはノーサンキュー。

「それじゃ、わたしの魔法について説明するね」

「あっ……その。所有スキルを聞いたりするのは、マナー違反だったりしますか？」

「初対面で聞くのはマナー違反だけどな、同じ仲間内だったら構わないべな。レイジくんはなにかスキルがある？」

「……僕は、その……」

　どうしよう。【森羅万象ワールド・ルーラー】のことを話したら、必然的に転生の話もしなきゃいけなくなる。話して信用してもらえるだろうか？　というか星10の天賦珠玉を使ったことが漏れたりしたら、必然的に僕は鉱山にいたことがバレ、さらにはそれを勝手に使って持ち出したことまでバレてしまうんだよな……。

「あっ、いいのいいの。今度レイジくんになにか天賦珠玉を買ってやるから、な？　スキルがなくても気にする必要はないっ！」

　僕が戸惑っていると、「この子はスキルもない子」と認識されたみたいだ。

「わたしのスキルはね」

　と、ミミノさんは地面に枝で文字を書いた。そこにはミミノさんの持っているスキルがずらりと並ぶ。

【魔力強化１・魔法適性強化１・魔力操作１・花魔法２・土魔法２・生活魔法１】

　おお……魔法型冒険者だ。やっぱり、と言うべきか。

　僕は【火魔法】を少し使えたけど、天賦珠玉で覚えるほうが圧倒的に効率はいい。

（とはいえ、星２つの天賦珠玉を買えるお金なんてないし、今の僕にはミミノさんから教えてもらうのがいちばんいいよな）

　ヒンガ老人が言うには、星２つの天賦珠玉を買うにはおよそ大銀貨10枚。

　日本円で、10万円くらいだ。

　それで魔法を買えるなら安いようにも感じるけど、適性がなかった場合にはほとんど使えないし、貴重な枠を２つも消費してしまう。

「まずは、こうっ」

　ミミノさんが手をかざすと、木の枝に突然花が開いた。

「【花魔法】は花だけでなく植物全般を扱う魔法だからねえ、こうして自然のいろいろなものに影響を与えられるんだよ」

「なるほど……」

　僕は今見た魔法の発動をしっかりと記憶する。

　そして同じように手をかざし、

「こうっ！」

【森羅万象】の力を借りて魔法を発動する──と、

「ええええ!?」

　枝からはバババッと大振りの花が３つも咲いた。

「す、すごい、すごいべなレイジくん！　君は才能が──」

　僕はミミノさんの言葉を最後まで聞くことができなかった。なぜならその場にぶっ倒れたからだ。




　魔法を使ったことによる魔力の減少は、あたかも血圧が一時的に下がったような立ちくらみを発生させる。またこの失敗をしてしまうとは……。

「レイジくん、天賦珠玉がなくとも初歩的な【花魔法】は使えるようになるべな！」

　目覚めたあと、しょげる僕とは裏腹にミミノさんは上機嫌だった。

　気絶している間にチャコールウルフの処理は終わり、僕はダンテスさんに背負われて移動していた。今は、食事も終わってミミノさんの薬草茶をいただく時間だった。

「そ、そうですかね……【花魔法】使えますか？」

「うんうんっ。わたしが最初に【花魔法】を使ったときよりずっとすごいんだもの。これで天賦珠玉があればいっぱしの【花魔法】使いになれるべな！」

「その前に魔力量増やすスキルがねーと意味ねーだろが」

　ライキラさんが口を挟んでくる。薬草茶が嫌いらしく、お茶は断り、苦みのある味がする草の茎を嚙かんでいる。

「そうは言うけどねぇ。【魔力量増大】の天賦珠玉はとんでもなく高価たかいんだよ？」

　ミミノさんが言うには、彼女の持っている【魔力強化★】【魔法適性強化★】は出現頻度が高いために安く販売されており、【魔力量増大★】はレアなため、ふつうの星３つの天賦珠玉と同じくらいの金額で取引されているという。

　星が多いほど出現しにくいのは確かだけれど、僕とラルクが３年間発掘してきた中で【魔力量増大★】は一度も見たことがない。同じ星の数でも出やすさが違うんだろう。

「魔力量」はＲＰＧで言うところの「ＭＰ」かな。これが多ければたくさん魔法を撃てる。僕はメチャクチャ少ないってことだ。

「ちなみにな、【魔力量増大★★】は『雪風の賢者』とも呼ばれた大魔導師ウォーロック様が使っていたみたいで、【魔力量増大★★★】は発見された記録はあるものの、どこかの国で厳重にしまわれて管理されているんだとか」

「へー。同じ種類なのに星が増えるんですね」

　ヒンガ老人からその話は聞いたことがなかったな。

「そうだよ？　ちなみに【魔力強化★】を２つ装着するよりも【魔力強化★★】１つのほうが効果が高いんだよ？」

　それもそうか。星１つを２つくっつけて、星２つと同じ効果があるなら、星２つの天賦珠玉なんて意味ないもんな。

「そう言えば、ミミノさんも持っていた【魔力強化】にはどんな意味があるんですか？」

「単純に魔法の威力が上がるべな」

「【魔法適性強化】は……？」

「魔法を使える幅が広がるって感じかなー。それで【魔力操作】は魔法を発動するときにいろいろと細かい融通が利きくようになる」

　入手のしやすさと使い勝手を考えて、ミミノさんはスキルを選んだんだな。

「……魔力量は、魔法を使っていれば増えるんですか？」

「それがねえ……よくわからないんだべな」

「わからない？」

「レイジくんが言ったみたいに『使えば増える』と言う人もいるし、『年齢で増える』という人もいるし、『肉体が成長すれば増える』と言う人もいてな。果ては『種族によって違う』なんて言う人もいるもんだから……わからない」

　ほんとうにこの世界の仕組みは、奥が深い。




　それから僕は【花魔法】の使い方をミミノさんに教わった。でも僕の魔力量が足りなくて発動できないものばかりだった。【土魔法】も同様だ。それでも──いつか魔力量が増えたら使えるようになるかもしれない。だから、僕はじっと見つめて勉強した。

【魔力強化】、【魔法適性強化】、【魔力操作】はコピーできたのかどうかよくわからない。そもそも魔力が足りなくて魔法を使えていなかったからね。

　枝を生やして足場を作る魔法。逆に枝を消す魔法。草を操り転ばせるトラップを作る魔法。ツタで相手を締め上げる魔法。トゲを飛ばす攻撃魔法。花粉で眠らせる魔法──。

　土の壁を作り出す魔法。落とし穴を作る魔法。石を割る魔法。金属の硬度を一時的に増す魔法。土を固めて射出する攻撃魔法。地面の揺れで敵の位置を把握する魔法。洞窟の壁面や天井を補強する魔法──。

　実は、ノンさんが毎晩ダンテスさんに掛けている治療の魔法についても僕は使えるようになっていた。その魔法は身体からだの活性を高めて自己治癒能力につなげる魔法なので、僕は擦り傷程度なら治せるようになった。

　一方で、ダンテスさんが振り回すベンチのような大剣や、ライキラさんの身のこなしについては使えるようにはならなかった。そもそも大剣どころか刃物すら僕は持っておらず、鑿のみではその代用品にもならないからだ。ライキラさんのほうは……わからない。【脚力強化】か【蹴術】なんだと思っているのだけど、僕はその真ま似ねができないのだ。なにか特殊な天賦スキルなのかな？　あるいは獣人が持ってるそもそものポテンシャルなんだろうか？　だとしたら獣人ってだけでチートじゃない？

　ライキラさんが自分のスキルについて教えてくれれば解決しそうだけれどもちろん教えてくれるわけもなく、僕からも聞くことはなかった。

　ただダンテスさんとノンさんは教えてくれたっけ。

　ダンテスさんのスキルは、こうだ。

【腕力強化１・背筋力強化１・腹筋力強化１・手先が器用１・大剣術２・免疫強化２】

　僕は【手先が器用】なんて天賦珠玉スキルオーブ、自分で何度も発掘したことはあったけれど実際に使う人がいるとは思わなかったよ……。聞いてみると、実に使い勝手がいいらしく、装備品や道具の修理、料理をするのにも役に立つんだとか。

　そして星２つの中でもレアな【免疫強化】は石化に掛かってから有り金を全部使って買ったらしい。元々持っていたスキルを「破壊」して、新しいスキルを手に入れたところで無一文どころか借金までしたのだとか。

　スキルの「破壊」は専門の人にお金を払えばやってもらえるようで、【オーブ着脱】と違い、なくすだけなのでたいした金額ではないんだって。

　ともあれ【免疫強化】のおかげで石化の進行を食い止めることができ、冒険者として活動再開できるようになって借金を返したと、ダンテスさんは言っていた。

　ノンさんのスキルは「神秘特性」の天賦に偏っていた。

【神感強化１・祈き禱とう術１・回復魔法２・補助魔法２・神聖魔法２】

　修道服っぽい服だなと思っていたけれどそのものずばり修道女だった。ダンテスさんが石化に掛かったと聞いて、一時的に教会を抜けてお父さんのところへと飛んできた。

　教会は「神秘特性」の天賦珠玉を国から配布される。ノンさんは修道女になる代わりにお金を払わずにこれらのスキルを得た。逆に修道女を辞めることはほぼ不可能で、ダンテスさんの石化みたいに特別な理由があって、ようやく一時的に抜けられる。

【補助魔法】や【神聖魔法】も見てみたいんだけど、僕が見る必要もない程度には「銀の天秤」は強い。

【祈禱術】はなにに使うの？　と聞いたら、「よりいっそう神に感謝の念を送れます」と真顔で返された。

　この世界、スキルが多すぎない？　やはり奥が深い（３回目）。

　僕のいた鉱山も含め、この世界には全部で８か所の天賦珠玉の出現ポイントがあるのだから毎日すさまじい数を産出しているんだよね……。




　森での生活はどこかのんびりしていて楽しかった。一口に「森」と言っても道はある。街道ではない、狩人かりゅうどや商人が使う秘密のルートがいくつもあるようだ。

　ハーフリングであるミミノさんは方向感覚に極めて優れていて、地図もない森をすいすいと進んでいく。

　食事は森で獲とれたものが中心で、そこでは僕も活躍した。食べられる果実やキノコ、野草は【森羅万象ワールド・ルーラー】で全部わかるからね。あと薬草類が生えているとミミノさんに教えて採取してもらう。「よく知ってるべな〜」と褒めてもらうのは楽しい。

　ただ香辛料や塩、それにお酒はなくなってしまう──ダンテスさんはお酒が好きみたいで、ちびりちびりと酔わない程度に毎晩飲んでいる。

　そんな生活必需品の補給は、林道で出会う商人から購入できた。

　彼らもまた街道を使わない、あるいは使えない商人だ。どこか後ろ暗い過去がありそうな男だったり、狸たぬきの獣人だったり。身体よりもずいぶん大きなリュックを背負った行商人の彼らは数人単位で動いていることが多く、ミミノさんやダンテスさんが交渉して商品を手に入れていた。

　この森での生活が、ずっと続くわけではなかった。

　そもそも「銀の天秤」のメンバーには目的地がある──光天騎士王国だ。ダンテスさんの石化を治すために。

　目的地へ急ぐ意味もあって「銀の天秤」のメンバーは森を進むのが速かった。僕の体力がついていかず、ちょくちょくダンテスさんに背負ってもらうことになったけれど、数日で僕の身体もついていけるようになったんだから僕も成長しているのです（ドヤ顔）。

「もう、父のおんぶは必要ないのですか？」

「はい！　だいぶしっかり歩けるようになりました」

「そう、ですか……」

　僕が胸を張ると、ノンさんはなぜか悲しそうな顔をした。

　もしや小さい子どもがおんぶされている姿に興奮する特殊な性癖の持ち主とか？　──とか死ぬほどどうでもいいことを考えていると、ノンさんは理由を話してくれた。

「……石化の呪いは他者に伝染うつりません。ですがまるで伝染病であるかのように忌いみ嫌きらう人も多いのです」

　つまり僕が、石化のことなんてなにも気にせずダンテスさんの背中におぶさっていることがうれしいみたいだ。いや、うん、そういうことですよね。わかってた。

（ん。ってことは……そうか）

　僕は気がついてしまった──「獣人」「ハーフリング」という亜人要素だけでなく、ダンテスさん自身もまた差別されかねない対象だったんだ。

（……僕の髪のこと、なにも言われない）

　黒髪に黒目、親や公爵からあんなに嫌われたのに──憎まれるほどだったのに、誰もなにも言わないのは、彼ら自身が差別されることの恐ろしさを知っているからだろう。

　僕は、彼らがとても温かい人たちだということを改めて知った。

（ラルクにもそんな出会いがあるのかな）

　自分が幸福を感じたときにラルクのことを思い出してしまう。彼女がかけてくれた言葉、崖で僕を救ってくれたこと、ベッドで添い寝をしたこと……そして僕が彼女の手を拒否したこと。彼女との思い出は確かに、僕が生きる力となっている。だから次は、僕が彼女を捜し出して、こんなすばらしい人たちに出会ったことを教えてあげるのだ。




　明くる日の早朝、たき火がくすぶって白煙を昇らせる横でミミノさんが言った。

「……みんな、今日は街に入るべな」

　みんなが神妙な顔でうなずく。やっぱり、彼らにとってヒト種族の多い街に入るのは覚悟が要ることなんだろう。

「わたしらといたらレイジくんまでなにか言われるかもしれないけど……」

「もちろん僕もいっしょに行きます。というか確たる目的地もありませんしね。今はミミノさんたちにしていただいたことへ、恩返しをしなきゃってそれくらいだけで。それには、街に行かないとですし」

　僕の人生の目的なんて当面はふたつ。

　ラルクに会うこと。ヒンガ老人のお孫さんに会うこと。

　とはいえそれもこれも、僕がこの世界で独り立ちできるようにならなきゃどうにもならないんだよね。とりあえず、生活を安定させるのが第一だ。

「わたしらのことなんて、気にしなくていいんだよ？　でも、そう言ってくれるのはうれしいべなぁ」

「おいミミノぉ、いい加減ちゃんと話せよ。俺たちゃ街じゃ『嫌われモン』なんだってよ」

「ちょっ、ライキラ！」

　ライキラさんの言葉にミミノさんは焦あせるけれど、僕はそこについては重々承知だ。

「どーせ遅かれ早かれバレんだ。それにこのガキだって……」

「ええ、わかっています。僕の黒髪もいろんな人に嫌われて──殺されそうになったことも何度かあるので、街でも同じことが起きるかも」

　ミミノさんは僕の言葉に、石でも吞んだように固まった。彼女だけでなくノンさんもだ。ダンテスさんはいつもよりもずっと渋いお茶を飲んだような顔で、ライキラさんは苦しそうに顔をゆがめた──ああ、この人はやっぱり、意地悪なことを言いながらも僕のことを気にしてくれてる。

「銀の天秤」はパーティーそのものが「目立つ」のだ。ヒト種族の街ではね。だから僕の「黒髪黒目」にもまた注目が集まってしまうかもしれない。僕ひとりで行動していればそうはならないかもしれないのに……と、そう考えてくれているのだ。

　この人はなんて不器用なんだろう。でも細マッチョ獣人のツンデレはノーサンキュー。

「僕は大丈夫ですけど、逆に迷惑を掛けたらすみません」

　ぺこりと頭を下げると、大きな手のひらがそっと差し出されて僕の額を押し上げた。

「子どもが心配などするな。大人の陰に隠れていればいいんだ」

　ダンテスさんだった。

「……レイジくん。君は……わたしが絶対に守るからね」

　ミミノさんは頰を紅潮させ、目を潤ませながらそう言ってくれた。この人もまた僕に負けず劣らず涙もろいようだ。

「泣いてんじゃねーよミミノぉ。朝からシケた顔すんなや」

「こっ、これは煙が目にしみたからだべな！」

　ごしごしと袖で目をこすって、

「よし、行こう！」

「銀の天秤」は一路、アッヘンバッハ公爵領の領都であるユーヴェルマインズを目指したのだった。











第２章　領都の喧けん噪そう









「でっか……」

　領都ユーヴェルマインズは高く積まれた石による城壁がぐるり取り囲んだ都市だった。僕が左右を見ても、どこまで広がっているのかわからないほどの壁だ。

　中に入りきらない家が城壁の外に並んでいるけれど、これは単なる住居だけではなく領都を目指してやってきた旅人を相手にした商店や宿でもあった。

　そんな商売が成り立つほどに、領都に入るには時間が掛かる。城門が豆粒ほどに見える位置からずらりと人々が列をなしている。

　並んでいるのは旅人、商人、引っ越しのように家財を持ってきた人たち──と様々だ。時々列をすっ飛ばして駈かけていく領兵の馬を、みんな恨めしそうに見ている。

「ん〜〜これだと入れるのは明日あすになるべなぁ」

「チッ、しょうがねー。そこら行って獣でも仕留めてくら」

「それならハマダラ鳥をお願いします！」

　ノンさんが前のめりに言った。なんだろう、その鳥。

「ハマダラ鳥というのはな、身体からだに草の葉をくっつけた鳥で地を歩いている。だが擬態がなかなか見事で、これを仕留められるのは嗅覚の優れた者だけなんだ」

　ダンテスさんが教えてくれる。するとノンさんがうっとりしながら、

「ハマダラ鳥は冬を越えてから夏にかけてとても脂がのるんです。美味おいしいんですよ……せめて１羽わ、いえ、贅ぜい沢たくは言わないので脚１本でも獲とってきてくださるといいんですけど」

　脚１本とれたらすでにその鳥は死んでいるか動けないのでは……？

「まあ、待つべな。こういうときのライキラはきっと期待に応えてくれる」

「はい……」

　結果、１羽どころかなんの成果も得られずにとぼとぼとライキラさんが帰ってきたのは夜も更ふけてからだったけども。食べてみたかったなあ、ハマダラ鳥。

　変わらぬ干し肉を食べて僕らは野宿だ。干し肉美味しいです。

　朝日が昇ると、夜間には閉じられていた城門が開く。お昼を過ぎたころ、僕の目にはそびえ立つような城壁と城門が見えてきた。城門、とは言っても、部材の１本１本が丸太を使った木の柵を下ろしていただけのようだ。

　中に入るのが遅いのは税金の徴収が行われているからだ。旅人はひとりあたり銀貨１枚でおよそ千円ほどの金額を払う。商人は商品内容に応じて税金が掛かるので──商人の商品査定に時間が掛かるらしい。

　入口を分ければいいのに。空港の税関だって外国人と自国民とで分けてるしね。

「次」

　ようやく僕らの番だ。

　鉱山兵とよく似た、とんがった兜かぶとをかぶった領兵が僕らを呼んだ。彼らは身体には鎖帷子チェインメイルを装備していて、武器は短槍だった。

「パーティー『銀の天てん秤びん』です」

「なんだ冒険者か。さっさと通れ」

　ミミノさんが鉄製のカードのようなものを差し出すと、領兵は一いち瞥べつしただけで僕らを奥へと通す。んもう、こんなんで済むならさっさと入れてよね。

　それにしても、これでやっと領都だ。こっちの世界では初めての大都市──。

「──ちょっと待て」

　横を通り抜けようとした僕の腕が、つかまれた。袖が少しめくれて入れ墨の痕がはっきりと見えてしまっている。

　僕の心臓が跳ね上がった。

　ライキラさんがそろりと脚を動かし、ダンテスさんが腰の短刀に手を掛けるのが横目に見えた。その向こう、先頭のミミノさんが、大きく目を見開いて領兵を見据える──ぞわりと彼女の魔力が、髪の毛を持ち上げていく。え、待って待って待って！　なにしようとしてるの!?　ダメだよ！　僕のためにみんながトラブルに巻き込まれるなんて！

「……なんだ奴隷か」

　と──思っていると、領兵はその程度の反応だった。

「子どもだから冒険者ではなかろうと思ったが。奴隷は旅人と同じ税金、銀貨１枚だ」

「そうなのですね、知りませんでしたわ」

　するりとみんなの前に出てきたノンさんが、領兵に銀貨を手渡しし、その手をそっと温かく包くるんだ。「お、おう」なんて言いながら領兵はちょっと顔を赤らめ、ノンさんの胸をガン見していた。

「君は修道女では……？」

「はい。ですが今は冒険者として活動する特別な許可を教会から得ております。こちらが私の冒険者証です」

「う、うむ。確かに」

「お務めご苦労様ですわ。さ、行きましょう」

　ノンさんに促されて歩き出した僕らは、しばらく進んだところで路地裏に入った。

「──お父さん、ライキラさん、それにミミノさんも！　なんですかあの殺気は!?」

　ノンさん、怒る。

　だよね。あれ、確実に殺気だったよね？

「いざとなったら『パーティーで購入した奴隷だ』と主張する約束だったでしょう!?　それを、ちょっとした計画外のことで殺気を出すなんて！　もう！」

「す、すまん。出だしがうまくいったもので、つい……」

「……悪わりぃ」

「…………ごめんなさい」

「あそこでもめ事になったら領兵全部と戦うことになったんですよ！　たぶん、殺気には何人かに気づかれてたはずですよ！」

　知らなかった。みんなはちゃんと僕について呼び止められたらどうしようかということまで話し合っていてくれたんだ。

　ダンテスさんはぺこぺこと謝り、ライキラさんはばつが悪そうにそっぽを向き、ミミノさんは今にも泣きそうだった。

「わ、わたしのせいでレイジくんを危険な目に遭わせたかもしれなかったんだべな……」

「ちょっ、ミミノさん、大丈夫ですから、大丈夫、ちゃんと街に入れましたし！　ね？　ノンさんも怒ってるわけじゃないですよ」

「もっ、もちろんです。……ごめんなさい、私もちょっと動揺していたようです」

　ノンさんもぺこぺこと頭を下げた。その仕草があまりにダンテスさんにそっくりで、ふたりはやっぱり親子なんだなとしみじみ感じた。

　僕は──幸せ者だ。こんなにもいいパーティーに拾ってもらえて……。

　じーんとしている僕は、ここからさらに幸せが待っているとは思いもしなかった。

　なんと泊まる宿には温泉がついていたのだ。





★






　大きな湯船に身体をつけると、ずぶぶぶと溶け出してしまいそうだ。

　まさか温泉が湧き出ていて、領都ではどの宿でも提供しているなんて……。

　湯気がもうもうと立ちこめて端から端まで見渡せないほどに大きな浴場は、僕以外には誰もいない。ちょっとお高い宿で、商人がよく利用するのだそうだ。

　ヒト種族でない獣人やハーフリングに平等に接してくれるのは商人で、次に一般市民、次に冒険者、次に貴族、次に農民……ということらしい。農民が強い差別意識を持っているのは、彼らは閉鎖的な場所に住んでいるのでヨソ者をことのほか嫌うからだった。

　聞けば、納得ではある。

　とはいえ「一般市民」というくくりも大きいし、実際には商人でも偏見まみれの人がいるから気をつけるように……とミミノさんからは釘くぎを刺された。

「ふー……ひとりだと落ち着くなぁ」

【森羅万象ワールド・ルーラー】によると、これは源泉掛け流しというヤツで、紛れもなく地中から湧き出た温泉だった。皮膚病には効くけれど石化には効かない。

　石造りの大浴場は建物の半地下にあり、上のほうに換気用の通気窓があった。

　夜の遅いこの時間、明かりは乏しかったけれど僕以外には誰もいない。

　ちなみにライキラさんは「獣人が風ふ呂ろになんか入るわけねーだろ」と言い（毛がいっぱい抜けるので嫌がられるそうだ）、ダンテスさんも「俺は止よしておこう」と寂しそうに言った。石化が伝染するとか思う人に気を遣っているらしかった。

　なので、ここは貸し切り状態というわけだ。ぶくぶくぶく……あー、極楽じゃよ……。

　ガラガラッ。

　とか思っていると引き戸の開く音が聞こえた。貸し切りは終了だ。まあ、ひとりっきりというのも寂しいし、いいか。僕の黒髪を怖がられると困るけど。

「レイジくんいるか？」

「ぶほっ」

　水面で息を吐いてあぶくを作っていた僕は思いっきり吹き出した。

　そりゃ吹き出しますよ!?　な、なんでここに──。

「なんで!?　なんでミミノさん!?」

「そりゃだって、この時間は女の時間だものな」

「私もいますよ〜」

　引き戸から入ってきたのは、ミミノさん、そしてノンさんだった。もうもうとしている湯気のおかげで見えないのが残念──じゃない！　見てる場合じゃないよ!?

「この時間は女性!?　僕に行ってなさいって言いましたよね!?」

「うん。だけどレイジくん出てくるの遅いから女の時間になったんだべな。レイジくんは10歳だし、見た目はもっと小さいから全然平気よ」

　僕が平気じゃないですぅ！　近寄らないで！　近い近い近い近い！　すぐ後ろで話しかけないで！

「で、で、でも──僕出ます！」

「こぉら、話すときは人の顔を見るだな」

「!?」

　両手でがっしと顔をつかまれ、そっちを振り向かされた。

　そこには、薄明かりの中に立っているミミノさんとノンさんのふたりがいた。もうもうとした湯気によってはっきりとは見えなかったけれど、ミミノさんの──自分で言うには「成人」なのだが明らかに「子ども」にしか見えない体型。細い腕に薄い胸だったけれど、肌はすべすべできめ細やかなのがわかる。

　そして──ノンさんは。ノ、ン、さ、ん、はッ！　僕が吐血しそうなほどに──すごかった。ああ、ノンさん、あんなだぶっとした修道服を着ていてもわかるというのに、まさか、まさか、あのレベルでなお着瘦せするタイプだったなんて……!?

　胸から腰のくびれにかけてのラインは芸術的と言えるほどで、ふだんから厚手の服を着ているせいか肌の白さは際きわ立だっている。これで16歳だというのだから反則級だ。

　ああ、違うなぁ。ラルクの身体とは全然違う。いっしょに身体を拭きあうのはラルクとは日常茶飯事だったけど、ラルクはもっと細くて、少年みたいだった。でも、最近は少しずつ胸が出てきて──いやいやいや！　なに考えてるんだよ僕は!?　混乱しすぎだ！

「ほら、いっしょに身体からだ洗おうな」

「ひぃぃぃ〜〜……」

　僕の喉の奥から変な声が出たけれど、ミミノさんは僕を洗い場に座らせると後ろから石けんで泡を立てて頭をごしごしやってくれる。鏡は高級品なのでおいそれと置かれていないのがよかったかもしれない。そんなものがあったら見てしまう。見えてしまう。僕の身体は10歳で、しかも成長が未熟だとは言っても、精神年齢的には16歳なのだ。

「私は隣に座りますね」

「ひぃぃぃッ!?」

　安心していたら横に座られた!?　きょとんとした顔でノンさんがこっちを見てくるけれど、僕は見られない。泡が目に入ったら困るな〜みたいな顔で目を閉じる。直後にザバーッと頭からお湯を掛けられて焦あせって、ハッと目を開けるとすぐ目の前に、ノンさんのたわわな胸がふたつ──僕にとって幸運だったのは、すでにそこが泡に包まれていたということだろうか。

「……あ、あの、僕……上がりますぅ……」

「？　どうしたべな。湯あたりか？」

「そうみたいですねぇ……レイジくん、ちゃんとお水を飲んでくださいね」

「は、はいぃ……」

　僕は精神的に追い詰められながら、浴場を出たのだった。




「……おお、戻ってきたか」

　僕が部屋に戻ると、ダンテスさんがイスに座っていた。ライキラさんはすでに寝ているようで、ベッドに横になっていた。

「どうした？　レイジ」

「……いえ、あの、いえ、なんでも、ないです……そ、それにしても、いいんですか？　こんなにいい部屋に泊めてもらって……」

「ああ。俺たちはふだんは森を進むだろう？　だから旅費はほとんど掛かっていない。レイジも食べられる野草を見つけてくれたし食費も圧縮できている。街にいる間はいい宿に泊まってしっかり疲れを取る」

「なるほど……理に適かなっていますね」

「……ふうむ、しかしレイジは賢そうな顔をしているな」

「え、ええっ!?」

「元々賢いとは思っていたが、汚れを落とすとさらにそう見える。さぞ、いい教育を受けたのだろう──あ、いや、これは忘れてくれ」

「いえ構いませんよ。僕は確かに、それなりの教育を受けたのだと思います」

　こっちの世界は子どものころから親の仕事の手伝いだもんね。職業が決まれば徒弟奉公みたいに親方に弟子入りして、天賦珠玉スキルオーブをもらって仕事をする。

　木こりなら木材関連の、漁業なら漁業の関連ギルドがあって、そこから天賦珠玉が安く回ってくるらしい。この世界はすべて天賦珠玉だ。

「ダンテスさんも優しさがにじみ出ていますよ」

「……俺が、か？」

「はい。特にノンさんを見ているときは」

「…………」

　ダンテスさんは難しそうな顔をした。

「……俺は、な。たぶん、石化を治すことができずに死ぬんだ」

　不意に語られたその言葉に、僕は返事すらできなかった。

「相当に難しい呪いらしくてな。光天騎士王国に行っても治せる確率は低い、とはもう何度も聞いたんだ。各街の回復魔法使いからはな」

　僕は──知らなかった。

　この人は、もう、死を覚悟しているのだということを。残された最後の時間を娘のノンさんと過ごすことに使おうと決めていたのだ……。

「だから俺は、ノンはもちろん、こんな旅に付き合ってくれたミミノにもできる限り尽くしたい。なにかの縁だからライキラやお前たちだって命を懸けても守ってやりたいと思う。……だから、もしそうなっても気にしないで欲しい。それは、俺のワガママなんだ。生きているうちになにか、爪痕を残したいと……そう思っているだけだからな」

「…………」

「すまん、湿った話をしてしまったな」

　はははは、と笑うダンテスさんはいつものダンテスさんだった。

　ミミノさんが言うには、前のパーティーでも仲間を守る立ち回りをしていたらしい。

　この人は、どれほど人のために尽くそうというのだろう……。

「ダンテスさん」

　僕は、僕に「与えて」くれる人をけっして裏切らない。裏切りたくない。

「もし、もしもですよ、僕がワガママを言って『お金を貸して欲しい』と言ったらなにも聞かず貸して欲しいんです。なにを買ったのか後で必ず言いますし、いや、まあ、まだ買うと決まったわけではないんですけど……」

「なんだなんだ。欲しいものでもあるのか」

「はい」

　僕は真まっ直すぐにダンテスさんを見つめていた。

　──紅葉のような葉っぱで先っぽがさらに５つに分かれている。

　──すごく深みのある銀色の金属。

　──ミミズのようなうねうねしている生き物。

　そのイメージは、ダンテスさんの石化部分を見つめていると今でも浮かんでくる。

　売っていたら絶対に買う。森の中で見つけたら絶対に確保する。

　今はまだ、言えないけれど……ぬか喜びをさせたくないし。

　ただ僕は決めた。ダンテスさんの石化を治すために僕もできる限りをしようと。

「……そうか。構わんぞ。男の子は欲しいものをねだるくらいじゃなきゃな。ノンは全然おねだりをしなかったし、お前も出来がよすぎて困るんだ」

　ダンテスさんは立ち上がり、まだちょっと濡ぬれている僕の頭をなでた。

「さあ、そろそろ寝なさい。明日あしたは冒険者ギルドで素材の売却だ」

「……はい」
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　翌朝、「男子部屋」にやってきたミミノさんとノンさんを正面から見られなかったのは仕方ないよね？　そんな僕の恥ずかしさなんてガン無視でミミノさんが、

「なあなあレイジくん！　これ試してみるべな！」

　と言いながら僕の顔をつかんでぐいっと彼女のほうへと振り向かせる。

　ああ……昨日お風ふ呂ろに入るときにはほどいていた髪を、すべてまたキレイに編み直して、それにどれくらい時間がかかるんだろう。いやほんと肌もキレイだったし……。

「レイジくん？」

「なんでもありません！　なんですかこれは!?」

　記憶に浸っている場合じゃない！　っていうかやけにくっきりはっきり覚えてるな僕は。そんなに、そんなに刺激が強かったのか……！（答えはＹＥＳ）

　ミミノさんは手に小さな壺つぼを持っていた。コルク栓を抜いてみると、ぷうんと草を煮詰めたようなニオイが漂ってきた。

「うぇっ。なんだよそりゃぁ。朝っぱらから変なもん出すんじゃねーよ」

「うっさい。時間掛かるから文句あるなら部屋を出てるべなー」

「チッ」

　ブツブツ言いながらライキラさんが部屋を出て行くが、僕にはその壺に入っているものがなにかわかっていた──正確には【森羅万象ワールド・ルーラー】が教えてくれた。

「もしかして、染髪剤ヘアダイ……ですか？」

「そう！　髪に塗れば黒くなくなるんだ。えーっと……どう？　使ってみる？」

　黒い髪は僕が僕である象徴みたいに思ってくれているのかもしれない。複雑に長い髪を編み込んでいるくらいだから髪にはこだわりがあるだろうし。

「ミミノさんが作ってくれたんでしょう？　絶対使います。黒髪にこだわりないんで」

「そうなのか〜。それならよかったべな」

　ミミノさんは僕をぎゅっと抱きしめていいこいいこと頭をなでてくれるのだけど、さすがにちょっと恥ずかしいので人前では止やめていただきたい。言えないけど。

　それから30分後。

「──おおおっ、キレイに染まったべな〜」

「へ、変じゃないですか？」

「そんなことないよ、わたしとおそろいだべな！」

　金髪になった僕がいた。芯のほうはオレンジが残っている金なので、飴あめ色いろの髪であるミミノさんよりも明るい色なのだけど「おそろい」と言われると「はい、おそろいです！」と言いたくなってしまうからミミノさんの魅力が恐ろしい。

　ちなみにこの染髪剤、製造には酸性の水が必要みたいだ。だから真水を生成する【生活魔法コンビニエント】では作れず、酸性の温泉を使った。

「うむ。なかなか悪くないじゃないか。目だけが黒ならさほど目立たない」

「とても快活な雰囲気になりますのね」

　ダンテス父娘おやこにも好評だった。

　宿の表のベンチで草を嚙かんでいたライキラさんは出てきた僕を見て一瞬ぎょっとしたけど、すんすんと鼻を動かすと「薬草くせーな」と言い、「……ま、悪くないんじゃねーの」と付け加えた。この人は枕まくら詞ことばに悪口を入れないと会話ができないのかな？

　そんなわけで僕らはアッヘンバッハ公爵領の領都を歩いた。

　朝の街路にはすでに人が多く行き交っている。

　アッヘンバッハ公爵領は大陸でも北方にあるので、冬の間は雪がどんどこ降る。そう言えば鉱山の入口、大空洞にも開けた空から雪が降ってたっけ。すぐに鉱山に潜っちゃうし、潜ると適温なのであまり気にしたことがなかったな。

「あの屋根は雪が多いせいだ」

　ダンテスさんが教えてくれる。

　家々の屋根は一方に強めの傾斜がついていて、雪を積もらせない工夫だった。石造りの家々は四角いものが多いのだけれど、中には円柱みたいな家もあって見ていて楽しい。

　お店がある建物は軒先に看板がぶら下がっていた。

　動物の看板ならその肉、ハサミならば衣料品、壺ならば……壺？

「あの壺の看板はなんですか？」

「ああ、あれは薬屋だな」

「薬くす師しギルドに加入している正規のお店しか看板を出してはいけないんだ。わたしも正規の会員だから、店を開けるんだぞ」

　薄い胸を張ってえっへんとミミノさんが言う。

「……ちょっと寄ってみたいです」

「え？　うーん……まあ、いいか」

　薬屋に入ると、ミントのような爽やかな香りが漂っていた。棚にはいくつもの壺が並んでいて、値札と、商品名が書かれている。「傷薬」「虫下し」「胸のムカムカ治し」「便秘解消」……いろいろとあって、ほとんどの金額は銀貨１枚、物価換算で千円程度だ。

「中が見えないんですね」

　陶器の壺は当然光を通さない。そう言えばガラス製品をこの世界ではほとんど見ていないな。ごく稀まれに建物に窓ガラスがあるような家屋もあったけれど、基本は木窓で、開けているか閉めているかのどちらかだ。

「中が見たいのならご自由にどうぞ」

　カウンターの向こうにいた優しそうな老女がそう言ってくれた。僕はお言葉に甘えてぱかぱかと壺の蓋を開いては中を確認していく。甘ったるいニオイもあれば、鼻が曲がるようなニオイもあった。

（原材料、原材料……）

【森羅万象】で確認していく。中には商品名に書かれている効果を発揮しないインチキめいた薬もあった。

　そのインチキ薬は……「精力薬」だ。

　……藁わらにもすがる思いでこの薬を買う哀れな男性のことを思うと、やるせない気持ちになる。これは精力なんてつかずに、お腹なかが少々下る程度の弱毒性の薬物ですよ……。

　結局、お目当てのものは見つからなかった。

「遅おっせーな、なにをそんなに時間掛けてんだか」

　ニオイが嫌いなライキラさんは外で待っていて、再度「冒険者ギルド」を目指す。

「レイジくんはなにが欲しかったんだべな？」

「あ、ええと……この入れ墨を消せるものがないかなと」

「あ〜」

　納得、という感じでミミノさんはうなずいたけれど、これはウソだった。あ、いや、ほんのちょっと入れ墨のことも頭にあったので完全なウソじゃないけどね。

　僕が探していたのは石化に効く薬──の材料だ。【森羅万象】によれば、３種の材料を集めればなんとかなるのだ。

「ミミノさん。いちばん品しな揃ぞろえのいい薬屋さんとかってわかりますかね？」

「品揃えはどこもいっしょだよ。薬師ギルドに登録している以上、販売できるのはギルドが認めたものだけだからな〜」

　あ……なるほど。じゃあ、あの素材はどこの薬屋でも手に入らないのか……。

「……レイジくん、薬を作る素材なら別のところで売ってるけども、興味ある？」

「！　あります！」

　考え込んでいる僕にミミノさんが提案してくれたので一も二もなく僕は飛びついた。

　冒険者ギルドでの素材売却が終わってからは自由行動なので、そのときに行こうかとミミノさんは言ってくれた。

　そうと決まれば冒険者ギルドだ。

　ファンタジーゲームの定番、異世界転生小説の定番、冒険者ギルドである。

「む。通りが騒がしいな……」

　朝食代わりに屋台でサンドイッチを買い、冒険者ギルドの場所を聞いた。宿は素泊まり宿なので（温泉つきなのに！）朝食はないのだ。

　ハムの挟まったサンドイッチは食べ盛りの僕にはとても美味おいしく感じられたけれど──甘ったるいジャムっぽいのはいただけないが──夢中になって食べ歩いているとダンテスさんが僕らを手で制して止めた。

　道は広く、自動車なら２車線ぶんくらいはある通りから、僕らはその倍以上の広さである大通りへ出ようとしていた。そこががやがやとしていたのだ。

「……領兵どもじゃねーか。出兵か？」

「うむ。なにかあったな」

　他の通行人よりも頭ひとつ高いライキラさんとダンテスさんが大通りをうかがう。

「かなりの人数……１００ではきかないだろう。渡れなそうだから裏道から行こう」

「なにがあったんべな？」

「さあな。ドデカい山賊のアジトでも見つかったか、あるいは国境で小こ競ぜり合いでもあったか……あるいは巨大なモンスターでも出たか」

　その言葉に僕はハッとする。

　鉱山を抜け出した僕が、夜に見た巨大な鳥のシルエット。もしやあれが……？

　世界には８か所も、天賦珠玉スキルオーブを発掘できる場所がある。

　逆に言うと、世界に流通するほとんどの天賦珠玉がそこでしか取れない。これを失ったとなればとんでもない事態になる。

（鉱山奴隷の暴動だけなら、新たな奴隷を補充したり、冒険者の受け入れを拡大すればいいだけだよね。でもこれだけ領兵を動員するってことは、やっぱりあの「鳥」が……）





★　　キースグラン連邦　首都ヴァルハラ　　★






　そびえ立つ白亜の城は「芸術」とすら呼ばれていた。

　広大なキースグラン連邦の中心である首都ヴァルハラの「王」は、すなわち連邦の盟主でもある。

　王の名はゲッフェルト。芸術のごとき白亜の城を住すみ処かとしている。

「陛下。アッヘンバッハ公爵のご子息、ダニエル゠アッヘンバッハ様から緊急の魔導通信が入っております」

　古き良き城じょう砦さいという見た目を持つ城ではあったが、その内部はいささか様相が異なる。

　もちろん、客人が来る大広間や謁見の間は外見の印象そのままの、豪ごう奢しゃな調度品がそろえられているのだが、執務を行うエリアは最新式の魔道具がそろえられていた。

　ボタンひとつで適温のお湯が出てきて、ゲッフェルト王の好むお茶を淹いれられるポットもまた魔道具だ。これはモンスターの体内から得られる「魔石」によって稼か働どうする。

　魔道具を動かすのは魔石だ。

　それは現代日本の様々なツールを動かすのが電気であることとさほど違いはない。

　違うのはその魔道具があまりにも高価で、一部の人間にしか使えないことくらいだ。

「緊急……？　ダニエルとは確か公爵の長男じゃな？」

「はっ」

「はて、公爵の息子に緊急通信を使う権限を与えておったかのう？」

　瘦せこけた老人が返事をした。

　総白髪を後ろになでつけ、見事な長いあごひげはヘソに届くかというほど。

　宝石をちりばめた王冠、それに真紅のマントの重さでつぶされそうになっているようにしか見えないこの老人こそがゲッフェルトだ。

「それが……公爵閣下がお亡なくなりになったと」

「ほう？　ならば新公爵に話を聞かねばならぬな」

　深い銀色に輝く杖つえは瘦せこけた老人が軽々と持ち上げられるほどに軽い。老人は杖を突いて執務室を出た。

　長い廊下を進むその脚は、見た目に反して意外なほど壮健だ。曇りひとつないほどに磨かれた窓ガラスから、明るい陽ひ射ざしが射さし込んでいる。

　老人がやってきた場所は、先ほどと変わらない広さの部屋ではあった。しかし部屋の壁面には金属製のパネルがいくつも取り付けられ、その前にはイスが並び、オペレーターたちが送られてくる通信内容を書き留めている。

　こここそが、キースグラン連邦の各地と魔導通信によってつながっている通信室だ。

　広大なキースグラン連邦を治めるのに最も必要なものは「情報」とゲッフェルトは言い切り、10年の歳月を掛けて魔導通信ネットワークを築き上げた。

　それから25年。今も各地の情報を吸い上げ、ゲッフェルトの耳に届けている。

　ペンのさらさら鳴る音だけが聞こえる部屋を通り抜け、隣の小部屋へとゲッフェルトは入る。侍従がスイッチを入れると空気が震える感覚が走り、消音の魔道具が起動する。

　小部屋の中央にはゲッフェルト用のイスが置かれてあり、対面するように水晶球と、それを支えるスタンドがあった。

「これは新公爵よ。なにやら緊急の連絡ということじゃな？」

　水晶球にはしきりに額の汗を拭いている小太りの男が映し出されている。三角の吊つり目は父であるアッヘンバッハ公爵──前公爵にそっくりだった。

『ゲッフェルト陛下におかれましては本日もご機嫌麗うるわしく……』

「くだらぬ挨拶を聞かせるのが緊急の連絡か？」

『はっ。も、申し訳ありません……』

　ダニエル゠アッヘンバッハはまたもハンカチで額を拭いた。今までの執務はすべて父が行ってきたので、なにをどうしていいのかわからないのだろう。

　ゲッフェルトは内心で舌打ちをする。こんなのが跡継ぎか。公爵領は終わりだな。

「それで？　貴殿の連絡ならば「六天鉱山シックスマイン」に関わることであろう？」

『そ、そのとおりでございます。ご賢察、誠に痛み入ります』

「追従は要らぬ。本題に入れ本題に」

　思わず苛いら立だった声が出たが、次に公爵の口から発せられる言葉はさすがのゲッフェルトも予想していなかった。

『それが、「六天鉱山」が崩壊しました』

「なるほど。崩壊か……なに？」

『文字通り、がれきの下に沈んだのです。父もそれに巻き込まれて死んだと思われます』

　老人が目をぱちぱちと瞬しばたたかせている間に公爵は説明をしていく。

　奴隷の暴動が起きたこと。巨大な「竜」らしき存在が出現し、鉱山が崩壊したこと。そして父が死んだこと。

（順序が逆だ。奴隷は契約魔術によって縛られており、暴動はできない。先に公爵が死んだのだろう……誰かが殺したか？　いや、今はそんなことはどうでもいい）

　ゲッフェルトの声も自然と荒くなる。

「それで、鉱山の稼働は？」

『「竜」が居座っており、中に入れません……。それが本物の「竜」なのかは確認中ですが、発掘中の冒険者たちとも連絡が取れなくなっております……』

「冒険者などどうでもいい！　領兵でなんとかならんのか!?」

『は、はい。現在、すべての兵力を差し向けて鉱山奪還に向けた活動をしております』

　そこだけは及第点だ、とゲッフェルトは思う。

「『竜』じゃと……？　あんな天災級のバケモノが鉱山にいた……？　おい。至急、過去に似たようなことがなかったかを調べよ。最優先じゃ」

「はっ」

　侍従のひとりがそれを聞いて小部屋を飛び出していった。

「『竜』とやらがどんな見た目なのか、大きさはいかほどか、情報をすべて寄越すのだ」

『も、もちろんでございます』

「ふむ……新公爵。最新式の魔導飛行船でヴァルハラ屈指の冒険者を送り込む。発着場はいつでも使えるように開けておけ」

『かしこまりました！　し、しかしその……冒険者、ですか？』

「ヤツらは危険と名声を天てん秤びんに掛けたときに名声を取る。余の虎の子である騎士団は遠征に出ておりすぐには動けぬ。一月後にもまだ解決していなかったら騎士団を派遣する」

『は、はいっ』

　ゲッフェルトは立ち上がった。

「マズい、マズいぞ……六天鉱山以外に天賦珠玉を採れるのは、我が直轄領たる『三天森林サードフォレスト』しかない……。あそこはハイエルフが天賦珠玉を出すのを渋るからな……」

　するとハッとしてゲッフェルトは残っている侍従のほうを向いた。

「『紅ぐ蓮れんの竜殺し』と呼ばれる冒険者がこのヴァルハラにいるのではなかったか？」

「はっ。天銀級ミスリルランク冒険者であるハーフエルフのクリスタ゠ラ゠クリスタは、現在首都ギルドに滞在しているという情報があります。現在はギルドとヴァルハラ市長からの要請で『闇あん牙が傭よう兵へい団』の掃討作戦に参加していると聞いております」

「竜殺しだな？」

「はい。過去に竜の討伐経験がございます」

「ならばそやつをアッヘンバッハ公爵領へと送れ！　傭兵団など後回しだ！」

「かしこまりました」

「急げ！　六天鉱山のことが知れたら、連邦各国がやいのやいのと言い出すぞ。できる限り情報を伏せよ！」

　そしてまた侍従が小部屋を飛び出していった。

　鉱山で起きた暴動は、すでにキースグラン連邦全体の問題になりつつあった。











第３章　飛躍する天賦スキル









　冒険者ギルドの建物は石畳で整備された大通りに面しており、３階建ての大きな建物だ。両開きの鉄てっ扉ぴは全開で、がやがやとした声は外まで丸聞こえだ。

　──鉱山で暴動があったそうだ。奴隷が周りの街を襲ってるんだと。

　──皆殺しになってる場所もあるってんだから、怖いねえ。

　──そりゃ領兵が動員されるわな。奴隷狩りか。

　奴隷、という言葉を聞くたびに僕は心に冷や水を浴びせられたような気持ちになる。

　そのとき僕の手が、温かい手につかまれた。

「レイジくん、大丈夫だべな。君は『銀の天てん秤びん』のメンバーだから」

「ミミノさん……」

　先頭をダンテスさんが、続いてライキラさんが入っていくとギルド内は、しん、と静まり返った。

　僕も後に続いて入る。１階は広々としていた。床は大通りと同じく石畳になっていて、木製のテーブルとイスが散らばっている。入口正面には長いカウンターがあって、同じ制服を着たギルド職員らしき人たちがこちらをちらりと見た。

　冒険者たちがぶしつけにじろじろと見てきた。性別や年齢はそれこそ様々で、10歳以上であれば誰でも登録ができ、定年はない。その日その日をなんとかしのいで生きているような底辺冒険者から、貴族と見まがうようなきらびやかな鎧よろいを纏まとった冒険者までいる。

　冒険者ギルドは、社会の縮図でもあるのだ。

　最後にノンさんが入ってくると、ヒュ〜ィと口笛が聞こえた。

「冒険者ギルドになにかご用ですかな」

「素材の売却と、この子のギルド登録をお願いしたい」

　ダンテスさんが冒険者ギルド証を見せながら、その手を僕の頭にのせ──え、僕？

　応対しているのは白髪まじりの男性で、右目に片眼鏡モノクルを掛けている。

「……すみませんが、規約上、ギルドへの登録は10歳からとなっております」

「この子はもう10歳だ」

「失礼ながら市民登録証などで確認させてください……お持ちでない？　でしたら登録はできませんな……ちょっとお待ちを。あなたはもしや石化の呪いに？」

「ああ、そうだ」

　ダンテスさんは首まで覆っているインナーをめくって、石化している肌を見せた。ギルド内がざわっとした。

「──げっ、石化じゃねえか。ヤバいぞ、あれ、伝染するんだろ？」

「──しねえよ……だけど近づかんどこ」

　テーブルでだらだらしていた冒険者たちはそそくさとギルドを出て行った。

「はあ……困りますなぁ、ダンテス様。これでは営業妨害のようなものです。こちらはただでさえ忙しく、ギルドマスターも公爵閣下に呼ばれててんてこまいなのですよ」

　ギルド職員はダンテスさんの差し出したギルド証を確認しながら言う。

「メデューサの呪いは伝染しない。当然知っているだろう？」

「私は知っておりますが、知らない者もおります」

「それはギルドが教育すべきことだ」

「ともかく、困ると言っているのです。石化を嫌う信仰を持つ者もおりますからな。素材は購入いたしますが、用事が済みましたらすぐ領都から出て行くことをお勧めします」

　ギルド職員はちらりと、ライキラさんとミミノさんを見つつ、付け加えた──なにせ今、領都は混乱しておりますからな、と。




「チッ、なんなんだよあの男はよぉ」

　ギルドの建物の裏にやってきた。ここには倉庫があり、素材の計量や査定を行うようだ。チャコールウルフの毛皮や、僕やミミノさんが採取した薬草の類を卸すのだ。

「へっ、サブマスに当たっちまったのかい、獣人の兄さん。そりゃあ不運だったな」

　毛皮を受け取ったのは左腕をなくした若い男だった。

「あれがここのサブマスターか？　感じが悪いったらねぇよ」

「サブマスはヒト種族以外が大嫌いだからねえ……ほお、こりゃきれいに取れてら」

　若い男はチャコールウルフの毛皮を見ながら感心している。

「そりゃな。俺様がキッチリ仕留めてダンテスのおっさんがキレイに下処理したからな」

「ふーむ。納品される素材が毎度こうだといいんだけどな。──１枚あたり銀貨５枚ってところだな。６枚あるから銀貨30枚か」

「おいおい！　こんだけちゃんとしてる毛皮で銀貨５枚はねぇだろぉ？」

「チャコールウルフは人気がないんだよ。なんたって森の嫌われ者だからなあ……これでも色つけてるんだぜ？　疑うなら市場にでも行って見てきな」

「うぐっ……」

「──その価格でいいさ。銀貨５枚で頼もう」

　横からダンテスさんがやってきて、価格は決まった。

　時間をかけて剝ぎ取って、毛皮の下処理、さらにここまで運搬までして銀貨５枚……５千円程度だったら確かに安いよなぁ。

「俺たちにとっては事のついでだ」

「だけどよぉ……」

「金になる獲物を狙えばいいだけだ。たとえばハマダラ鳥とかな」

「ちょっ!?」

　ハマダラ鳥か。ライキラさんが「獲とってくる」と言って森に消えて、結局なにも獲れなかったアレか。

「おお〜、ハマダラ鳥なら大銀貨はくだらねぇな！　獣人の兄ちゃん、今度はハマダラ鳥持ってきてくれよ」

「は!?　大銀貨!?」

「……ま、次がんばれ、ライキラ」

　ダンテスさんがぽんぽんとライキラさんの肩を叩たたく。大銀貨は１万円ほどの価値だ。

「お待たせしました。薬草はどちらに？」

　薬草を査定する人らしい、ちょびひげのオッサンがやってきた。

「いやはや、結構な量ですねえ。ふむふむ、傷薬に使う棘きょく緑りょく草そう……こちらは虫下しの三日月草ですな。どれもこれもすばらしい！」

　ほくほく顔でオッサンは査定をしてくれた──この薬草、僕も採取手伝ったんだよねえ。そう思うとこっちもうれしくなる。

　僕らが売却を済ませて倉庫を離れると、ちょうどノンさんもギルドの建物から出てきたところだった。

「毛皮はたいした金額がつかなかったが、薬草はいい金額で売れたぞ」

　とダンテスさんがノンさんに報告している。

　薬草はすべて買い取りが決まり、品質もよいことから小金貨４枚──20万円ほどで売れたのだ。薬草は少量でも多くの薬を作れること、採取に危険を伴うことから、高額で買い取られる。

「薬草類の栽培はできないからねぇ」

　ミミノさんが言う。薬草栽培の研究は当然行われていたが、よい結果は出ていないらしい。僕も【森羅万象ワールド・ルーラー】で確認してみたけれど、どうも空中と土中の魔力濃度が必要とか……？　魔力濃度ってなんだよって感じなんだけど、ミミノさんが魔法を使うときに身体からだから出てくる魔力と似ているのでなんか空気や土にも魔力はあるんだろう。うん。

「そっちはどうだった、ノン」

　ノンさんがひとり、ギルドに残っていたのには理由があった。このアッヘンバッハ公爵領は連邦の国境に位置しており、隣国である光こう天てん騎士王国へとつながっている。国境を越えるには冒険者ギルドの登録証だけでは不十分で、ギルドから推薦状を書いてもらう必要があり──ノンさんはその推薦状を出して見せた。

「よく書いてくれたな。あのサブマスターの男がこれを？」

「うふふふ。おとなしく書いたほうがお得ですよということを丁寧にお伝えしましたところ、快く書いてくださいましたわ」

　ノンさんは笑っているけど目は笑ってない。「丁寧にお伝え」のルビで「きょうはく」とつけたくなるけど、僕は余計なことを言わないでおこう。口にチャック。見た目はいちばん優しそうだし修道女なんだけど、いちばん怖いのがノンさんなんだよなぁ……。

「俺とノンは買い出しに行ってくるかな。ミミノはレイジと市場に行くんだろう？」

　おお、薬屋にない素材は市場にあるのね。

「──レイジちょっと」

　ダンテスさんに呼ばれて、僕は肩を組まれ小さな革袋を押しつけられる。

「小遣いだ、持ってけ。なにか欲しいものがあるんだろう？」

「あ……ありがとうございます！」

　昨晩の話を覚えておいてくれたんだ。

「よし、それじゃミミノはレイジから目を離すなよ」

「わかってるわかってる」

「ライキラはどうする？」

「…………」

「ライキラ？」

「……ん？　あ、ああ……俺は宿に戻って昼寝でもしてる」

「まだ朝だぞ」

「細かいことはいいんだよ。それじゃな」

　ひらひらと手を振ってライキラさんは戻ってしまった。……なんだか様子がおかしい？　ついさっきまではなにもなかったし、ノンさんと合流してからはこの大通りをずっと眺めていただけだったんだけど……。

「レイジくん、行くべな」

「あっ、はい！」

　僕はミミノさんに連れられて市場へと向かった。




　公設市場は商業ギルドにお金を払えば誰でも店を出せるようで、だだっ広い石畳の広場に多くの露店が出ていた。

　ハンドメイドのアクセサリを売っていたり、ドライフルーツを売っていたりと、日本のフリマにもありそうな屋台もあれば、鉄板でじゅうじゅうとソバ的ななにかを作って売っている屋台もある。

　どうやらある程度、場所によって売るものが異なっているらしい。

　まあそりゃそうだよね。ごった煮になってたら買うほうも買いづらいし。

「ダンテスもなぁ、あんなふうにお金あげなくとも、薬草売ったお金はレイジくんに分けようと思ってたのに」

「え!?」

　ダンテスさん、しっかりバレてます。

「まあ、ダンテスにはそのぶんのお金、あとで渡しておくべな」

「でも僕なんてミミノさんに言われた薬草を採っただけで……」

「それがまさに薬草採取の仕事でしょ？　気にしない気にしない。それにしても──」

　ミミノさんはふと周囲を見回した。

「……どこもかしこも鉱山の話題ばかりだべな」

　確かに、あちこちで話される声が聞こえてくる。

　──「六天鉱山シックスマイン」が止まってるって？

　──でなきゃ領兵があんなに出張らないだろう。

　──公爵様は責任を感じて城から出てこないそうだぞ。

　──あれ、公爵様って鉱山に行ってなかったか？

　──鉱山が止まったら領都も先細りだよな……。

　確かに、ちょっと耳を澄ませるだけで、お客と店主のやりとりが聞こえてくる。

　とにかく鉱山がヤバい、みたいな感じでみんな話していた。それほどまでにあの鉱山はアッヘンバッハ公爵領にとって重要なものだったってことか……。

「まったくねぇ、天賦珠玉スキルオーブに頼り切ってたからこの国は。鉱山がなくなったらどうなるか？　いい薬かもしれないべな」

　にこっ、とミミノさんは笑ったけれど僕には笑えなかった。

「……レイジくん？　どしたの？」

「あ、い、いいえ。大丈夫です」

「そう？」

　ミミノさんはさりげなく僕の手を握ってくれた。身長差はあるけれど、こうなると少年少女のお使いカップルみたいになってしまう……いやいやそんな、カップルって、そんな（その程度でテンパってしまう恋人履歴なしの僕）。

　そう言えばラルクとも手はつながなかったな。ヘッドロックされたりベッドに侵入されたりはあったけど。

「ここからが薬草を扱ってる露店みたいだね」

　ミミノさんの言葉で我に返る。地べたに布を広げて、そこに乾燥させた葉っぱを並べている露店がたくさん出ている。

「おおお」

　ふつうの薬草もあれば、香辛料を扱っている店も多かった。というよりほとんどが香辛料だ。乾燥させたタネをごろっと売っていて、後は自分で処理しろという感じだろうか。

　僕の探している「草」は、まったくなさそうだった。

「なにか欲しいのがあるべな？」

　僕はミミノさんに説明した。紅葉のように５つに分かれている葉っぱで、その先端がさらに５つになっている──僕が「ダブルモミジ」と勝手に名付けている葉だ。

「なんだべな、それ？」

　ミミノさんもわからないらしく、こてんと首をかしげた。なにそれカワイイ。これで20歳だっていうんだから反則だよ。

「──ハーフリングの薬くす師しも知らない葉だと？　俺にも教えてくれや」

　すると近場にいたひげもじゃのオッサンが立ち上がって出てくる。

「なにぃ、ハーフリングの薬師も知らない幻の葉だと？」

「おいおい、ハーフリングの里に伝わる秘伝の葉？」

「なんだって、ハーフリングの長老が栽培した伝説の葉？」

　どんどん伝でん播ぱして露店からオッサンたちが出てくるんですけど!?　しかも尾ヒレがついてるし！　「ハーフリング」と「葉」しか合ってないよもう！

　ぐるりとオッサンたちに囲まれたけれど、ミミノさんは冷静に、僕が言った葉っぱの特徴をオッサンたちに伝えている。

「──アレじゃねえのか、ほら、氷ひょう落らく樹じゅの葉」

「バカ。アレは三つ叉まただ」

「俺見たことあるぞ。あれは確かクルヴァーン聖王国の珊さん瑚ご礁しょうで……」

「海にあるわけないだろ」

　やいのやいのとあれこれ言っているけれどなかなか正解にはたどり着けそうもない。というか、それくらいレアな素材なのかな……。

　それなら「深みのある銀色の金属」と「うねうねしたミミズ」みたいな生き物について聞いてみようかな──と思っていたときだった。

「フォフォフォ。これはなんの騒ぎじゃ」

　ぴっかぴかの禿とく頭とうに長い眉毛が目までかぶさっている老人が、杖つえをつきながら現れた。

「長老」

「長老だ。これで判明するな」

「長老が来たぞ」

　露店の薬師たちがザッと横にどいて僕らのところまで一直線の道ができた。

「坊ぼう主ず。この御方は『歩く薬草辞典』と呼ばれる方だ」

「そ、そうなんですか？　お名前は……」

「名前は知らん」

　知らんのかい。

「フォフォフォ。なにやら面白そうな草について話しているようじゃな……ぬ!?　お前はハーフリング!?」

　柔和な雰囲気が一転していきなりつばを飛ばしてきた!?

「ハーフリングの薬師めぇええ……またも人間の縄張りを荒らしに来たかぁああ」

「ちょ、長老。この方は旅の薬師だ。露店荒らしじゃないさ」

「ワシは信じぬぞぉ！　ハーフリングのいる場ではなにも語らぬ！」

　語らぬ、とか言い出したけど特にまだなにも話はしてないんだけど……。

　チラッ、チラッ、と僕の様子をうかがってくるあたりがなんともめんどくさい。

「……えっと、じゃあミミノさん、行きましょうか？」

「いいのかのう!?　ワシは『歩く薬草辞典』じゃというのにのう！　他のどの薬師が知らずともワシが知っていることもあるでのう！」

　うわぁ、めんどくせえ……。

　これは無理です。相手にするだけで疲れることこの上なし。さっさと離れよう──と思っているのに、当のミミノさんがこんなことを言い出した。

「レイジくん、わたしは離れてるから、この方に話してみるべな」

「でも……」

「いいからいいから、なっ？　ダメで元々だ」

　そう言ってミミノさんは僕から離れていった。むう……僕としてはミミノさんを悪く言う人と話したくなんてないのに。

「で？　坊主、なんの葉っぱが欲しいんじゃ？　ん？　快楽に溺れるような葉っぱか？」

　この人、なんか麻薬でも扱ってるんですか……？




　結論から言うと、老人は「ダブルモミジ」を知っていた。

　どころか、持っていた。

　その葉は「生命樹の葉」と呼ばれる代物で、ハイエルフの管理する森でしか手に入らない貴重なものだという。

　だけれど僕は、ダンテスさんから預かった「お小遣い」程度のお金で売ってもらった──なぜかと言えば、「生命樹の葉」は貴重なのだけれどハイエルフ以外には調合できないのでただの趣味の一品になっているかららしい。

「フォフォフォ。こうして、先々代から引き継いだ『生命樹の葉』を誰かに託すことになるとはのう……」

「ありがとうございました。ではもう行きますね」

「そう。あれは先々代に弟子入りしたこのワシが……」

「その話長いですか？　もう行っていいですよね」

　最近の子どもは礼儀を知らんだとかなんだとかいろいろ言われたけれど、僕は解放された。そこは老人の露店で、老人は最後にそっと僕に言った。

「……ハーフリングはの、確かに薬師としては優れておる。じゃが、様々なものへの執着が強く、悪く言う者もあるのだ。坊主はそれを知っておきなさい」

「…………」

　ミミノさんを遠ざけたのは、老人なりの配慮だったんだろうか……。

　だとしてもミミノさんはミミノさん。十じっ把ぱ一ひと絡からげにまとめて欲しくはない。

　複雑な気持ちのまま、僕の手のひらよりもずっと大きな「生命樹の葉」を見つめる。採取されてから数十年経たっているらしいが、つい先ほどまで枝にくっついていたのではないかと思えるほどにみずみずしい。【森羅万象ワールド・ルーラー】を通して見ると、様々な可能性がこの葉っぱに眠っていることがわかる。

「──おっ、レイジくん、お目当てのものは手に入ったようだね？」

　にっこりして近づいてきたミミノさんに、僕は頭を下げた。

「ごめんなさい。僕のワガママでミミノさんにイヤな思いさせて……」

「え!?　そ、そんなこと気にしないでいいよ〜。ハーフリングは確かに、あの老人が言ったみたいに市場を荒らしたりすることもあるんだ。だから嫌う人も多い」

「それでも、ミミノさんは関係ないじゃないですか」

「レイジくんがそれをわかっててくれるならそれでいいべな。だって、関係ない人のことまで気にしてられんもんね？」

「でも……」

　ミミノさんはそっと僕の頭をなでてくれた。

「……その葉っぱ、あとでわたしにも見せてな？」

「はい、もちろんです！」

　ふたりして笑い合った。





★　　アッヘンバッハ公爵邸　　★






　貧乏揺すりが止まらない。公爵の長男であるダニエル゠アッヘンバッハは室内にいる、きらびやかな鎧よろいを纏まとった騎士と、執事へと視線を投げる。

「『六天鉱山』からまだ連絡はないの!?」

「はい。先遣隊はすでに到着していてもおかしくない時間ではありますが、魔導通信機の設置に時間が掛かっているのかもしれません。裏を返すと鉱山にある通信機が使えない状況だと思われます」

「そんなことはわかっているんだよ！　問題は竜と、星６つの天賦珠玉スキルオーブのこと！」

　年齢は40を超えているというのに甘ったれた口調で言うと、ダニエルはハンカチで額を拭いた。

「坊ちゃま。鉱山兵の報告ではすでに星６つの天賦珠玉は少女奴隷に使われ、その者は逃走しているということでした。であればどこかの街に寄らねば餓死するでしょう。そこは気を長く待つしか……」

「そんなことはわかっているんだってば！　鉱山の子どもなんてたいして多くないだろ!?　どうして見つからないの！」

「全公爵領に通達が終わったのが昨日です。そう、すぐには……いえ、少々お待ちを。確かに子どもは少ないですね……」

　執事はぺらぺらと手元の記録をまくっている。

「──おっしゃるとおり、鉱山奴隷で働いていた子どもはふたりしかいません」

「うんうん、それで？」

「子ども同士は仲が良くなるものではありませんか？」

「そりゃ、そうだろうけど……それが？」

「もうひとりの子どもは、名前がついておりません。が、黒髪黒目という特徴があります。子どもはひとりでは行動せず、このもうひとりの子どもと行動しているのではありませんか？　ラルクという逃亡奴隷は平均的な見た目ですが、黒髪黒目は探しやすいです」

「！　なるほど！　──っていうか、黒髪黒目ってほんとうか？」

「……はい、事実でございます」

　ダンッ、とダニエルは拳をテーブルに叩たたきつけた。

「『災厄の子』じゃないか……！　言い伝えはほんとうだったんだな！　黒髪黒目も探せ！　見つけたら星６つの在あり処かを吐かせて、なるべく早く殺すんだ！」

「殺す……？　いいのですか？」

「いいに決まってる！　これは公爵命令だぞ！　行け！」

「……了解しました」

　明らかに気が乗らないふうではあったが、騎士は出て行った。

「くそっ。星６つを失ったことがゲッフェルト陛下に知れたら大変なことになるぞ」

　騎士の元へ、「黒髪黒目の奴隷が領都にいる」という情報が衛兵から上がってくるにはそれからあと半日ほどが必要だった。

　一方の執事は魔導飛行船の発着場を整える業務に走り回った。この日の夕方、天銀級ミスリルランク冒険者を乗せた飛行船が到着予定だからだ。





★






　ダンテスさんとノンさんと合流してから、僕らは昼食を食べに出かけた。ライキラさんは「昼寝」をしているはずだったのだけれど、宿にはいなかったらしい。

　ダンテスさんには「欲しいものが買えた」という報告をして、「お小遣い」の残りを返そうとしたけれど、受け取ってくれなかった。「残りはお菓子でも買いなさい」と頭をなでてくれた。

　僕はそのとき、今までほとんど思い出さなかった日本の父を思い出した。ダンテスさんよりも10歳以上年上で、だというのに頼りなくて、休日にごろごろしていると母から「掃除の邪魔」と言われていた典型的なダメ親父おやじ。

　……そんな父が、今は、たまらなく懐なつかしかった。

　お昼は麵だった。魚の干物で出汁だしを取った──と言ってもかなりざっくりした出汁なので、魚臭くしょっぱいスープに、不ふ揃ぞろいな麵が漂っているだけのものだ。

　だけどそんなものでもとても美味おいしくて、僕は夢中で食べた。食べ終わると、ミミノさんと、ダンテスさんと、ノンさんが微笑ほほえましそうな顔をしていた……恥ずかしい。

　お腹なかがふくれた僕らが街を歩いていくと、ちょうど冒険者ギルドまで戻ってきていた。ギルドは街の中心部にあるので通りかかりやすいみたいだ。

　そのとき、僕は喚声を聞いた。裏手の倉庫の横に同じような形の建物があって、そこから聞こえてくるらしい。

「あそこはなんですか？」

「あれは訓練場だ。冒険者たちがトレーニングしているんだよ……行ってみるか？」

「行きたいです！」

「やっぱりレイジは男の子だな、そういうものが見たいなんて」

　ダンテスさんは完全にパパの顔でそんなことを言ったのだけれど、実は目的は違う。

　冒険者たちの戦いを見て、【森羅万象】で僕自身の力に変えようと思ったのだ。

　訓練場は倉庫と同じ、だだっ広く、足元は土が剝むき出しだった。ところどころ陥没していたりして激しい使われ方をしているのがわかる。

　手前はカカシに似た打ち込み用の人形が立っていて、奥は自由に戦えるスペースだ。

「連携が甘すぎるぞ！　天賦スキルに振り回されとる！」

　筋肉ムキムキのスキンヘッドさんが４人を相手に立ち回っている。レザー製の簡素なプロテクターをつけて、木剣による訓練だ。

　攻撃側の４人は若く、10代の半ばだろうと思われる。

　壁かべ際ぎわには同じように少年少女がいて、スキンヘッドさんの木剣でひとりが叩かれて「うげっ」と声を上げるたびに青い顔をして震えていた。

「あれ、ライキラさん」

　僕はそのトレーニングを見守っている背の高い獣人に気がついた。フードを目ま深ぶかにかぶって、パッと見は獣人には見えない。

　ミミノさんとノンさんはふたりで買い物に出かけ──女性特有の買い物があるらしい、もちろん深くは聞かない──僕はダンテスさんに連れられてこの訓練場に来ていた。

「ん。……なんだ、オッサンとレイジじゃねーか」

「寝ていたのかと思っていました」

「……ああ、まあ、なんだ。ちょっとこのギルドのレベルが気になってな。今は新人どものトレーニングらしいが、次にベテランが訓練するらしい」

　やっぱりなんか、ライキラさんの様子が変だな……元気がない？

　まあ、いいか。僕が聞いても教えてくれそうにないし。

　僕はライキラさんとダンテスさんに並んで訓練を見学する。

（【腕力強化】【脚力強化】【剣術】【槍そう術じゅつ】……それにあれは【補助魔法】？）

　バックアップらしい少年が、前衛の少女に魔法を掛けている。

「いいぞいいぞ！　どんどん魔法を使え！　そうして実戦に慣れるんだ！　ただし八道魔法は禁止だぞ！　倉庫を壊したらタダじゃおかねえからな！」

　スキンヘッドさんが声を上げると、攻撃魔法を使おうとしていたらしい少年はビクッとして集中を止めた。

「八道魔法はどのタイミングで力を込めて、魔法を放つかを考えろ！　敵と自分をつなぐ直線に仲間がいたら使えねぇからな！　いちばん立ち回りが難しいと思え！」

　なるほど。ゲームと違って攻撃魔法は仲間にも当たっちゃうもんな……。

（あの人は【聴覚強化】かな？　……む、ものすごく聞こえるようになってきた）

　僕は次々と入れ替わる少年少女の戦いを見つつ、天賦を少しずつ取り込んでいく。

　あ〜〜戦ってみたい。【剣術】とかどのくらいなのか試してみたいなぁ。

「くっくっ。やけに真剣に見てると思ったら、コイツ、手が動いてやがる」

「ハッ」

　ライキラさんに笑われて僕は身体からだが熱くなるのを感じた。恥ずかしい。部屋の電球にぶら下がっているヒモを相手にシャドウボクシングしているのを見られた気分だよ！

「……あの教官、もしや純金級ゴールドランクの冒険者では？　一度会ったことが……」

　ダンテスさんがそんなことを言った。

「純金級……ってなんですか？」

「ああ、まだレイジには話してなかったか」

　ダンテスさんは冒険者のランクについて教えてくれる。

　なりたては「青銅級ブロンズランク」、次に「赤銅級カッパーランク」、次に「黒鉄級アイアンランク」、次に「灰銀級シルバーランク」、次に「純金級」とランクが上がっていく。

　純金級までいくと、各ギルド支部においてトップランカーとなるらしい。これは冒険者に限らず他の薬くす師しギルドや商人ギルドも同じランキングを採用している。

　ミミノさん、ダンテスさんは「灰銀級」なので高ランクと言える。ノンさんとライキラさんは「銀の天秤」に入ってからギルドに加入したので「青銅級」のままだった。

「純金級」の中でも名うての冒険者は「白金級プラチナランク」となり、最高が「天銀級」となる。

　天銀ミスリルの単語を聞いて、ライキラさんはピクリと反応したけれどなにも言わなかった。

「お？　そこにいるのは『硬銀の大盾』ダンテスではないか？」

「……やはりあなたは『消えぬ光剣』ヨーゼフか」

「久しいな！　ゴブリンの大群とやり合って以来か」

「あのときはあなたが討伐数トップだった」

「いやはや、後衛をしっかり守ってくれる『大盾』がいてくれたからよ」

　ダンテスさんは呼ばれてそちらに歩いていくが、それを見ていたライキラさんが口元を手で押さえて肩を震わせていた。

「……ライキラさん？」

「ぶほっ、き、消えぬ光……って、ツルツルの頭のことじゃねーの……？　くくっ」

　この人そんなこと考えて笑ってる！

「どうだ、『大盾』。新人の教育に付き合ってくれないか」

「いや。見ての通り俺は半分石化が進んでいてな」

「そのくらいハンデがあってちょうどいいだろう！　わっははははは」

　ツルツル……じゃなかった、ヨーゼフさん！　ああ、もう、ライキラさんのせいで変な言葉が出てきちゃうじゃないか！

　ヨーゼフさんは石化なんて気にせず、ダンテスさんとともに教育に当たった。

　ただ新人の中には明らかに「石化」と聞いてびびっているのもいて、そういう人にはヨーゼフさんが突っ込んでいって尻を蹴飛ばしていた。

（……ダンテスさん、すごい）

「大盾」なんて二つ名があるのに、ここでは盾を持たず、ふだん使っていない木剣で攻撃をしのいでいる。ダンテスさんは一歩も動いていない。攻撃側は石化している左側から迫っているというのにそれすらあっさりとダンテスさんはさばいている。

「ダンテスのオッサンはやっぱすげーな。二つ名付きだけはある」

「……やっぱり二つ名ってすごいんですね？」

「まあな。ランクは依頼をこなしゃ上がるが、二つ名は偉業を成し遂げねーとつかねえ。自分で勝手に名乗るヤツも多いが、ああやってよその街まで来て知られてるってのはとんでもねーことだよ」

　ライキラさんはさっきまでの暗い空気はもうなくなっていて、口が軽くなったのかいろいろと話し出した。

「攻撃してるあの青髪の男いるだろ？　アレはたぶん【疾走術】を持ってる。だが使いこなせてねーな」

「【疾走術】？」

「体力を消費するが、一時的に素早くなったり、足音を殺して動ける」

　足音を殺せる？　それって……。

「俺も持ってるんだが──」

　やっぱり！　ライキラさんの動きは特殊なスキルだったんだ！

「──【スタミナ強化】とセットで組み込んでおかねーと、すぐにへばる。【スタミナ強化】は便利なんだ。長時間の移動でもへばらねーし。……って、おい、どうした？」

「……い、いいえ、なんでも……」

「いや、いきなり頭抱えてうずくまったらどうかしたって思うよな？」

　僕は気がついていた。ライキラさんはきっと【スタミナ強化】も持っている。

　そして、僕もまた気がつかぬうちにライキラさんの【スタミナ強化】を習得していた……つまり、森の中を動いてもへばらなくなっていたのは僕の身体が成長したから……ではなかったのである！

　ああ、もう！「僕も成長しているのです（ドヤ顔）」とかやっていた自分が恥ずかしい！　そりゃそうだよね!?　数日歩いただけで体力つくわけないよね!?

「おい、おい、ガキ」

「あ、はい」

「呼ばれてんぞ」

　見るとダンテスさんが来い来いと手招きし、ヨーゼフさんが横で腕組みしながらじーっと僕を見つめている。

「……すごくイヤな予感がします」

「さっさと行け」

　尻をバシンと叩たたかれて僕は前のめりに出て行った。ちくしょー、覚えてろよ細マッチョツンデレ獣人め……。

「ほう、君が『大盾』のパーティーメンバーか」

　ヨーゼフさんが言うと、泥だらけ、汗だくの少年少女たちがざわついた。

　──あの「硬銀の大盾」のパーティーメンバー!?　あんな子が!?

　──ああ見えて剣の達人とかなんじゃないか？

「いや、そのぉ……ついていってるだけと言いますか」

「面白い」

「面白くはないと思います」

「剣の腕を見てやろう。打ち込んでくるがいい」

　はい。人の話を聞かないタイプのスキンヘッドさんでした。

　僕はダンテスさんに救いを求めたけれど、「せっかくだから胸を借りたらどうだ。いい経験になるぞ」とにこにこしながらうなずくだけだった。

「わ、わかりました……言っときますけど、僕は素人しろうとですからね……」

　木剣を借りると、僕の身体にはなかなかに重たい代物だった。だけれど学習していた【腕力強化】のおかげで両手なら持つことができる。ここにさらに【補助魔法】で身体の動きを強化する。少しだけね。やり過ぎると僕は魔力切れ起こしますからねえ……。

　距離を置いてヨーゼフさんに相対する。

　体育の授業でやった剣道を思い出す……。

「ほう。なかなか様になっている」

　両手で中段の構えをした。

　で、ここからすりあしのように近づいていって……僕は木剣を振り上げた。

（──えっ？）

　振り上げた瞬間、身体が勝手に動くように感じられる。これが【剣術】の影響？

「せえええええいっ！」

　真まっ直すぐに振り下ろした木剣の一撃は、僕が16歳だったころにも放てなかったほどに鋭い一撃だ。腕力、脚力、背筋力、腹筋力、そのすべてがあわさってすさまじい勢いでヨーゼフさんの顔面に向かっていく──僕の身長だと頭には届かないからだ。

　だけれどその一撃は、ヨーゼフさんには届かなかった。

「ぬうん！」

　まるで岩にでも木剣を叩きつけたかのような感触だった。ヨーゼフさんが無造作に振り払った木剣は、僕の木剣を弾はじき飛ばした。回転しながら木剣が天井に当たってぱらぱらと砂すな埃ぼこりとともに落ちてくる。コォンとマヌケな音を立てて固い地面に当たって跳ねた。

「いってぇ……てててててて」

　手がビリビリする。無理やり吹っ飛ばされたから手のひらと手首とが痛い。

「よい一撃だな！　だが剣筋が真っ直ぐに過ぎるし、天賦スキルに振り回されておる！」

　僕が神妙な顔でこっそりと回復魔法を使い、手首の傷を治していると、

「天賦……」

　ダンテスさんはぽかんとしていた。僕はなんの天賦も持っていないと思っていただろうしね……あとで言い訳しなきゃなぁ。

「もっとしごいてやりたいところだが」

　ひっ。

「残念ながら時間がきたようだ。ベテラン勢の訓練時間だ」

　ほっ……。

「はい。ありがとうございました」

　ふー、助かった。僕は手首をこきこき回しながらライキラさんのところへと逃げていく。回復魔法で痛みはもう取れたけれど、10代の少年少女たちの視線が痛い。
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　──なんだよあの剣。子どもがやれるような剣か？

　──訓練官も言ってたけどスキルなんじゃ？

　──レアスキル持ちかよ。いいなぁ〜。

　レアスキル持ちというところは当たってるけど、たぶん想像してるのとは違う。

　その間に、明らかに年齢が上がり、20代から30代という冒険者たちがぞろぞろと訓練場にやってきた。護衛や、採取の依頼を受けている冒険者たちで、しばらく領都で骨休めをしていたようだ。勘を取り戻すために訓練場で身体からだを動かすのだろう。

「お前やるじゃん」

　ライキラさんはにやりと笑っただけだった。

　同じく戻ってきたダンテスさんは、

「──まだ見ていくのか？」

　とだけ聞いてくる。

「えっと、はい。……ダメ、ですかね？」

「いや、構わないぞ。見て学べることは多い。……俺とライキラは出ているがいいか？　あとで迎えに来る。ギルド内だから問題は起きないだろうし」

「ありがとうございます」

「よし。ライキラ行くぞ。ノンたちの買い込んだ荷物を運ばなきゃな」

「へーい」

　ふたりは出て行った──ダンテスさんはなにも聞かないでいてくれた。きっと、僕が心を開くのを待ってくれているのだろう……いい人過ぎてつらい。

　僕はひとりで訓練場に残ったけれど、もはや心細さは感じない。

　それよりも高ランクの冒険者たちがどんな戦い方をして、どんな天賦を持っているかが気になって仕方なかった。

【森羅万象ワールド・ルーラー】で学習していくことに、他人の努力を盗むような気がしてまだどこかに罪悪感はあった。だけれど、それでも僕が生きていく上では絶対になくてはならないものだったし──天賦は「使いこなしてナンボ」なので問題は手に入れてからなのだと知った。

　ヨーゼフさんが口を酸すっぱくして少年少女たちに伝えていたことだ。

　天賦を与えられればいきなり強くなれる。でも、だからといって、それに振り回されてはすぐに大ケガをする。

（今は学ぶときだ）

　僕はじっと目を凝らした。

　こんなチャンスは滅多にない。なるべく多くを学ばなければ──。

　で、最終的に今日学べたのはこの辺りだと思われる。




【脚力強化★】【聴覚強化★】【握力強化★】【柔軟性強化★】【瞬発力強化★】

【剣術★★】【槍そう術じゅつ★★】【斧ふ術★★】【弓術★★】【短剣術★★】【近接格闘術★★】【蹴術★★】【盾術★★】【疾走術★★】【硬化術★★】【補助魔法★★】

【曲射術★★★】【舞踏剣術★★★】




　ライキラさんの【疾走術】は星の数まで聞けてないんだよな。

　そして、すでに学んだものがこれらの天賦だ。




【視覚強化★】【腕力強化★】【背筋力強化★】【腹筋力強化★】【手先が器用★】

【魔力操作★】【魔力強化★】【魔法適性強化★】【スタミナ強化★】【生活魔法コンビニエント★】

【祈き禱とう術★】【免疫強化★★】【大剣術★★】【火魔法★★】【花魔法★★】

【土魔法★★】【回復魔法★★】




　……これって結構、すごいのでは？　ああ、誰かの意見を聞いてみたい！





★






　身体がびっくりしていた。

　肉体はぴくぴくしているし、頭は変に冴さえ冴ざえしつつも熱っぽさを感じる。一気に天賦を習得しすぎたせいであることはほぼ間違いない。

　僕は訓練場で見た戦闘を思い返す。

　……うん、なんていうか記憶がまったく色あせない。いや、よくよく思い返してみると木の上で夜を過ごしたときのこともくっきりはっきり思い出せるんですけど？　もしやこれは「完全記憶能力」ですか……？

　どう考えたって【森羅万象】の能力だよね。

　改めて星10天賦珠玉スキルオーブのぶっ壊れっぷりに僕はおののいていた。

　そんなわけで「大丈夫だべな？」「風邪か？」とか心配されながらも夕食を食べ（なにを食べたかあまり覚えていないのに記憶はしているという気持ち悪さにまたしてもおののきつつ）早めにベッドに入った。

「俺はヨーゼフに呼ばれているから、一杯やってくる」

「……ヨーゼフさんと？」

「ああ。ヨーゼフは今は冒険者を引退して、ギルドに雇われているんだそうだ。ただやはり寂しさもあるようでな。安定した生活というのもままならんものだ」

　じゃ、と言ってヨーゼフさんは出て行った。その足取りはウッキウキだ。お酒好きなんだなあ。

「……さっさと寝な、レイジ。お前明らかに疲れてんぞ」

「はい、そうします……」

　とまで言ったところで僕の意識はぷつんと途切れた。身体は休息を求めていた──。




　ギィ……。

　目が覚めたときには、部屋は真っ暗だった。そして扉が閉まるところだった。

　……あ、そうか、僕寝てたのか。

　横のベッドからはダンテスさんのいびきが聞こえてくる。うっ、お酒のニオイすごいな。なにが「一杯やってくる」だよ、まったくもう。

　……ということは今出て行ったのはライキラさんか？

　僕は周囲をうかがうけれど、ライキラさんのベッドは無人のようだ。建て付けの悪い窓の隙間からうっすら入ってきている月光は、いまだに夜だということを示している。

（……こんな夜中に出て行く？　トイレ？）

　しかし待てど暮らせどライキラさんは戻ってこない。

（そう言えば、お昼の様子はちょっとおかしかった……）

　ライキラさんがとっつきにくいのはいつものことだけれど、心ここにあらずというような感じがあった。部屋で寝てるって言ってたのに訓練場にいたりとか……。

　胸騒ぎがして、僕も部屋を出た。【疾走術】の訓練のつもりで足音をなるべく立てないように──おおっ、なんとかかんとかできる！　【疾走術】は体力消費はすごいけど、足音を消したり一時的にダッシュ力を高めたりできるみたいなんだよな。便利。

　廊下には誰もいない。食堂にもいない。

　表通りへと出るドアが細く開いている……外に行ったのか？

　僕がそのドアへと手を掛けたところで、声が聞こえてきた。

「……これで足りるか？」

「……へっへっ、若旦那。ありがてぇことで、またお願いしやす」

「……ったく、いい加減にしろよ」

「……そう言わずに。お互い助け合いじゃないっすか」

　外の様子をうかがうと、ライキラさんが黒フードの誰かと話しているところだった。その誰かに革袋を──チャリ、と硬質な音が聞こえたので（【聴覚強化】はすごい）お金なのは間違いない。

（だ、誰？　ライキラさんが、なにか脅されてるとか……？）

　黒フードが去り際、こちらを向いたときに僕の【視覚強化】は彼の顔が毛むくじゃらだということを捉えた。獣人だ……。

（あ！　ライキラさんがこっちに来る！）

　僕は【疾走術】を駆使して音を立てずに移動し、カウンター脇の小テーブルに隠れた。

　ギィ、と扉を開いたライキラさんが入ってくる──そして、ため息。

「……レイジ、出てこい」

　バレてるぅぅぅうううう!?

「わぁってんだよ、俺には【嗅覚強化】があるからな」

「……あ、ライキラさん？　どうしたんですかこんな夜よ更ふけに。いやー、僕はおしっこがしたくなっちゃって、イヤですねえ、年を取るとトイレが近くなって……」

「待てや」

　ひょこっと顔を出してさっさと離脱しようとした僕は首根っこをつかまれた。

「なにが年を取るとだ、10歳が」

「いやーははは……」

「……見てたのか？」

「…………」

　僕が答えずにいると、チッ、と舌打ちしてライキラさんは僕をつかむ手を離した。

「……ちょっと付き合え」

　そうして夜の街へと連れ出されたのだ。




　街は静まり返っていた──ということもなくて、僕らの宿泊している宿はいわゆる宿が密集しているホテル街みたいなところにあるので、朝までやっている居酒屋や、お姉さんたちとキャッキャウフフできるようなお店や、あるいは僕が行ったら大人の階段を【疾走術】で駆け上がれるようなお店がちらほらとある。

　光が漏れているお店からは喧けん噪そうが表通りに流れ出ていて、そこは居酒屋のようだ。

　ピンク色のランプを灯ともしているところは、きわどい服を着たお姉さんが立っており、通りかかる通行人（男限定）を誘惑している。

「あそこに立ってる女、いるだろ。アレはヒト種族と獣人のハーフだ」

「え……そうなんですか？」

「見りゃわかるだろ」

「いいえ？」

「頭髪が多めで、服で隠してるが体毛も多い」

「全然わからないですけど」

　見えないなあ。ふつうのお姉さんにしか見えない。あ、お姉さんがこっちに気がついて手を振ってきた。えへへへ。

「なに喜んでんだガキ」

「い、いいじゃないですか……」

「ったく、お前はミミノみたいなつんつるてんが好きなのかと思ったら、獣人のハーフでもいけるのか？　節操ねーな」

「え!?　なんでそうなるんですか！」

「あ、違うのかよ？　じゃあどんな女が好きなんだ？」

「それは」

　──なあ、弟くんよ。……アンタの黒髪と黒目、あたしは好きだなぁ。

　い、いや、なんで!?　なんでここでラルクのことを思い出すかなぁ!?

「そそそんなことはいいんです！　むしろライキラさんがミミノさんを好きなのでは？」

「はあ？　なんでそうなるんだよ？」

　いや、だってさ？　ミミノさんに「拾われた」って言ってたし、なんかやけに突っかかるし……思春期の少年みたいだしね？　言ったら怒るよね？　だから言わないよ。

「ミミノはダメだ。ついでに言うとノンもダメだ。論外」

「はあ〜？　どんだけハードル高いんですか？」

　ミミノさんも背は低いけどメチャクチャ可か愛わいいし、ノンさんに至ってはカワイイ＋清せい楚そ＋ダイナマイトですよ？　ダイナマイトはニトログリセリン等を使った爆薬のことです。深い意味はないです。あとノンさんは怖い。

「俺はもっと毛深くなきゃ無理」

「ファ!?」

　なにその断言！

「あのつんつるてんは『他種族だな』くらいにしか思わん。知ってるか？　ミミノの腕はつるつるなんだぞ？」

　知ってます。お風ふ呂ろで見たからね……。

　あのときの光景をくっきりはっきり覚えているのは【森羅万象ワールド・ルーラー】のせいなんだ！　くっそー、【森羅万象】め！　これでは忘れることができないじゃないかー！（棒）

「……お前たまにひとりで悔しそうな顔しながら地面を踏んだりするよな。なにそれ。地面に恨みでもあんの？　そんな信仰を持ってんの？」

「お気遣いなく。──それで、毛深いってどれくらいがいいんですか？」

「そりゃぁな、おめー、背中を触るとふさふさで、滑らかで、するりと手が通るような……ってなに言わせんだ恥ずかしい！」

「お、おう……」

　好みは人それぞれなんだね。僕はまたひとつ賢くなったよ。

「……お前が俺に隠れて見た、アイツはな、この街だと金を稼ぐこともできねーんだ。だから俺が金を渡してやった」

　話が、元に戻ってきた。

「あの人……獣人、なんですよね？　ライキラさんと同じ」

「ああ。俺は『銀の天秤』というパーティーに拾われてるからな、まだいい。だけど獣人だけで生きていくには、この国はキツすぎる。見たろ？　客引きの女だって獣人のハーフにやらせているくらいだ。獣人の立場は低い。ハーフじゃない獣人が突っ立ってたらヒト種族の客は近寄らねーから、純粋な獣人にはあんな仕事もない」

「それは……」

「お前だって毛深い女は無理なんだろ？」

　うっ、た、確かに。

「それはしょうがねーし……この国が獣人にはキツいってのもまた事実ってだけだ」

「他の国に行けばいいってことですか」

「その道が閉ざされてんだよ。国境を越えるにはギルドの推薦状が必要で、それを持って役所に行って通行許可証をもらう必要がある。俺はダンテスのオッサンの治療に合わせて便乗させてもらうだけだ。そういう話になってる」

「えっ、光天騎士王国に行ったらライキラさんいなくなっちゃうの!?」

「まあ、そうなるだろうな。言っとくが、ミミノやオッサンは承知の上だぞ」

「え、えぇ……」

　数日だけど細マッチョツンデレ獣人さんとは少し仲良くなれた気がするのに……。

「ってことはライキラさん、他になにか目的があるんですか？」

「……ああ」

　ライキラさんは立ち止まり、夜空を見上げた。

　そこには満ちようとしているほぼ真円に近い月が昇っている──ああ、この世界にも月はあるのだ。ただその月の周囲に３つの衛星がさらにあるというだけで。

「殺したいヤツがいる」

　淡々と告げられた言葉は、あまりに現実感を伴っていなかった。僕は、「へ？」だなんていう間の抜けた声を上げてしまった。

「俺や、金をくれてやったアイツはもともと同じ傭よう兵へい団に所属していた。『闇牙傭兵団』っつってな、獣人だけの傭兵団なんだ。金で雇われて戦場やモンスターの狩場を転々とする……俺たちは依頼者に言われたとおりに動いていただけだったが、ミスを犯した」

　ライキラさんの鼻の頭にシワが寄った。

「デカい貴族の裏稼業シノギを荒らしちまったんだ」

「シノギ……？」

「麻薬だよ。このキースグラン連邦のリグラ王国……このアッヘンバッハの隣だな。そこは小さい国ではあるんだが麻薬を各国に流してボロ儲もうけしていた。俺らはその事実は知っていたが、まさか『リグラ王国内の山に棲すみ着いたモンスターを討伐してくれ』と言われて倒したモンスターが、麻薬の製造所を守っていたモンスターだとは思わないわな」

「な、なんですかそれ。モンスターが、守る？」

「【モンスター育成術】とかいうふざけたスキルがあるらしいぜ」

　マジかよ。なんて万能なんだスキル、さすが奥が深い……じゃなかった。

「それで……ライキラさんたちは？」

「モンスターを討伐したぞと報告した依頼主はな、大喜びで自爆の魔道具を持って製造所に突撃した。そして麻薬もろともドカーンよ」

「……は？」

「後で知ったが、依頼主には麻薬中毒になった一人娘がいて、死んだらしい。俺たちはその復ふく讐しゅうに付き合わされたってわけだ」

　僕は啞あ然ぜんとした。この世界にはやはり暴力が満ちている。そして、欲望もまた……。

「そいつは死んで終わりだ。だけど俺たちは生き残ってる。で、報酬もちゃんと支払われた──そこから足がついた」

　大金が動いたせいで「闇牙傭兵団」は麻薬製造所破壊に関係した一員だとリグラ王国ににらまれたのだ。

「リグラ王国は大金を積んで、連邦の首都であるヴァルハラのトップ、市長を動かした。そして市長を通じて冒険者ギルドを動かした。『闇牙傭兵団』は麻薬製造の元締めでありこれを駆逐すべし……とな」

「ええええ!?」

「声がでけーよ」

「いや、だって、え!?　そんなことって……!?」

「富豪の死、ってのは大事件でな、製造所は明るみに出ちまったわけだろ。じゃあこの麻薬は誰が造ってたんだってことになる……リグラ王国は巧みに罪をすり替えたんだ」

　そんなの──ライキラさんは、傭兵団は、ただの「被害者」じゃないか……!?

「で、俺らのもとに派遣されてきた冒険者は……天銀級ミスリルランクだった」

　天銀級──冒険者の中でも最上級。

「たったひとりのそいつを相手に、50人いた傭兵団は壊滅だよ。俺は命からがら逃げ出して、仲間はちりぢりになった……」

「仲間のひとりが、さっきの……？」

　ライキラさんは、うなずいた。

「……天銀級冒険者に俺たちはすべてを話した。ただハメられただけで被害者なんだってことをな。それをフンフンとうなずいて聞いた直後、あいつは大魔法をぶっ放した。仲間が燃えて、泣き叫んで、一瞬でそこは地獄と化した」

　僕はただ聞いていることしかできなかった。

　ライキラさんの中で燃え盛る炎は、ライキラさんが見た炎と同じように苛烈なものなのだろうか。

「笑いながら、仲間を殺していったよ……『だからなに？』と言ってな……！　情けねー……俺は怯おびえて逃げることしかできなかった。それで逃げて逃げて力尽きて、もう死ぬのかと思ったときに……ミミノに救われた」

「……生きるために死力を尽くすことは、情けないとは、僕は思いません」

　ライキラさんは僕を見て、小さく笑った。

　悲しい笑顔だと、思った。

「レイジよ……俺に、リグラ王国を滅ぼすことは無理だとしても、なにか一いっ矢し報いなきゃならねーんだ。だったら俺は……あの冷血野郎を許してはおけねえ」

　ぎりぎり、と音がした。

　ライキラさんの手が握りしめられ、そこから血が垂れてきた。

「ハーフエルフの天銀級冒険者、クリスタ゠ラ゠クリスタ。あいつだけは必ず俺が殺す」











第４章　危機、そして目覚め










★　　魔導飛行船「天てん姫きの居城」　　★






　ごうんごうんと鳴る音が止やむことはない。キースグラン連邦上空千メートルを魔導飛行船「天姫の居城」は飛んでいた。

　巨大な船、というより丸みを帯びたボートのような形状で、巨大なプロペラと小型のプロペラを何十とぶん回して空を飛んでいる。

　特殊な木材と鉄板を組み合わせたブラックボディは、夜にもかすかに青色の光を纏まとい、その存在を広く知らしめる。

　最大乗員は５００人まで可能という大きさの巨体は、ゆっくりと、しかし確実に、一直線に、アッヘンバッハ公爵領領都を目指して進んでいた。

「……乗り慣れるとつまらんな」

「はっ？」

「最初こそ魔導飛行船は目新しいと思ったが、何度も乗ると飽きる。船内に娯楽がないのがなんともつまらん」

「そ、それは……申し訳ございません」

「なにが『天姫』だ。一国の姫どころか冒険者の私ですら満足しないぞ」

「は、はあ……」

　大きな身体からだを縮こまらせているのは冒険者ギルドの幹部職員だった。

「天姫の居城」内にはラウンジがあり、食事や酒を楽しむことができる。

　職員の正面、沈み込むようなソファに身体を預け、この世界では滅多にお目にかかれない透明なグラスで葡ぶ萄どう酒しゅを飲んでいる──線の細い男。

　身長は高く、そのせいで逆に線の細さが際きわ立だっている。

　さらりとした金髪を肩の上で切りそろえており、その髪が耳を隠しているが人間よりもほんの少しとんがっている。

　赤の三白眼は職員には向けられておらず、ただグラスを見つめていた。

　葡萄酒の水面には天井──配管が剝むき出しになっている無骨な天井からぶら下がる魔導ランプが映っている。

　チッ、と男は舌打ちすると葡萄酒を飲み干した。この１杯で、庶民が１週間は暮らせるほどの価値があることを職員は知りつつ、お代わりをグラスに注ぐ。

　この男が依頼ひとつでこの葡萄酒を何十樽たると買えることもまた知っている。

「到着は何時だ」

「翌、早朝の予定でございます」

「鉱山に直接行くわけにはいかないのか？　領都から移動となると時間も掛かろう」

「新公爵閣下と挨拶をしていただかないことには……。魔導飛行船の離着陸は場所も決められておりますし、自由な飛行もできません」

「……ヒト種族は翼を手に入れたというのに、自ら翼を折るのか」

　うんざりするように男は言うと、葡萄酒には手をつけずグラスを置いて立ち上がる。

「魔物はつまらん。ただ怒るだけ。泣き叫びもしなければ命乞いもしないからな……その点、大量の獣人を殺したときはたまらなかったな」

　職員はすでに男から視線を逸そらしていた。舌なめずりする男の股間がふくらんでいる。

「寝る。着いたら起こせ」

「……承知しました」

　言うと、男はソファに掛けていた薄手のローブを手に取って、去っていった。

「……あんなのが天銀級冒険者だっていうのだから、世も末だ」

　職員は深々とため息を吐ついたが、彼が次に考えたのは飲みさしの葡萄酒をどうするかということだった。

「天姫の居城」は着実に、アッヘンバッハ公爵領を目指して飛んでいた。





★　　六天鉱山シックスマイン　　★






　鉱山にてアッヘンバッハ公爵が死亡し、鉱山奴隷が暴動を起こした──その報告を受け、状況把握のために先遣隊１００人が送り出された。

　たかだか調査のために１００人もの人数を投下しなければならないほど六天鉱山はアッヘンバッハ公爵領──ひいてはキースグラン連邦にとって重要なものであり、さらにはこの世界において不可欠なものだと考えられている。

　先遣隊の隊長は若くして抜ばっ擢てきされた女性だったが、それは彼女の持つ【指揮術★★★】という天賦スキルのおかげでもあった。この天賦があるおかげで彼女の指示は末端まで行き届き、部隊は規律を保つことができる。

　だが、そんな彼女をもってしても、「六天鉱山」に近づくにつれて部隊に広がっていった不穏な空気を拭い去ることができなかった。

　──あれは、バケモノだ……バケモノだ……。

　──「六天鉱山」に近づいちゃならねえ……。

「六天鉱山」から少し離れた街で、暴動のあった日に鉱山にいたという冒険者から得た情報は断片的だった。彼らは震えて、まともに話せなかったのだ。

　鉱山は冒険者にも開かれており、レアな天賦を発見すれば高く買い取ってもらえるために一いっ攫かく千せん金きんを狙った冒険者が出入りしていた。

「竜、だと言うの？」

「はっ。ほぼすべての冒険者がそのように言っております。夜間に出現したためにシルエットしか見ていないようですが……」

　情報収集に当たった部下の報告は、そのすべてが「竜」の存在を示していた。

「数年に１頭、討伐されるかどうかという竜がここに現れたのならば……大変なこと。鉱山兵の情報が得られないのが歯がゆい」

　鉱山兵は鉱山を守る兵であるために、鉱山から離れることができない。その上、魔導通信の機器が破壊されたせいか鉱山からの連絡は途絶え、逃げ延びた冒険者からしか情報を得ることができないのが現状だ。

　途中の街では確保された逃亡奴隷から話を聞いたが、奴隷はほとんどなにも見ていなかった。逃げるので精一杯だったということらしい。

「それにしても、初報以降、ひとりも連絡要員が来ないというのはおかしい」

　通信が途切れても馬がある、馬がなくとも足がある。

　だというのに鉱山兵とまったく出会わないのは奇妙なことだった。

「最悪の想像は……鉱山を守るためのギリギリの兵力しか残っていないということかしら。……いいえ、ここで私が弱気になってはダメね。鉱山の麓の街に期待しましょう」

　隊長はそこに期待を掛けていたが──その期待はすぐに裏切られることになる。

「──なっ、なによ、これは……」

　街があったとおぼしき場所は、灰かい燼じんに帰していた。

　家々の燃えた跡、いまだ立ち上る黒煙、崩れた防壁──それにあちこちに落ちていた人の残骸。

　部下が嘔おう吐としそうになり、隊長は、「全員、警戒せよ！」と命令を下すことで持ちこたえた。スキルによって力を与えられた隊員は街に散らばって生存者を探した。千人程度のこの街で、残っていたのは１００人程度だった──彼らはなんとか難を逃れた町長の屋や敷しきに避難していたのだ。

　──あれは竜だった。もうここから離れたい。でも母が脚にケガをして……。

　──光が降り注いだ……世界の終わりだと思った。

　──街が燃えた……なにもできなかった……。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの住民たちに話を聞いた。やはり竜が出た──空を飛べるような個体が。

　だがここにも鉱山兵はおらず、街の人たちも見ていないという。

「逃亡奴隷についての報告は？　特に星６つの天賦珠玉スキルオーブの行方を知りたい」

　鉱山の操業停止は間違いなく、さらには復旧にも時間は掛かることがほぼ確定だ。それは痛いが、星６つの天賦珠玉【影王魔剣術シャドウキング】さえ見つかれば面目を施すことができる。

　部下たちは全員、首を横に振った。情報はなかった。

「……結局のところ、鉱山に行くしかないということね」

　隊長は30人を連絡要員、治安維持要員として街に残し、自分を含め70人で鉱山へと向かうことを決めた。

　だが、この決定が「最悪」を導き出すとは、このときの誰にもわからないことだった。

　隊長たちは壊滅状態の街で野営をし、翌朝、鉱山に向けて進発する。

　大変な道のりだった。

　天賦珠玉を産出する六天鉱山と麓の街とは当然、路面は整備されていた。だというのにあちこちがえぐれ、木々は薙なぎ倒されて道に飛び出していた。

　焼け焦げ、もはや動かない鉱山兵も見つけた。その数が10を超えたところで隊長たちは遺体の搬送を断念した。今は鉱山の状況確認を先にすべきだという判断だ。

　深い森が切れ、鉱山の姿が見えてきたが──かつて隊長が一度だけ見た鉱山とは様相を変えていた。

「削れてる……？」

　山としてこんもりとしていた鉱山は、ちょうど包丁でも差し入れたように縦に分断されていた。地表のあちこちは超高熱にさらされたせいでガラス状に変質している。

　人の気配は、なかった。獣の気配すらも。

　隊長たちは最大限の警戒をしながら鉱山の入口に立った。そこからは大空洞内、壁面住居を含めて広がる建物群を見ることができる──はずだった。

　そのほぼすべてが崩壊し、がれきが押しつぶし、あるいは燃えた跡になっていた。鉱山兵や奴隷の死体があちこちに転がっており、腐敗の始まったニオイを放っていた。

　数人の隊員が嘔吐したが隊長は彼らを鼓舞する指示を出さなかった。

　出せなかった。

　大空洞──すでに天井の穴は大きく広がり、崩壊しているために空洞と呼べるのかはわからないが──このエリアの中心部に、巨大な、黄色い塊があったからだ。

　その体表には領兵が持つ盾よりも大きい鱗うろこがあり、ぬらりとした光沢と、表面を覆うゆらゆらした光──魔力が通っていた。

　身体はずんぐりむっくりしており、背中にはハリネズミのごとき針が何百何千と生えている。尻尾は身体をくるりと囲むように巻いていた。

　翼が畳まれている。広げればこの大空洞を優に超えるほどの巨大な翼だ。その翼が隠しているのが巨大な頭だった。

「────」

　誰しもが言葉を失っていた。

　それは、造形があまりにも整っており、ある種の完成された美しささえ感じさせた。

　だが隊員たちを襲っていた感情は──恐怖。

　太古の昔に人間が、動物として生きていたころに持っていた、圧倒的強者を前に動けなくなるという、恐怖だ。

　ぱちり。

　翼の向こうで目が開かれた。翼に隠れて見えないはずなのに、ここにいる誰しもが「目が開いた」と気がついたのは不思議なことだった。

　黄色の頭が持ち上げられ、部隊を睥へい睨げいする。

　丸い、金色の目は、それ自身が巨大な宝玉のようでもあった。

　口は左右にぱっくりと開かれ、並ぶ歯の一本一本は一抱えもあるほどに太い。

《──不愉快である──》

　声は発せられていない。もしも聞こえていたら音圧で吹き飛ばされていただろう。

　ただ、思念が、直接頭に響いてきた。

《──強欲なる人の子よ。我が住すみ処かをこれ以上荒らすというか──》

　隊長は、ハッとした。

「竜」は──これが正真正銘「竜」なのかは知らなかったが、これが「竜」でなければなにが「竜」なのかと思ってしまうほどにすんなりと「竜」だと認識した──知性を持ち、対話をしようとしている。

　そして竜は怒っている。理由は一切不明だが、原因は「鉱山採掘」であること、あるいは「隊長たちが押し寄せてきた」ことだ。

　怒りの代償が周囲に広がるこの有あり様さまだ。

（奮い立て、私!!）

　隊長は自分自身に【指揮術】を掛け、きっ、と竜を見据えた。

「違います！　我らは様子を確認に来ただけです！　もしも去れというのならばこのまま去りましょう！」

　その反論を聞いたのか聞かないのか、竜は頭をもたげ、上空を見やった。

　翼が、広げられる。

「わあああああ────」

　その１回の羽ばたきで隊長含め全員が吹き飛ばされ、転がった。

《──あれで懲りぬのならば、さらなる恐怖を見せねばならぬ──》

　起き上がった隊長は、すでに竜が空高くに上っているのを見た。そうして翼を震わせるとどこかへと飛んでいき、すぐに視界から消える。

　隊長は、自分が命拾いしたという幸運に心から感謝しながらも、次の瞬間には悪お寒かんに身体からだを震わせた。

「ま、マズい……マズいマズいマズい！」

「隊長、大丈夫ですか」

「あの竜はさらに攻撃を仕掛ける気よ！」

　自分たちがここに来たばかりに──。

「地図、地図を出して！」

「は、はい、こちらに」

「──なんてこと……!!」

　さらには竜の飛び去った方角を確認して隊長は愕がく然ぜんとする。

　それは、領都のある方角──近隣でもっとも人口の多い場所だった。

「全員、長距離通信の魔道具を探して！　負傷者の治療は後回し！　早く!!」

　その「指示」はもはや「指示」とは言えないほどに悲痛な叫びだった。

「そうしないと領都が滅ぶわ!!」

　隊員たちは大急ぎでがれきをかき分け、鉱山兵の駐屯地、冒険者ギルドの出張所を漁あさった。１時間後、長距離通信の魔道具は冒険者ギルドの出張所で無事に見つかった。鉱山兵のものは完全に破損しており動く様子がなかった。

　そしてその30分後、無事魔道具を起動し、領都冒険者ギルドに向けて通信を送った。

『「六天鉱山シックスマイン」より緊急通信。鉱山は壊滅。竜が領都を目指している。大至急、防衛準備を整えられたし』





★






　目が覚めたときには、頭がぼーっとしていた。原因ははっきりしている。昨晩聞いた、ライキラさんの話がショッキングだったからだ……。

「おっせーぞレイジ」

「あ、おはようございます……」

　下に行くとライキラさんはいつも通りで、僕はいちばん最後だったようだ。

「寝癖ついてるべな」

「あ、すみません……」

「どしたの？　ぽーっとして」

「あ、なんでもないです……」

　ミミノさんが小さな櫛くしで僕の髪をといてくれる。

　癒いやされるゥ〜……じゃなかった、僕は僕でちゃんとしなきゃなぁ……。

「いだっ!?」

　とか思ってたら目の前に星が飛んだ。頭にゲンコツを振り下ろされたのだ。

「しゃきっとしろやレイジ。今日はもうここを発たつんだぞ」

「あ、は、はいっ」

　ライキラさんを涙目で見る僕は、これがライキラさんからのメッセージなのだと気がついた。──いっちょまえに気にしてんじゃねーよ、っていう。でも叩たたくことはないよね？

「んだよ？　なんか文句あんのか」

「……いえ、別に」

「？　いつの間にレイジくんとライキラは仲良くなったんだ？」

　ミミノさんに聞かれ、

「仲良くなってねーよ！」

「仲がいいかと言われると……ちょっと」

「あ!?　んだテメー、俺を遠ざけようとしてんのか？」

「仲良くして欲しいんですか？」

「なわけねーだろ！　なに言ってんだテメー」

「めんどくさっ」

「んだと!?」

「あっはっはっは、仲良しだべな〜」

　僕らのやりとりを見ていたミミノさんが笑いだし、ノンさんは微笑ほほえましい顔で見守り、ダンテスさんは苦笑いしつつ、

「ほら、そうと決まればさっさと行動するぞ。俺とノンは役所に行って出国許可証をもらってくる。ミミノは──」

「調味料の補充だけさせてっ！」

「そうだったな。ライキラとレイジはどうする？」

「俺は別になんでもいいけどよ……」

「僕はまた冒険者ギルドに行っていいですか？」

「んだよ、また訓練場か？」

「はい！」

「もの好きだなぁ」

　呆あきれたように言いながらもライキラさんは僕についていくと言ってくれた。

　ダンテスさんたちと別れ、僕らは冒険者ギルドへと向かう。

　朝の領都はにぎやかだ。売り物なのか、荷車を運ぶ人、大きなカゴを抱えている人、いそいそと早足でどこかへ向かう人。

　たった１日で冒険者ギルドの場所を把握したのか、ライキラさんはすいすいと裏通りを選んでいく。すごいな。僕なら完全に道に迷ってる。「ひとりで行けます」とか言わないでほんとによかった。

「あ、子どもだ」

　裏通りで、大きな壺つぼに溜たまった、雨水らしいものをのぞき込んでいる子どもが３人ほどいるのを見かけた。

「はっ、テメーもガキだろーが」

「あ、そういうのいいんで」

「なんかやたら生意気になったな!?」

　ライキラさんが驚きょう愕がくしているのが面白い。僕らは子どもたちの横を通り抜ける──どこの世界でも小さい子たちは裏通りで遊んだりするもんなんだな、とか思って……。

　え。

　いや。

　え？

　ちょっと待って待って待って。

「待って君たちぃぃぃっぃいいいい!!」

「ひっ」

　僕が鬼の形相で駈かけ寄ったものだから子どもたちはびっくりして逃げ出していく。

「お、おい、レイジ！　なにやってんだよテメー！」

「あ、えっと、その」

「まずはちゃんと自己紹介して、それから『いっしょにあーそーぼー』だろ」

　そっちかよ。って違うよ、そこじゃないんだよ僕が気にしてるのは。

「これ……」

　僕は壺にちらりと見えていた、あるものが気になっていたのだ。

「……やっぱり」

　そこには、白くてうねうねしたミミズのようなもの……というかミミズの一種なんじゃないだろうか？　日本のドブにもいた、イトミミズみたいなヤツだ。あるいはゴカイと言ってもいい──それが、いた。こんなところにいた！

「あ？　んだよ……あのガキどもはこれを見てたのか」

「ライキラさん、これがなにか知ってますか？」

「さあな。気色悪い生き物の一種……ってなにやってんだよレイジ!?」

　僕は腕を突っ込んで、その白ミミズを取り出していた。

「こんなところで見つけられるなんて……」

　それは【森羅万象ワールド・ルーラー】が教えてくれた素材。

　ダンテスさんの石化を解くために必要な、３種類のうちの１つだ。

　ライキラさんは、僕が大事そうに白ミミズを革袋に移したのを見てぎょっとした顔をし、僕らの距離がほんの少し離れた（物理的にも心理的にも）。だけれどなにも聞いてこないのは、僕が僕なりになにか考えている……くらいは思ってくれているからかな？

　僕はウッキウキだった。これであと１種類、素材が手に入ればダンテスさんの石化を治せるのだ！　ちなみに白ミミズに「生命樹の葉」を食べさせる必要があるようで、革袋の中で今ごろ食べてくれているだろう。さっき入れたときにハムハムしていたので。

　その後は死んでても大丈夫っぽいので袋の中で放置しておくことにする……うん、僕もちょっと気持ち悪いなって思ってた。

「あの〜ライキラさん、あんまり期待しないで聞きますけど」

「お前な、それが質問する人間の態度かよ……」

「『深みのある銀色の金属』ってなにか知ってます？」

「あ？　ミスリルのことかよ」

「え!?」

　ちょっ、マジで？　もう答え出てるの!?

　これはダンテスさんの石化解除は目の前なのでは……!?

「それそれそれそれ！　ミスリル！　ファンタジー物質！　あるんですか!?　ていうか銀色なんですね!?」

「なに？　ファンタジーってなんだよ？」

「あ、いえ、そこに突っ込まないでいただけると助かります。それでミスリルって」

「……お前ほんと変なこと言うよな。まあ、いいけどよ……ミスリルはミスリルだ。ミスリル鉱山からほんの少しだけ採掘できる金属で、目玉が飛び出るほど高た価かい。純銀よりも深みのある銀色、って感じだな」

「なんとかして手に入れたいです！　どうやったらいいですか!?」

「無理」

「え……」

「ミスリルの取り扱いは国が管理してて、一般への売り出しはない。勝手に手に入れたら重罪だし、そもそも数が少ないから裏のマーケットにも出回らねー」

「えぇ……」

　ダンテスさんの治療まで目の前だと思ったのに……そりゃそうだよね。ラッキーが２回続いて僕はちょっと調子に乗っていたのかもしれない。

　ああ、残念だなぁ……どうにかして少しだけでも手に入らないものかな、ミスリル。まあ、必要な素材がミスリルで決定したわけじゃないんだけど。




　ギルドへと入ると──昨日よりも多くの冒険者がいた。しかし彼らはライキラさんに嫌けん悪おの視線を向けることもなく、仲間内での話に夢中になっていた。

　──俺も見たぞ、マジで大きかった。

　──だいぶ朝早くだったんだろ？

　──一度乗ってみてえよなあ。

　僕はカウンターへ向かい、女性の職員さんに訓練場について聞いてみた。

「見学は構いませんが、今日は誰も使ってませんね。訓練官のヨーゼフさんは午前は休むとご自宅から連絡があり──」

　二日酔いですね、わかります。

「──他の冒険者たちは朝からあの調子ですからねえ。見ました？　魔導飛行船が来たらしいんですよ。日の出のすぐ後くらいだったみたいで、私は寝てて見られませんでした。今は公爵閣下のお城に置いてあるそうです」

「ひ、飛行船!?」

　そんなもの、あるの!?　全然知らなかった。見たこともないし。

「そうなんですよ。キースグラン連邦でも五指に余るほどしかないらしいんですけれど、ゲッフェルト陛下が所有されている『天姫の居城』がこの領都に来ているんです」

「へえー。王様が乗っているんですか？」

「いえいえ、違いますよ。なんでも冒険者ギルドも関係しているみたいで、ギルドマスターが朝から呼ばれて……」

「君」

　ムスッとした顔のサブマスターが現れた。

「無駄口を叩たたいているヒマはあるのかね？」

「あ、す、すみません……というわけで、訓練場の見学はご自由にどうぞ」

「ありがとうございます」

　もうちょっと聞いてみたかったけれど、いまだににらみを利きかしているサブマスターがいるので僕はおとなしく退散することにした。するとサブマスターは奥から別の職員に呼ばれて、いそいそと入っていく。最初から出てこなければよかったのに。

「ずいぶん話し込んでたじゃねーか」

「あ、はい。そうなんですよ……サブマスターが来なければもっと聞けたのに」

「ああ、あのいけ好かねークソ野郎か」

　うわあ、直球。

「訓練場は誰も使っていないみたいなので、見学はできないです」

「んじゃとりあえず、ダンテスのオッサンがこっちに来るのを待つか……俺のほうも面白い話を聞けたぜ」

　ギルド内の隅っこに移動しながらライキラさんが話してくれる。目立たないところで待ちながらも聞き耳を立ててたみたいだ。

「魔導飛行船のことですか？」

「ん？　いや、そうじゃねー」

　あれ、違うんだ。

「街道でモンスターに襲われてた商隊をふらっと現れた子どもが助けたらしいんだ」

「助けた？　子どもが？」

「それがよ、誰も見たことがないような魔法だって話さ。八道魔法は知ってるな？」

「天賦珠玉スキルオーブ『魔法特性』に分類される、８種類の魔法ですよね」

「そうそう。レアな２つが【光魔法】と【闇魔法】だろ？　俺はどっちも見たことがねーんだが……」

　なんだかライキラさんが機嫌よく話してくれる。細マッチョツンデレ獣人がついにデレ期に入ったのだろうか？

「どうも闇系統っぽいスキルだったそうだ。商隊を襲っていたのは上半身が竜人、下半身が馬っつうリザードケンタウルスだったんだが……その竜の硬い鱗うろこも一撃でスパッだよ」

「……ちょっと、待ってください」

　僕はその話を聞いて、うなじがぞわりとするような感じを覚えた。

「もしやそれは、剣のような黒い斬撃が……モンスターを斬ったということですか？」

「おお、そのとおり。なんだよ、お前もギルド職員からその話聞いてたのかよ」

　僕は知っている。その黒い斬撃を。

　ラルクだ。

　それは、ラルクだ！

「ライキラさん！　誰が言ってました、それ!?　詳しい人を教えてください！」

「お、おい、どうしたんだよ、急に──」

　僕がライキラさんに詰め寄ったときだ。

「──冒険者たちよ、聞け！」

　サブマスターがいつの間にか奥からまたこちら側へと現れていた。

　その顔は真っ青で、手にした紙がぶるぶると震えている。あまりに異常を感じさせるその様子に冒険者たちは会話を止め、サブマスターの言葉を聞き漏らすまいとする。

「『六天鉱山シックスマイン』より緊急の通信が入った！『竜』が領都へ向けて飛来しておる！　今よりギルドは非常召集を行い、全冒険者に『竜』に対抗するための防衛出動を要請する！」

　一瞬の沈黙の後。

　冒険者ギルド内は蜂の巣をつついたような騒ぎになった。こっそりギルドから出ていく人、サブマスターや他の職員に詰め寄る人（あまりに情報が足りなすぎて）、仲間内で臆測を話し合う人、泰然自若として構えている人（そういう人たちは上等でピカピカの鎧よろいを着た上級冒険者だ）。

　ライキラさんに、ラルクのことを聞くどころじゃなくなってしまった……。

「おいおい、こりゃなんの騒ぎだ？」

　とそこへやってきたのがダンテスさんだ。出国許可証の発行は昨日すでにお願いしていたものを受け取っただけらしく、すぐにギルドへとやってきた。

「『竜』……？」

　話を聞いたダンテスさんが眉をひそめる。

「ああ。どう思うよ、オッサン」

「『六天鉱山』で奴隷が暴動を起こしたという話は耳にしていたが、竜という話は聞いていないな。魔導通信があったのならば事実、だとは思うが……情報が足りない」

　ダンテスさんは僕と視線が合うと気まずそうに逸そらした。

「……ダンテスさん、僕は」

「レイジ、言わなくていい」

　即座にそう言ってくれる。ああ、こんな浮き足立つような場面になってもこの人たちは優しい。ライキラさんだってなにも言わなかった。ノンさんは僕の後ろに立ってその両手で僕をそっと抱きしめてくれる。

　鉱山からそう離れていない森の中にいた僕。腕には奴隷を示す入れ墨。

　僕が鉱山から逃げてきたことは──明らかなのに。

「いえ、話します。僕は『竜』らしきものを見ました」

　だから、今、危険が迫っているのならここで話さなければいけない。

　サブマスターは「竜」だと言った。僕は「巨大な鳥」のように感じたけれど。

　僕は夢中で、鉱山上空に出現した「竜」らしきものについて話した。最初こそ気遣わしげな顔をしていたダンテスさんたちだったけれど、話の内容が、のっぴきならないものだとわかると真剣な顔で聞いてくれた。

「──というわけです。光の雨のようなものが降った後にはまったく姿を見ていません」

　しん、と静まり返っていた。

　気がつけばダンテスさんだけでなく他の冒険者たちも僕の話に聞き耳を立てていた。

　最初に反応したのはサブマスターだった。

「君。今の話がほんとうだったら、君は鉱山から逃亡してきた奴隷だという──」

「──こりゃとんでもねえことになったじゃねえか」

　サブマスターの言葉を遮って入ってきたのは、

「ヨーゼフ！」

　スキンヘッドに筋骨隆々の訓練官だった。ダンテスさんを見るとにやりとして片手を上げる。ダンテスさんも片手を上げて「昨日はごちそうになったな」「バカ。俺が誘ったんだから当然だろう」と軽口を交わしながら手と手をパシンと合わせた。

「──ヨーゼフって『消えぬ光剣』のか!?」

「──知らないのかよ、ここの訓練官だぞ」

「──ヨーゼフと話してるあのデカいのは何者だ？」

　ギルド内がざわついている。それくらいにヨーゼフさんの名前は知られているようだ。そのヨーゼフさんは僕に近づくと頭をくしゃっとなでてくれた。

「よく話してくれたな……。おいサブマス。この坊ぼう主ずの話を聞く限り、鉱山に出現したのは竜で確定だろう。領都の防衛は陸上モンスターには強いが、飛行モンスターにゃ弱い。ましてや相手は竜だ。住民を避難させるのが先だ。早く冒険者たちに指示を出せ」

「……城壁で防衛ラインを築いて撃退すればいいのではありませんか？」

「バカ言え。竜なんてのは最低サイズでもこのギルドの建物並みにデカいんだぞ。弓を撃ち込んだところで弾はじかれるだけだ。──ここに、星４つ以上の天賦スキル持ちはいねえか？」

　すると３人ほど手が挙がった。しかし１点に特化した星４つではなく、複数の魔法や術が使えるものだった。ひとりは【四元魔法】で、鉱山で食堂のおばちゃんが使ったヤツだ……おばちゃんは今も逃げているんだろうか。

【四元魔法】は火・土・風・水の４種の魔法を使えるようになる天賦のことで、それぞれの威力は星２つの【火魔法★★】と変わらないらしい。

「というわけだ。サブマス、冒険者に防衛戦術を期待するな。むしろ俺たちは領民の避難誘導に当たったほうがいい。こういうときに悪知恵を働かせる火事場泥棒が絶対に出るからな。防衛については本職の領兵に頼むべきだろう」

「……領兵は当てになりません」

「なんでだ？」

「『六天鉱山』奪還に向けてすでに本隊が動いています。今、領都に残っているのは最低限の警備兵しかいませんよ」

「おいおい……そいつぁ」

　さすがにこれはヨーゼフさんも予想していなかったらしい。ぽりぽりと後頭部をかきながら天井を見上げる。

「……まいったな。俺たちが気張って戦うしか、ねえみてえだな」

　すると冒険者たちから「無理だ」やら「竜なんて見たこともないぞ」やら声が上がる。

　戦力が、もはや冒険者にしか期待できないのであれば、ここにいる人間が命を懸けなければならないということだ。

　ランクの低い冒険者の腰が引けるのは当然のことだろう。

「まあ、待て、待て」

　いちばん上等そうな赤い金属鎧を着た男が両手でジェスチャーしつつ立ち上がった。

「アンタ、かつて純金級ゴールドランクだった『消えぬ光剣』ヨーゼフだな？　ここで訓練官をやってるとは知らなかった」

「お前は？」

「パーティー『永久の一番星』のリーダーをやっているオスカーだ。ま、巷ちまたじゃ俺のことを『赤の彗すい星せい』なんて呼ぶヤツもいるがな？　先月灰銀級シルバーランクに上がった」

　オスカー、と名乗った男は白い歯を見せてうさんくさく笑う。髪の色は鎧と同じ赤で、やけに日に焼けていた。そして懐ふところからギルド証をチラッ、チラッ、と見せる。【森羅万象ワールド・ルーラー】によるとそれは「銀製」らしい。

　それにしても「永久の一番星」って。小学生並みのネーミングセンスじゃない？

　パーティーメンバーは６人ほどいて、その中に【四元魔法】の人も含まれていた。ネーミングセンスと実力は関係ないのだ。

「──『赤の彗星』ってなんだ？」

「──知らん。オスカーが名乗ってる」

「──星なんか小さいのに、太陽じゃダメなのか？」

　冒険者たちがこそこそツッコんでいるが、オスカーさんにはそれが聞こえているらしく頰がひくひくしている。これは「定着してないのに勝手に二つ名を自分でつけちゃった」感じか。ひたすらに痛い。

「実力ある、現役の冒険者パーティーがいるのならば心強い」

　だけれどダンテスさんは純粋に感謝の念を表していた。ダンテスさんを見ると、僕の心はなんて曇り、腐ってしまったんだろうと思っちゃうよね……。ライキラさん、あなたも反省して。「永久の一番星」って聞いた瞬間「ぶふっ」て笑ってたでしょ？

「そういうアンタは？　ヨーゼフと親しいみたいだけど」

「……俺は、身体からだが満足に動かんからな。頭数に入れないでくれ」

「なにを言ってる！『硬銀の大盾』がいてくれれば鬼に金棒だぞ。昨日の訓練場での動きも見たが、お前はまだまだ第一線で戦える」

　ヨーゼフさんがダンテスさんを持ち上げるが、オスカーは二つ名がついているダンテスさんが気にくわないようで露骨に顔をしかめる。

「まあ、いいさ。身体が動かないのは事実なんだろ？　それじゃあ、どこに来るかもわからない竜とどう戦うってんだ。アンタは戦力外だ」

　オスカーの言い分はもっともだった。領都は広い。冒険者が散ってしまうと戦力が薄くなってしまう。

「それが難点だな……。坊主の言葉を信じるなら、竜は空から攻撃もできるわけだ」

「だろう？　俺が言いたいのはな、命を捨てるなんてのは簡単に言えるが、無駄死にするのはまっぴらゴメンだということだ」

　オスカーの言葉に冒険者たちは「そうだそうだ」と同調する。

「サブマス。ギルドマスターはなんて言ってる？　どうしてここにいない？」

「それが朝から新公爵閣下からのお呼び出しがありまして……」

「新公爵って、なあ。まだ公爵閣下の亡骸なきがらさえ回収できていないんだろうが」

「順序はともかく、お呼び出しがあればうかがわねばなりません。すでにこの通信内容については新公爵閣下へと連絡してあります」

　僕が見た竜は、夜だった。あまりに遠くて姿はシルエットしかわからなかった……。きっと竜もまた僕なんて見えなかっただろう。

　今から思い返すと、鉱山で感じていた謎の地響きは竜の仕業だったのかもしれない……「鉱山の怒り」とヒンガ老人は言ったけど。

「……あれ、待てよ？」

　竜が放った攻撃は鉱山の周辺に落ちていた。

　少なくとも、僕がその後見かけた街では竜の攻撃の爪痕なんてものはなかったわけだ。森にも攻撃は落ちていない。

　それなのに──どうして竜は領都を目指すんだ？

「……ダンテスさん、おかしいですよ」

「どうした、レイジ？」

「竜は領都方面に飛んだ、ってことです。その連絡が正しいとして考えますが、竜はどうやって領都の方角を──人間にとって『攻撃を受けたらもっとも被害が出る場所』を『領都だ』と考えて、領都の場所を把握し、こちらへと向かってくるんですか？」

「……む。どういう意味だ？」

「簡単に言えば、竜は『どうやって』領都の場所を見つけ出したのかと。この辺りで竜がよく発見されているなんて記録もないわけでしょう？　鉱山の地下に眠っていた竜が空へと飛びだして、いきなり領都を発見することはできないんじゃないですか？」

　ダンテスさんは考え込む。

　鉱山からここ、領都までは距離がある。魔導通信というのがどういうのかはわからないけれど、仮にそれがメールやモールス信号的なものだとして、鉱山から連絡したのなら──連絡してきた人は「竜が領都に向かった」と信じるなにかがあったんだ。

　つまり、竜には知性があると考えたほうがいい。

「レイジ。つまりお前が言いたいのは……竜にはなんらかの感覚器があって、人間が密集している場所を探し出す能力を持っているということだな？」

　僕はうなずいた。

「おそらく、ですけど、竜はここにいる領民が鉱山にゆかりのある人間たちだからこそ見つけられるんだと思います」

「ゆかり？」

「領都にいる人たちは、鉱山のものを身につけているじゃないですか」

　あっ、とダンテスさんだけじゃなく、冒険者たちも声を上げた。

「竜は、鉱山から出土した天賦珠玉を感知する能力があるんじゃないですか？」





★






　僕が言ったことは仮説に過ぎない。だけれど他に有力な案もないので僕の仮説は採用された──サブマスターは「そんな子どもの言うことなんて」と最後まで渋っていたけれども、「じゃあ他にアイディアがあるのか？　もちろんアンタが責任を取るんだろうな？」とヨーゼフさんに押し切られていた。

「六天鉱山シックスマイン」から出土した天賦珠玉スキルオーブは領都に運ばれ、領都で仕分けされるらしい。竜が、人間の取り込んだ天賦珠玉まで感知できるのかはわからなかったけれど、大量に天賦珠玉がある場所をとりあえず冒険者で押さえておくのがいいだろうと、「天賦管理局」というそのものずばりのお役所へと向かう。

　そこは石造りの３階建てで、味も素っ気もない建物だったけれど窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はめられていたりとなかなか物々しい雰囲気があった。

　入口を領兵が守っており、ヨーゼフさんが「竜が接近している！　ここが狙われる可能性が高い！」と告げるが彼らはヨーゼフさんの言葉を一笑に付した。

「なに寝ぼけてやがる」

「そういや甥おいっ子が領都の中でも蛇を見たと言っていたな。それを竜と見間違えたか？」

「はっはっ、違いない」

　まったくこちらの言うことを信用しない領兵たちに冒険者は殺気立つ。それでもヨーゼフさんは懇々と説得しようとしていた。

　ギルドマスターやサブマスターがこういうときにいてくれればありがたいのだけれど、マスターは不在だし、サブマスターは「マスター不在時にギルドを預かるのは私の仕事です」とかなんとか理由をつけて戦場になるかもしれない場所へ行くのを嫌がった。

「……ダンテスさん、合流できていないミミノさんは大丈夫ですかね？」

「ミミノならどうとでもするだろう。ギルドに行けば、俺たちがここにいることもわかるだろうしな。あいつはちっこいが賢くすばしこい」

　賢くすばしこい、という表現は確かにミミノさんにはぴったりのような気がした。

「にしても、ヨーゼフはなかなか説得できんようだな……このままだと他の冒険者が先にしびれを切らすぞ」

　すでにヨーゼフさんの背後にいる冒険者たちは、「こんなヤツら守る価値ある？」とか「今のうち逃げるか」とか不穏な話し合いをしている。

　ライキラさんもイライラしながら言った。

「つーかよ、悠長なことやってる場合かよ。大体竜ってのはいつ来るんだ？」

「それはわからん。竜に聞け」

「俺は竜なんぞに会いたくねーんだよ」

「俺たちもタイミングが悪かったな。そしてヨーゼフもまた貧乏くじを引いた。アイツ、冒険者を辞めてこの街に根を下ろしてから、若い嫁さんと結婚したんだとさ。結婚したばかりだとかで散々のろけられたよ」

「死ぬほどどうでもいい情報サンキューな、ダンテスのオッサン」

「それを延々聞かされた俺に同情してくれてもいいぞ」

「アンタめちゃくちゃ酒臭かったもんなぁ」

　そんなことをダンテスさんと話している。

（竜がいつ来るか、か……）

　僕が鉱山を出て、森を迷いながらこの領都にやってきた。確か掛かった日数は７日。

　森を進むスピードは遅いので、１日に進んだ距離は30キロメートルもない。で、一直線に領都にやってきたわけではないだろうから、鉱山と領都は２００キロメートルくらいか。

　それで、魔導通信が届いたのは……えーっと、１時間くらい前かな？

　鳥の時速ってどれくらいだっけ？

　竜って飛ぶの速いのかな？

　速かったとしたら……時速70キロとしても、

「……３時間で到着する計算!?」

　竜が飛んでから即座に魔導通信をしたのか？　通信の魔道具って持ち歩けるの？　もし、そこでもたもたしていたら残りの時間は１時間とか、もっと少ない……!?

「……ラ、ライキラさん、ダンテスさん」

「あ？」

「どうした、レイジ」

「もしかしたら、もう、竜はすぐそこまで来ているかも……しれません」

「んだと!?」

「なんだって!?」

「誰か屋根の上に僕を上げられませんか!?　高いところで確認したいです！」

　ダンテスさんはきょろきょろと周囲を見やり、

「ヨーゼフ！」

「……ちょっと待て、ダンテス。今彼らを説得しているところだ」

「いいからこっちへ来い！　緊急事態だ！」

　ヨーゼフさんがのしのしとこちらへやってくる。

「ヨーゼフ、レイジの右側を持て、俺が左側だ」

　ん？

「あれをやるのか？」

「そうだ。ゴブリンの大群を倒したときのあれだ」

「あのときは爆薬をくくりつけたゴブリンの死体を大群の中へ放り込んだが、今回はレイジを投げるってことか」

　いやちょっと待って!?　今なんか不穏な言葉が聞こえたけど!?

　がしっ、と僕の肩と腰ヒモを左右からつかまれる。

「レイジ、上を見ろ。３階にだけ外に出る通路がある。そこに鉄ハシゴがあるだろ？　あそこを上れ」

「いや、ちょっ」

「３、２、１──」




　僕は、飛んだ。




「う、わああああっ!?」

　すごい、人って飛べるんだ。ていうか棒高跳びとかやってる人ってこんなのを毎日体験するんだ。僕にはできない。というか二度としたくない。

　抗あらがうことのできない力によって放り上げられた僕は浮遊感を覚え、あっという間に目の前には３階に張りだした通路があった。

「ひっ」

　鉄の手すりにしがみつくと、手入れされていないからだろう、赤さびがぼろぼろと落ちる。ヤバいヤバいヤバい、折れる折れる折れる！

　僕は必死で這はい上がり、通路の内側へと入り込んだ。ありがとう、【腕力強化】……君がなければ僕はそのまま落ちて、もう一度放り投げられるところだった。

「──貴様ら、なにを勝手なことを！」

「──状況確認が先だ！」

　下では領兵とヨーゼフさんが言い争っている。領兵のひとりが建物内に急いで入った──ということは僕が狙いですね、わかります！

　ああ、もうこんなときに大笑いしているライキラさんと、ぐっ、と親指を立てるノンさんが恨めしい！

　僕はすぐに鉄ハシゴにしがみついて屋根へと上った。

　傾斜のついた屋根になっていて、こちらもあまり手入れされていないのか、粘土瓦の表面にはほこりが積もっていた。

　僕は足を滑らせないようにしながら屋根に立ち、周囲を見回す。３階建て以上の建物は周囲にほとんどなくてかなり広範囲を見回すことができる。領都を囲う外壁の向こうには森林が広がり、さらに向こうには山の稜りょう線せんも確認できた。

　あの大きい建物は公爵の城か？　うわ、確かに飛行船っぽいヤツが城に停泊してる──ってそんなの見てる場合じゃなかった！

　ええと、鉱山、鉱山、鉱山ってどっちだっけ……!?

「こら、小僧！　降りてこい！」

　もう来たの!?　領兵が３階の通路に出てきた。

「ちょっと待って！　すぐ降りますから！　確認するだけ──」

「なにを確認するんだ！　いいか、お前のやってることは立派な犯罪なんだぞ！」

「──いた」

「今すぐ降りれば注意だけで済ませてやる。放り込んだのは悪い大人だということにしてもいい。それに……なんだって？」

「いました」

　僕は、啞あ然ぜんとした。

「竜が、いました」

　その竜は一直線に、こちらへ向かっている──のは間違いない。

　黄色い身体からだに巨大な翼。

　僕は、自分の記憶にある夜空のシルエットと、今飛んでいるシルエットが一致するのを感じた。

　だけれど──あんなに、あんなにも、大きかったのか？

「来ました!!　黄色の竜！　一直線にこちらへと向かっています!!」

　僕が屋根から身を乗り出して叫ぶと、ハッとした顔で全員が見上げてきた。

「レイジ!!　到着予想時間は!!」

「あと数分もないです!!」

「!?」

　速い。速すぎる。あの速度は時速で１００キロを優に超えているだろう。見ていたくない。だけれど見るのが僕の仕事だ。

「冒険者どもォォォ!!　住民を避難させろ!!」

　ヨーゼフさんの声で冒険者たちは我に返り、「おうっ」と返事して動き出した。

「領兵！　建物内の職員を避難させろ！」

「し、しかし……建物にいた方が安全なんじゃないか？」

「レイジ！　竜の大きさは!?」

「この建物よりはるかに大きいです！」

「クソッタレ!!　──聞いたか！　ここにいても踏み潰されるだけだ！」

　領兵が驚いて目を瞬しばたたかせている。

「武器を持たねぇやつにできることは逃げることだけだ!!　急げ！」

「だ、だが領都は広い……」

「ここがいちばんあぶねえんだよ!!　いいからさっさとしろ!!」

「くっ……わかった!!」

　おお、ヨーゼフさんが強引に押し切った！

　こうなると領兵の動きも速かった。建物内に飛び込むと職員の誘導を始める。

「え……？　お、俺はどうしたら……」

　３階の外側通路にいる領兵と目が合った。

「えぇっと……とりあえず中の方と合流したほうがいいのでは……？」

「そ、そうしよう。お前も早く降りてくるように」

　僕は視線を上空へと戻した。

　うわ、どんどん近づいてきてる。

　すでに竜は領都の外壁を飛び越えようというところだった。

　だけれどそこで身体を傾け、ぐるりと旋回を始める──外壁で警戒に当たっていた領兵は大騒ぎを始めていた。

（っていうか、これって……）

　僕はある、最悪の予想を思いついてしまう。

　竜が領都の外側から、あの夜に見たような遠距離攻撃を領都に向けて放ったらどうなるだろう？　むしろそうなるのが妥当なんじゃ？　だって、竜に知性があるのなら、とりあえず遠くから様子見でぶっ放すよね……？

「な、なにか気を惹ひかなきゃ！　なにか、なにか、えーっとえっとえっと……」

　竜は天賦珠玉スキルオーブを感知できるという前提。

　なら、竜はどんな天賦珠玉に興味を示す？

（もしかして、「星の数が多い」天賦珠玉なら竜にも感じ取れるんじゃ？）

　どうする、どうしよう。竜の周囲の空気が歪ゆがむ──魔力が集まっている！

「ええい、迷ってるヒマはない！」

　僕は自分の胸に手を当て、【森羅万象ワールド・ルーラー】の天賦珠玉を強くイメージした。ずるり、と身体の中心部から力をごっそり抜かれるような感覚──違う、これは、ほんとに、僕の身体から力が抜けてるんだ……！

　真っ黒で、中央が虹色に輝く天賦珠玉が僕の胸からせり出してくる。僕は【森羅万象】の力を失う──と同時に、今まで学習してきたスキルがすべて消え去っていく。

（ちくしょー……僕はスキルを利用してるつもりが、スキルなしじゃ生きられないようになってたんじゃ……？）

　屋根の上で膝をついた僕の手には星が10という規格外の天賦珠玉があった。

《オオオオオオオオオオオ…………》

　竜の咆ほう吼こうが聞こえてきた。

　ああ、どうやら僕の推測はドンピシャだったみたいだ。竜はこっちへと顔を向けている。いや、僕を……いや、【森羅万象】の天賦珠玉をじっと見つめている。

　バサッ、という羽ばたきで、竜はまっすぐに飛び始めた。今までためらっていた外壁への侵入を難なくやってのけ、羽ばたくたびにどんどん加速してこちらへ飛来する。

「やっべ、逃げなきゃ！」

　僕は【森羅万象】を身体に取り込んだ。と同時に身体を包んでいた倦けん怠たい感は霧が晴れるように消え、全能感が満ちてくる。ああ、クセになるこの感じ！　ありがたいことに【森羅万象】を自分の身体に戻したら、学習していた天賦スキルはすべて戻った。

　僕は【疾走術】を使って屋根を走り、一気に飛んだ。隣の建物は２階建てなのでそこの屋根に両手両足をついて着地する。すぐ下にダンテスさんたちが見える。

「来ます!!」

　ダンテスさんは「なにが」も「どうやって」も聞かなかった。

「わかった!!」

　ああ、僕は信頼されている。たった数日の付き合いでしかないのに、この人はもう……いい人過ぎるでしょ。ただ、僕が感動している時間的余裕なんてなかった。

《オオオオオオオ!!!!!!!!!》

　間近で聞こえた雷鳴のごとき咆吼が迫り、とてつもない質量の生き物が「天賦管理局」の殺風景な建物に激突する。建物は石造りであるというのに、まるで積み木を崩すかのように石壁の破片が吹っ飛んでいく。

「うわああああ!?」

　２階の屋根にいた僕は、その衝撃波と暴風によって吹き飛ばされ屋根から落ちた。やばっ──痛みを覚悟したのだけれど、僕の身体は地面に激突せずに受け止められた。

「よくやった、クソガキ」

　すさまじいスピードで走っていたライキラさんは、僕を抱き止めたあとに急ブレーキ。

　そして僕を下ろしながら──その目は一直線に、がれきと化した建物の上に君臨するバケモノに向けられていて──こう言った。

「あとは俺たちの出番だ。あの竜をブチ殺す」




　竜の存在は圧倒的だった。建物を踏み潰し、ひとつだけでは飽き足らないとばかりに隣２つの建物も破壊し、そこに君臨していた。魔力がたゆたう黄色い鱗うろこの表面にはこのハードランディングによる傷はなにひとつついていない。

　周囲は叫び声に包まれていた。大声を上げて逃げ出す人がほとんどで、腰が抜けた人やその場で泣き出す人もいる。

　冒険者のうち、半数は完全に戦意喪失していた。ぽかんと、青ざめた顔で竜を眺めているだけだ。

　だけれどそんな彼らの先頭にいるふたりは違った。

「戦えねえヤツは領民の避難を助けろ！」

「領兵は今すぐ応援を呼べ！」

　両手で持つにしても大きすぎる両手斧バトルアックスを構えたヨーゼフさんと、その横に立つ鉄板のごとき大剣を持つダンテスさんだ。

「……っとによ、本気でお前は大盾でなく大剣なんだな？」

「石化で動きが鈍いと言っただろう。武器と盾と両方は持てないのさ」

「しょうがねえか」

「ああ、まったく、しようがない」

　ふたりは竜から一瞬たりとも視線を外していない。地上に降り立った竜は、目の前のふたりが敵だと認識したのかじっと見据えている。

「行くぞ、大盾の！」

「オオッ！」

　ヨーゼフさんが右に走り、ダンテスさんは左だ。身体の動きが鈍いとはいっても、ダンテスさんは僕がスキルなしで本気で走るよりもずっと速く動けるから恐ろしい。

《──ッ──》

「!!」

「!!」

　竜の口にカッと光が点ともる。その瞬間、ヨーゼフさんは前へと跳んだ。直後に黄色の炎が竜の口から吐き出され、ヨーゼフさんがつい今いた場所を焼いていく。その炎は薙なぎ払うように、反対側にいたダンテスさんへと向けられる。

「お父さん！」

　ノンさんの悲痛な叫び声が聞こえるが、ダンテスさんは地面に大剣を突き立てるとそれをつっかえ棒にしてひらりと炎の薙ぎ払いをかわす。

　すごい……。あれでダンテスさん、軽業系の天賦を持っていないっていうんだからね。持ち前の運動神経だけで乗り切るんだもんな。

「チッ、そう簡単には近寄らせてくんねえな！」

　ヨーゼフさんが悪態を吐つきながら竜から距離を取る。その竜は、ヨーゼフさんにもダンテスさんにも興味がないように、足元を見た。

　そこにあるのは崩壊した天賦管理局の建物だ。ん……？　がれきの中になんだか光るものがあるけど、あれは……天賦珠玉？

「……まさか」

　竜は口を開くと、フゥッと息を吐き出した。それは火炎の息吹いぶきではなくてキラキラとした金色の吐息だった。それは天賦珠玉に染しみこんでいくと、パンッ、と破裂するように珠玉が割れていく。

「げっ！　ありゃ星４つの赤じゃねえか!?　もったいねえ！」

「あっちは青がいくつか割れたぞ！」

　冒険者たちが悲鳴にも似た叫び声を上げる。「赤」だの「青」だのいうのは天賦珠玉の特性に応じた色だ。「身体特性」は「赤」だし「魔法特性」は「青」、「ユニーク特性」は虹色である。

　僕は天賦珠玉が割れるとき、ほわんとした魔力に似たエネルギーが宙に消えるのを見た──それは僕が【視覚強化】を持っているせいでよく見えたのかもしれない。

　天賦珠玉を割った竜は、それからぐるりと周囲を見回す。なにかを探すように。なにを探している？　……って、はい、竜がこちらを見て顔を止めました。

　そうですね！　僕ですね!?　さっき屋根の上で煽あおったの僕ですもんね!?　レアな天賦珠玉を破壊するつもりなら僕を狙いますよね!?　もう身体からだに入っちゃってますけどぉお！

「こっちだ、レイジ！」

　ライキラさんが僕の腕をつかんで引っ張る。すさまじい勢いでふたりで横に転げていくと、直後には僕らがいた場所を一直線に炎が駈かけ抜けていく。日が出ている午前中だというのにさらに明るくなった直後、目が、明るさの変化についていけずに暗くなったように感じられる。

　炎が焼いた石畳の地面は赤々としており、一部がどろりと溶けていた。

（これ、人間が食らったら一瞬で炭化してしまうのでは……）

　僕はあわてて立ち上がろうとして──膝から崩れ落ちた。

「あ、あれ……？」

　力が……入らない？

　関節が壊れたかのように動かない。

（なんで、どうして!?　これってもしかして……怖い、から……？）

　僕はようやく思い知った。

　今までの僕は、この出来事をどこか他人ひと事ごとのように考えていたのかもしれない。竜は災厄の象徴だけれど、僕には関係なく、強い誰かが戦って倒すのだろうと。それは僕の近くで行われるかもしれないけれど、僕が関与することはない。僕は転生者だし、手伝いはするけれど、この世界のことはこちらの住人ががんばればいい──。

　屋根の上で竜を煽ったときにも心のどこかにそんな思いがあったんだ。だからあんなに大胆な行動もできた。

　でも、竜は、完全に僕を殺す気で炎を吐いた。

　このとき初めて僕は、竜が現実のもので、その殺意が僕に向いたことを知ったんだ。

「走れ！　また来るぞ、レイジ！」

「…………」

「あとはオッサンや俺たちに任せて逃げとけ！　……おい、聞いてんのか!?」

　僕は足が震えて立ち上がれなかった。

　竜がもう一度口を開く──ところへ、

「おらぁぁっ！」

　ヨーゼフさんが近づいて両手斧を振り下ろしていた。その一撃は竜の鱗にめりこむと、青白い火花を上げた。

「──クッソかてえ！　本気の一撃ぶち込んだのに、かすり傷か！」

「鱗の魔力を散らすんだ、ヨーゼフ！」

「どうやって！」

「魔法をありったけ撃ち込め！」

　ヨーゼフさんとダンテスさんのやりとりを聞いた、魔法を使える冒険者たちが一斉に魔法を放つ。

　炎に氷に岩石といった様々な魔法が竜へと直撃する。それらが傷を与えることはなかったけれど、鱗にまとわりついていた魔力は消えて黄色の鱗があらわになる。

　武器を手にした冒険者たちが殺到し、魔力の消えた場所へと斬り掛かる。すると鱗は、持ち前の硬度によっていくつもの攻撃を弾はじき返したが、いくつかは鱗を割り、竜の体表からは赤い血が垂れた。

「立って、レイジくん」

「あ……」

　僕は両脇を抱えられて立ち上がらされていた。後頭部に当たるやわらかな膨らみは、ふだんならばドキドキしたのだろうけれど、今はそんなことを考えている余裕もなくて。

　振り返ると、ノンさんが真剣な表情で口を開く。

「ライキラさん、レイジくんは私が」

「頼んだ」

　向こうでは竜が煩わしそうに身体を揺すると、尻尾を巻くように振り回し、冒険者たちをはね飛ばす。ヨーゼフさんはひらりとジャンプし、ダンテスさんは大剣を盾のようにナナメに立てて、尻尾の一撃を逸そらして耐えた。

　……あのふたりは次元が違う。

　灰銀級シルバーランクになったという「永久の一番星」のメンバーも攻撃に加わっていた。他の冒険者たちよりは頭ひとつ抜きんでて強かったけれど、ヨーゼフさんたちにはかなわない。

「レイジくん、避難しましょう」

　ライキラさんがジャンプする──その跳躍力は信じられないほどで、２メートルくらい跳んだと思うと竜の後ろ足を踏み台にしてまたジャンプ。

「オラァッ！」

　炎を吐こうとしていた竜の顔を横から蹴り飛ばし、炎は不発となった。

　だけれど、自動車ほどに大きな顔だ。ぎろりとにらみ、次はライキラさんをターゲットとする──。

「レイジくん！」

　肩を揺さぶられる。ノンさんが、いつもおっとりとしているノンさんが緊張をみなぎらせている。

「私たちは逃げましょう。ここにいても邪魔なだけですから」

　そうだ。僕はここにいてもただの足手まとい。むしろ僕をかばってダンテスさんがケガをするなんてこともあるかもしれない。

　戦闘現場に背を向けて、僕はノンさんとともに走り出した。

　ノンさんは聖職者として働いていた人だけれど、この世界の聖職者は体力があってナンボみたいなところもあるので【森羅万象ワールド・ルーラー】でズルしている僕以上に走れる。

　周囲を見回すと、建物の窓は昼だというのに閉じられている。中に避難しているからだろうか？　中に逃げ込むよりも遠くに離れたほうがいいと思うのだけれど、それを促す余裕も僕にはない。

　非常事態を報しらせるものなのだろう、ピリリリリリリリという笛の音があちこちで聞こえる。通りを走って逃げている人たちを領兵が誘導している。

　──なにが起こったんだ。

　──家よりデカいバケモノだ。

　──どこに逃げりゃいいんだよ。

　──知るか。なるべく離れろって。

　青い顔で走っている人たちも多く、僕らはそこに紛れることになる。

「……レイジくん、よく聞いてください」

　そこで足を止めたノンさんは、膝を折って僕と同じ目線になると僕の両肩をつかんだ。

「ここをまっすぐ行って、２つ目の交差点で右に行くと冒険者ギルドがあります。曲がったらずっと真まっ直すぐ。いっしょに来たから、わかるでしょう？」

「……ノンさんは？」
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　それを言うということは、ノンさんとはここで別れるということに他ならない。

「私は戻ります。多くの人が傷ついているでしょうから、私にやれることをやります」

「でもっ」

「レイジくんはよくがんばってくれましたね。ここからは、大人の仕事です」

　ノンさんはにっこりと笑ってみせた。

（それなら──僕だって）

　ノンさんは僕が転生する前と同じ16歳だ。冒険者ギルドが10歳から登録できるように、この世界では10歳から働くのはわりとよくあることで、12歳ともなればふつうに働いて毎月給金をもらう。

　16歳ともなれば立派な大人だ。お酒を飲んでも誰も文句を言わない。

（ノンさんが大人なら、僕だって大人だ）

　そう言ったところで信じてはくれないだろうし、ノンさんと違って僕が戦闘現場に戻ったところでなにができるのかということもある。

　でも。

　それでもさ。

　ノンさん、僕の肩をつかむあなたの手が震えてるじゃないか。

「僕も行きます」

　言うと、ノンさんはハッと息を吞のんだ。

　でも、

「ダメです」

　僕を引き寄せてぎゅっと抱きしめた。今まででいちばん苦しいほどの抱擁だ。

「ひとつだけ言わせてください。私は、レイジくんが来てくれてよかったと思っていました……でもそれはレイジくんが考えているような理由ではないのです」

「……理由？」

「お父さん、ほんとうは石化の治療をあきらめていたんです。光天騎士王国のトップレベルの回復魔法使いでも治せるかどうかは難しいと、診断されていましたから」

　ノンさんも、知っていたのか。

　ダンテスさんは人を守ることで、この世界に爪痕を残して死ぬのだと僕に言っていた。

「お父さんは、レイジくんが来てからというもの生き生きしていました。『あいつは物覚えがいい。教え甲が斐いがある』なんて言って。私は同じようにうれしかったんです。レイジくんがいることで、お父さんが『生きる理由』を見つけてくれた気がして」

　僕から身体を離したノンさんは、目尻に涙を浮かべていた。ああ──そうか。ノンさんもまた「覚悟」をしたのだ。戦闘現場に戻り治療を行うということ。それはいつ何時自分もまた死ぬかわからない場所に戻るということ……。

「ごめんなさい、レイジくん。私はあなたを利用していたんです」

「……これからももっと利用してください。これからも、ずっと」

　ノンさんは立ち上がった。

「２つ目の交差点で右です。いいですね？」

　僕の言葉には、返事をくれなかった。

　彼女は走り出した。ノンさんは向かったのだ、ダンテスさんが生き延びる可能性をほんの少しでも高めるために。

「冒険者ギルドで待っていますから！　ずっと、ずっとみんなを待ってますからね!!」

　僕は自分で自分を殴ってやりたかった。それしか言えない自分に。




　戻ったってやれることなんてない。

　戻ったって足手まといになるだけ。

　……それは全部、戦わないための言い訳だ。

　今の僕なら、魔力枯こ渇かつという危険はあるけれど１、２発は魔法を撃てる。陰から狙撃するようなことだってできるだろう。それで竜の気をわずかでも逸らせるはずだ。

　でも、足が、どうしてもそちらへ向かないのだ。

（転生者だって、星10の天賦珠玉スキルオーブを手に入れたって、他人の天賦スキルを学習できたって……）

　僕はとぼとぼと歩き出した。必死で走って逃げる人々の中で、僕だけ歩いていた。

（……勇気がなければ、なにもできない）

　僕が思い返したのは鉱山でのことだ。

　剣を抜いた公爵と、殺されようとしている僕の間に割って入った──僕の姉。

　ラルクならどうするだろう。

『あーあ、やってらんねーよ』……なんて言って逃げるだろうか？

『ふざけやがって、少しくらいやり返さなきゃ気が済まねーな』……なんて言って悪知恵を働かせるだろうか？

「会いたい……会いたいよ、ラルク……」

　ラルクにつかまれた腕が、ラルクに抱えられた頭が、ラルクにくっつかれて眠った身体からだの記憶がよみがえる。身体が熱くなって、胸が苦しくて。

　頰がすーすーと冷たかった。僕はいつしか泣いていた。なんて情けない。なんて愚かなんだろう。そう思っても僕の足は戦闘現場から離れていくのだからいよいよもってどうしようもない。

　２つ目の交差点は大きな交差点だった。ここを右に曲がれば冒険者ギルドだ。

　最後の、分岐点だ。

　ここを曲がれば僕はきっともう二度と後ろを振り返らない。

　それで、いい……それくらいが、凡人の、僕にできることなんだ……。




『早く逃げろ、立ち止まったっていいことなんてひとつもねーよ──弟くん』




　声を聞いた。

　ハッ、として立ち止まった僕は周囲を見回した。

　だけれどそこにいたのは逃げ出そうとしてごった返す人々だけだった。荷物を抱えて走る人、ぶつかってケンカになる人、仲裁のために走る領兵──。

　いるわけがない。

　今聞こえたのはただの幻聴だ。

「……だよね。僕が聞きたい言葉を、自分で聞いただけだ」

　冒険者パーティー「銀の天てん秤びん」がどうして命を懸けてまで戦うのか、僕にはわからなかった。最初から長く生きるつもりはなかった？　「拾われた」恩を返すため？　父を少しでも生きながらえさせるため？

　あるいは──冒険者としての務めだから？

「義務」や「使命」と言えば聞こえはいいし、甘美な余韻に浸ることもできるだろう。

　でもほんとうのところは……理由なんてないのかもしれない。

　そこに敵がいるから、脅威があるから、倒せば得られる名誉があるから……冒険者は勝手に身体が動くのではないだろうか。

　明らかに勝ち目がなさそうな戦いであっても、あんな、見映えにばかりこだわってそうな「永久の一番星」ですら逃げ出さずに戦っているのは、難しいことなんて考えていないからじゃないだろうか？

「……だらだら歩いたってダメだ。やるなら走らなきゃ」

　僕は服の袖で目元をこすった。

　前が見えなくて邪魔な涙を消すために。

　最高にダサい僕を拭い去るために。

　考えるのはもう、止やめた。

　そして僕は振り返った。

「今、行きます。僕も『銀の天秤』のメンバーだから」

　息を吸って身体をかがめ、一気に走り出す。【疾走術】のスキルが自然と発動し、僕の身体は前へ前へと押し出される。

　人混みを縫うように避けていくとだんだん人の密度はなくなって、がらんとした通りに出た──。











第５章　いくつもの巡り逢あい









　少しの時間離れただけで、こうも状況が変わっているとは……。

　建物の崩壊エリアは拡大し、ところどころで火事が起きている。

　近場でやっていた屋台が燃え、隣の花屋さんにまで火が移っている。

「重傷者は戦線離脱です！　軽傷だけすぐに治します！　こちらへ！」

「回復魔法使いか？　助かる。足をやられた……」

「こっちは右手だ。剣が握れねぇ」

「チクショウ、なんなんだよこいつはよお……」

　物陰で野戦病院のように治療を行っているのがノンさんだった。周囲には数人の冒険者がいて、治療を待っている。

「ライキラ！　近づき過ぎだ！」

「じゃなきゃ当たんねーだろーがよ！」

「お前がケガをしたら一気に崩れるんだ、自重しろ！」

「チッ……！」

　最前線では、ライキラさんが右に左に跳んで竜を翻弄し、隙ができると一気に冒険者たちが突っ込んで攻撃をしている。

　竜の身体のあちこちには傷がついていて、血が流れていた。

（そうか、バカ正直に正面から攻撃を受け止める必要はないのか）

　ライキラさんは回避型のタンクといったところだろうか。

「あいつ、すげえ……何者だよ」

「『硬銀の大盾』のパーティーメンバーだとか」

「獣人半はん端ぱねえな」

　こうなるとヒト種族も獣人も関係ないらしく、素直な称賛が冒険者から送られている。

　だけれど、ライキラさんだって余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくで攻撃をかわしているわけではなかった。

【森羅万象ワールド・ルーラー】がなくとも【視覚強化】で十分わかる、ライキラさんが全身に汗をかいて息が上がってきているのが。

「くっ」

　着地で失敗したライキラさんはその場に転げた。そこを見逃す竜ではなく、真上からビタンと尻尾が振り下ろされる──のをぎりぎりで回避する。

　だけれどすでに竜の口は、炎を吐く準備が整っていた。

「やばっ──」

　炎が放たれる──寸前。

　ぽんっ。

　と竜の鼻先に花が咲いた。

　僕が花屋さんから拝借してきた枝を投げ、【花魔法】で咲かせたのだった。

　竜はわずかな時間、ぽかんとした。

　それは最前線で今も戦う冒険者たちにとっては十分過ぎる隙だった。

「おらああああああッ!!」

「おおおおおおおおッ!!」

　ヨーゼフさんの振り下ろした両手斧バトルアックスが傷ついていた竜の尻尾を途中から断ち切り、ダンテスさんの大剣が傷口から竜の体内にめり込んだ。

《ヴォオオオオオオオオオオオオ!!!!!!!!》

　咆ほう吼こうが、音圧となって近くにいた冒険者を吹き飛ばし、がれきすらも転がっていく。僕はとっさに建物の陰に隠れたけれど、隠れた先にはライキラさんがいた。

「てめっ、レイジ！　なんで戻ってきた！」

「あだっ」

　ゲンコツを頭に食らった──次の瞬間、ライキラさんの太い腕が僕の頭を抱え込んだ。

「助かった、サンキューな」

「……はい」

　汗をかいて体毛がびちょびちょの腕だったけれど、ライキラさんは確かに生きている。僕が手を出さずとも逃げられたかもしれなかったけど、感謝されるのはうれしい。

「今のはレイジか!?」

「は、はいっ」

「よくやった！」

　ヨーゼフさんとともに竜と対たい峙じしているダンテスさんが、短く褒めてくれた。

　落ち着いて見ると、ヨーゼフさんもダンテスさんもぼろぼろだ。身体中に傷がついていて、装備もあちこちが焦げたり破壊されたりしている。

「問題はこっからだぜ……」

　冒険者たちも最初にいた半分未満になり、残っているメンバーも傷つき、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　だからこそ初めて与えた大打撃で一気に倒したい──と思うところだけれど、

「手負いの獣こそ恐ろしいんだ」

「銀の天秤」で狩りをしていたときに、ライキラさんは何度も言っていたしダンテスさんもそれにはうなずいていた。

　竜だって今まで冒険者を舐なめた戦い方をしていたわけじゃない。ただケガすることを恐れず、なりふり構わず攻撃されていたらとっくに冒険者は全滅していただろう。

　その危険が、あるのだ。

「どうする……ん？」

　ライキラさんがふと、通りの向こうへと視線をやった。同時に、わっ、と冒険者たちが歓声を上げる。

　30を超える騎馬を先頭に、１００人以上の領兵が小走りにやってきたのだ。援軍だ。

「ったく、ようやくかよ……連中、偉そうにしているわりに仕事がおせーんだよ」

　毒舌ながらもライキラさんは喜びを隠しきれないようだった。

　領兵と共同戦線を張ってもいいし、冒険者は後方へ下がってもいい。

　いずれにせよ僕らの全滅の危機は回避されたのだ。

「よかった……」

　僕もまた、心の底からホッとしてそうつぶやいた──安心していられたのは騎馬の先頭にいる人物を目にするまでだ。

「……竜相手にこれほど苦戦するのか。ここには雑ざ魚こしかおらんな」

　さらりとした金髪をなびかせた男は、ヒト種族にしては肌がだいぶ白く、そして耳がややとんがっていた。

　他の領兵とは明らかに違う装備品で、極上の布を使ったマントを羽織り、貴族のようなきらびやかな服を着ていた。必要ないと言わんばかりに鎧よろいなんて身につけていなかった。

「よろしくお願いいたします」

「ふん」

　あごひげを蓄えた渋い顔をした男の人が頭を下げると、金髪の彼は馬から降りててくてくと歩いてくる。その存在感に、誰しもが目を奪われていた──竜でさえも。

「──あれギルドマスターじゃねえか」

「──ってことはあの金髪イケメンは冒険者か？」

　そんな冒険者たちの声が聞こえてきた。

「竜だな。間違いない。だが……なんだ、お前は？　しゃべらんのか」

《……お前は、エルフ……？　なぜエルフがここにいる》

　突如頭の中に響いてきた言葉に、全員がぎょっとした。

　竜が、しゃべる……？　意思の疎通ができる相手なのか？

《……エルフが手出しをするな。古き盟約に従い、我は人間に罰を与えるだけ……》

　盟約？　盟約ってなんだ？

《……む？》

　その瞬間、竜の動きが止まった。

《……なるほど、高レベルの【火魔法】に【魔力量増大】。だがお前のスキルホルダーは２枠、閉じられている……お前は混血児まざりものだな？》

　その瞬間、エルフ──ハーフエルフの鼻の頭にシワが寄った。

「今なんと言った？」

《……図星か。交わってはならぬ人と交わった結果生まれた、悲しき混血児よ。咎とが人にんとしてスキルホルダーを２つ閉ざされ、エルフの里を追放されたか。だがエルフにも情けがあったと見える。希少な天賦珠玉スキルオーブをお前に与えるとはな……》

「しゃべらんのかと思えば、ずいぶんおしゃべりな竜のようだ。だがお前はふたつ勘違いをしている」

《……勘違いだと？》

「ひとつ、私は追放などされていない。自らの意志で、あの、停滞したゴミダメのようなエルフの里を抜け出したのだ。もうひとつ」

　ハーフエルフは右手を開いて竜へと突きつけた。

「私はお前のような、世界に縛られた下等生物が対等に話せる相手ではない。死ね」

　その右手に集まったのは強い光。ぐるぐると高速で渦巻く炎は、ある瞬間ですさまじい速度で竜へと飛来する。

　竜は顔をひねってかわしたが、胴体の一部に着弾したそれは大爆発を起こした。

「う、わああああああ!?」

　起きた爆風で冒険者たちがはね飛ばされる。建物の陰にいた僕は幸い無事で、その後の動きをすぐに見ることができた。

　カッ、と竜が炎を吐いたけれど、ハーフエルフはすさまじい速度でナナメに飛んだ。

（なにあのスピード!?）

　竜が言うには──というか竜って天賦スキルの「鑑定」みたいなことができるのか？　──ハーフエルフには２種類の天賦しかないという。だというのにあの速度で飛べるのは……。

　空へと跳んだハーフエルフへと竜の前脚の一撃。それを、慣性の法則を無視した軌道でハーフエルフがかわす。

「ハアアアッ！」

　ハーフエルフの手からほとばしった炎は５発の連弾だった。それらは竜の身体からだに着弾して爆風が彼を襲うが、マントをはためかせ、まるで風を操るように流れていく。

　グルル、と唸うなった竜が半分になった尻尾を振るうが、ハーフエルフはまたも軌道を無視した移動でそれをかわす。

（なんで？　どうやってあれをかわしてる？　彼が使えるのは【火魔法】だけ……そうか、魔法でいいのか！）

　僕はようやく察した。【火魔法】の爆発を使って身体を動かしているのだ、それも自分はケガをしないように。

　なんという魔力操作だろう。竜の言うことが正しいのだとしたら、彼は【魔力操作】の天賦を持っていないことになる。

（僕にもできるか……？　できる、かもしれない。火傷やけどするけど）

　ハーフエルフは特別頑丈なブーツを履いているようだ。そこに【火魔法】を仕掛けて爆発によって移動している。それを可能にしているのは膨大な魔力量、【魔力量増大】の天賦──ミミノさんが以前言っていたけれど、めちゃくちゃレアな天賦だ。

【森羅万象】はそのレアな天賦すら学習しているようだった。僕は自分の身体にじわりじわりと魔力が満ちていくのを感じていた。

「すっげぇ、あれが天銀級ミスリルランク冒険者かよ！」

「次元が違いすぎる」

「『紅ぐ蓮れんの竜殺し』様、さすが！」

　近くで戦いを見守っていた冒険者の声が聞こえてきた。

（天銀級！　あれが！）

　納得だよ……たったひとりであの竜を手玉にとってるんだもんな。竜の鱗うろこには魔力がまた覆い始めていたのだけれど、それを吹っ飛ばして直接ダメージを与えられるほどの魔法の威力は冒険者たちのトップ、天銀級なればこそだ。

「それだけか？　相変わらず竜は鈍重だ。つまらん」

　酷薄な笑みを浮かべるハーフエルフは、今は地面に降りていた。彼は両手を天に掲げる──そこに巨大な炎が出現する。

「やっちまえ！　クリスタさん！」

　ハーフエルフを知っていたらしい冒険者のひとりが叫んだ。

　そうか、それがあの人の名前か。天銀級冒険者で、ハーフエルフで、クリスタ……。

　え？

　──レイジよ……俺に、リグラ王国を滅ぼすことは無理だとしても、なにか一いっ矢し報いなきゃならねーんだ。だったら俺は……あの冷血野郎を許してはおけねえ。

　そう言ったのは、誰だったか。

　──ハーフエルフの天銀級冒険者、クリスタ゠ラ゠クリスタ。あいつだけは必ず俺が殺す。

　僕は背後を振り返った。

　そこにいたはずのライキラさんは、いつの間にかいなくなっていた──。




「これで終わり」

　いつの間にかクリスタの掲げていた火球は、自動車３台分ほどにまでなっていた。

　竜は息も絶え絶えという感じで、ぐったりとしている。

「全員逃げろ！　巻き添えを食うぞ！」

　ダンテスさんの声に僕はハッとする。これを叩たたきつけたら、確かに竜を倒せるかもしれないけれど僕らにだって被害が出る。

　クリスタは冒険者や領兵の避難なんてまるで気にせず、竜に向かってその火球を放り投げる──瞬間、

「竜が！」

　目を開いた。

　カッ、と口から放射された炎はこれまでの何倍もの威力で──なんと竜自身の身体を前方へと突っ込ませたのだ。

「なに！」

　それはクリスタがやっていたことと同じ、爆発による加速だ。だけれどなんのコントロールもなされていない爆発ならば当然、竜だって無事では済まない。

　だというのに竜はその賭けに出た。

　手負いの獣は恐ろしい──僕らが注意に注意を重ねてきたこと。

　竜の身体は、クリスタが放ったばかりの大火球に激突する。当然起きる大爆発は竜もろともクリスタを包み込む──。

　カッ、ととてつもない光がほとばしった。

　衝撃波が走り、爆炎が領都を燃やす。

　大爆発の直前に、僕は建物からさらに距離を稼いで離れていた。だというのに爆炎と爆風は建物と建物の間を伝い、僕の身体をすくい上げる。

「うわっ、たっ!?」

　引火はしなかったものの爆風によって吹き飛ばされた僕は、５メートルくらい飛んでから石畳に激突。ゴロゴロゴロッと転がった。

　痛い……手足がバラバラになったんじゃないかっていうくらいの痛みと、ジンジンするような麻ま痺ひを全身で感じる。僕はほんのわずかに回復魔法を発動させ──できる限り魔力を残しておき、重傷者を治療したほうがいいから──のろのろと立ち上がった。

　耳が、キーンとして音を拾わない。鼓膜が破れたわけではないだろうけれど一時的に耳が利きかなくなっていた。

　石畳にはがれきが飛散していて煙と砂すな埃ぼこりのせいで見通しは悪かった。僕がさっきまで隠れていた建物は半壊していた。

　その建物をぐるり回って、戦闘のあった場所へ戻ってきた僕は──言葉を失った。

　直径30メートルほどにわたってクレーター状にえぐられ、地面が露出していた。

　崩れた建物でわずかに残った壁面に、血反吐ちへどのようにへばりついているのは冒険者か、あるいは領兵の死体だろうか──見ても吐くだけだろうから努めて見ないようにした。

　離れた場所にはがれきが山のように積み上がっており、喉を反らせて竜が倒れている。鱗のほとんどは剝がれ落ち、その身体は血まみれだった。

「くっ、この、下等生物が……！」

　僕はどきりとした。

　耳がようやく音を拾い始めたと思うと、そんな言葉を耳にしたからだ。

　声が聞こえてきたのは上空からだ。見上げると、ボロボロのマントをはためかせ、服も半分焼け落ち血だらけの肌を露出させたクリスタが落ちてくるのだ。

　ボッ、と小さい【火魔法】を起動して着地の衝撃を和らげると、彼は地面に降り立った。瞬間、がくりと地面に膝をついた。髪も焦げ、顔も煤すすだらけ。もとの怜れい悧りな美貌はどこにもなかった。

「はぁ、はぁ、はぁっ……最後の最後で自爆とは、ますますもって理解しがたい……！　竜など滅びてしまえばいいのだ！」

　悪態を吐つきながらクリスタはよろりと立ち上がると、倒れて動かない竜の前へと進む。

「まったく手こずらせて……私は『紅蓮の竜殺し』だぞ！　このっ、この！」

　竜の巨大な腹を蹴る。ただ壁を蹴っているだけにしか見えないけれど、クリスタにとっては相手が無反応であってもいいんだろう、ただの腹いせなのだから。

「ふー……領兵はどこだ？　まったく、この程度の戦闘でいなくなるとは、情けないことこの上ない。私は二度と、こんな田舎での仕事を請けんぞ……は？」

　そのときクリスタの身体はぴたりと止まった。

　僕はその一部始終を見ていたけれど、声を上げることすらかなわなかった。

　なぜなら、彼の動きはあまりに速く、そして僕もまったく予想していなかったことだったからだ。

「見つけたぜぇ……クリスタ゠ラ゠クリスタァ……!!」

　クリスタのお腹なかを串刺しにして、１本の腕が生えていた。

　毛むくじゃらのその腕は──ついさっき、僕の頭を抱え込んで「サンキューな」と言ってくれたライキラさんのものだった。

　物陰に潜んでいたらしいライキラさんは、この瞬間をずっと待ち続けていたんだろう。クリスタが竜を倒すのを。そして慢心し、油断するのを。

　仲間の仇かたきを討つチャンスを──。

「ごぼっ」

　クリスタの口から血があふれ出る。【森羅万象ワールド・ルーラー】を通して見なくとも、もはやクリスタは死の数歩手前であることは明らかだった。

「ライキラさん!!」

　だけれど僕は叫んでいた。

　ライキラさんがやってしまったことを咎とがめるためじゃない。

　僕の【森羅万象】はもうひとつのことも報しらせてくれていたからだ。

「レイジ……俺は」

「竜はまだ生きてます──」

　僕を見たライキラさんの顔は、なんて言ったらいいだろう。間違いを指摘されて戸惑う少年のようでもあり、やらなければならない勤めをすべて果たした修行僧のようでもあり──なぜだろう、救いを求める罪人のようですらあった。

　竜の前脚が、ライキラさんとクリスタの身体からだをふたつまとめて引きちぎり、ふたりの上半身は吹っ飛んだ。





★






　僕は叫び出したかった。どうすればこのバカみたいな悲劇を避けられたのか、自問自答したかった。誰かの胸にすがりついて泣き出したかった。

　でも僕はそのどれもできなかった。

「い、や……」

　がらがらがらと、がれきを崩して起き上がった竜は、

「いやあああああああっ!!」

　最も近くにやってきていたハーフリングを見た。

　その人は、買い物帰りなのだろう、両手にいっぱいのカゴを持っていた。保存の利きく食材や、香辛料の入った瓶が積まれている。これからの旅路に必要なものがめいっぱい詰まっていたのだ。

　だけれど彼女は──ミミノさんはそれを取り落とし、叫んだ。ライキラさんの最さい期ごを目まの当たりにしてしまったショックで。

　竜の気を惹ひくには十分過ぎた。

　ミミノさんは竜にも気づけないで、頭を抱えてしゃがみ込む。竜の口が開いても、その奥に光が集まっても気づかない。

　ミミノさんが、焼かれてしまう。

「う、おおおおおおおおおお!!」

　僕は走り出した。【疾走術】では間に合わない。でもこれを助走として、【火魔法】を足元で爆発させると信じられない加速が生まれる。周囲の景色が溶けたと思うと目の前にはもう竜の顔があった。

　これを、自由自在にやってのけたのだから天銀級ミスリルランク冒険者はすごい。

「だあああ!!」

　僕の動きはライキラさんが見せた動きの完璧なコピーだ。蹴りが、竜の顔にめり込んで、さらには追い打ちで仕掛けた【火魔法】が自動車サイズのその顔を吹き飛ばす。

　足の骨に、ヒビが入ったと【森羅万象】が教えてくれる。

《……お前は、屋根の上にいた……？》

　体力は、ほぼ限界だ。魔力も今のでほとんど使い切った。

「ミミノさん……ミミノさん！」

「……レイジくん？」

「お願いです。逃げてください。あなただけでも、お願いだから……！」

　僕は彼女の前で、両手を広げた。こんな薄い身体で守り切れるわけもないことはわかっている。でも、それでも、やらなければならなかった。

「ダ、ダメだべな、レイジくん！　君が逃げ──」

「竜はあともう少しで倒せると、援軍に伝えてください」

　最後に残っていたほんとうに最後の魔力を使って【火魔法】を発動させた。ボンッ、という音とともにミミノさんが吹っ飛んで、僕の身体は逆に──竜へと転がった。

「──レイジくん!!」

「離れて……」

　ノンさんの声が聞こえた。近くに、いたのかな。ノンさんがミミノさんを押さえてくれたのなら万々歳だ。

[image: ]

　正真正銘、もうすっからかんだ。

　だけれど僕はやりきった。

《……お前の身体に星10の天賦スキルが……？　いや、構うものか。ここで息絶えよ、小さく、勇敢な者よ……》

　竜が口を開いたときには、僕の意識は闇に落ちていた。

　やりきったのだ。

　きっと、僕の最期は笑顔を浮かべていたに違いない。
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　暗いところにひとりでいた。

　あ、そうか、僕は死んだんだっけ……。

　それならここは天国？　地獄？　ていうか、死後の世界ってあるわけ？

　いや、あるか。

　なきゃ僕は異世界転生なんてしないもんな。

　ということはまさか、ここで出会うのは……定番の神様!?

　……神様、お願いです。

　できることなら次の世界では黒髪黒目が嫌われない世界で……。

　──アンタの黒髪と黒目、あたしは好きだなぁ。

　できることなら最初からチート的なスキルも欲しくて……。

　──あっ、いいのいいの。今度レイジくんになにか天賦珠玉スキルオーブを買ってやるから、な？　スキルがなくても気にする必要はないっ！

　…………。

　ああ……なんだよ、もう。

　僕は、自分に課せられていたマイナスを克服できていたんじゃないか……すばらしい人たちと出会えたから。

「ダンテスさん、ありがとう。ノンさん、ありがとう。ミミノさん、ありがとう。ライキラさん……あんなふうに死んじゃうなんて、バカだよ。でも、ありがとう……」

　そして、

「……ラルク。一度くらい、『お姉ちゃん』って呼べばよかったな……」

　生きたい。

　僕はこの世界で生きていたかった。もっともっと長く「銀の天てん秤びん」の人たちと冒険したかった。ラルクを、自慢の姉だと言って紹介したかった。

『弟くん』

　契約魔術によってゆがめられていた世界でも、ラルクはラルクだった。

　魔術が解けてもラルクに対する想おもいは変わらなかった。

『まだこんなところで死ぬなよ』

　イタズラっぽく笑って僕の額をこづいた彼女の笑顔は、僕の知っているラルクそのものだった──。
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「うぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　僕は吠ほえた。ありったけの力を込めて立ち上がる。

　目の前には竜、巨大な竜が大口を開けて僕を食らおうとしていた。

《……目覚めた？　まさか、あのボロボロの身体で……》

　僕は両手を竜へと向ける。

　これが、正真正銘最後の１発。

　僕にできる最強の力──それは先ほど見た天銀級冒険者の天賦【火魔法】──おそらく星４つか５つという極大魔法。

　身体からゴッソリと魔力、いや、これはもっと根源的な生命の力が抜けていくのを感じる。構うものか。もっと持っていけ。命くらいどんどん削っていい。これを放ったあとは倒れても、死んでも、いい。

　僕が大切に思う人たちを。

　守れるのなら。

「いけぇぇぇぇえぇえええええええええ!!」

　イメージしたのは鎖だ。竜を縛る炎の鎖。中空に現れた火の玉は一瞬後には大量に増えてつながり、竜へと襲いかかる。

《……ぬぬ……》

　びっしりと、地面に結びつけた炎は幾筋もの鎖となって竜を捕らえる。僕の顔のほんの数センチ先で竜の顔が止まった。

《……我を止めたところで、意味は……》

「燃えろ」

　直後、鎖は数十倍に膨れ上がって竜を焼いていく。

《ギイイアオオオオオオオオオオオオ!!》

　竜がのけぞって絶叫を上げる。炎は空気を巻き込んで渦となり、僕の前髪は炎にちぢれ、服はあと少しで引火しそうだ。竜の身体は業ごう火かに包まれ、まるで多くの魂が天へと昇っていくのを見送る葬送のための炎みたいだった。

　僕はやりきった。もうこれ以上はびた一文出すことができない。逆さにしたって鼻血すら出ないってヤツだ。僕は、すっからかんだ。

《……ギギ、き、貴様……》

　すごいな、竜は。ほんとうにすごい。まだ生きてるなんて。

　竜の身体の周囲に金色の光が舞っている──まさかあの光で回復を？　天賦珠玉を破壊したときと同じ光で回復している。確かに回復でもしなければ、クリスタの魔法を食らって、僕の魔法をオマケして、まだ生きてるなんてあり得ないもんな。

　でも、絶望はしない。

《……なにを、笑う……なにを笑うのだ……!!》

　僕は満足だった。

　わかっていたから。ここまでやれれば、あとはもう大丈夫なんだって。

　ここまで弱らせたのだから、もう準備は万端じゃないか。

「六天鉱山シックスマイン」の崖から落ちかけたとき手を伸ばしてつかんでくれたみたいに。

　公爵に殺されかけた僕の前に立ちふさがってくれたみたいに。

　わかってるんだ。

　ここにいるんだろ？　そして、いつもみたいに助けてくれるのだ──弟を。

「……頼んだよ、お姉ちゃん……」

　仰向けに倒れる寸前、僕は見た──竜の頭上に現れた黒い刃を。

　それはまるで断頭台のように竜の首へと振り下ろされるのだ。

　そうして。

　最期の一言を口にすることもなく──竜の首ははねて飛んで僕の身体からだに血しぶきが降りかかるのだ──。
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　それからのことは、なにもわからない。眠っていたとも気絶していたともわからない──僕はまったく夢なんて見なかったからだ。

「……？　……??」

　目を開けた僕が見たのは、薄暗い天井だった。どうやらベッドに寝かされているらしく、あれ、僕はなにをしてたんだっけ……なんてぼんやり考えて横を見ると、

「!?」

　ベッドに上半身をのせて突っ伏している──居眠りしているミミノさんがそこにはいたのだった。「っつう!?」

　身体を起こした僕は服を着ておらず、あちこちが痛むのを感じた。肘や手の甲にも傷薬が塗られていた──けれども全体的には軽傷で、【森羅万象ワールド・ルーラー】によると足の骨に入っていたヒビも治っているらしい。

「……ん、レイジ、くん……？」

　眠そうに身体を起こしたミミノさんに僕は、

「お、おはようございます……？」

「レイジくん!!」

　するとミミノさんが僕にがばりと抱きついてきた。

「わたっ、とっ──いだぁっ!?」

「だ、大丈夫だべな？　痛いか？　痛いよな？」

「あ、いえ、びっくりしただけで痛みはそこまででは……ていうかここ、宿ですか？」

　もしかしなくとも見覚えがあった。３つ並んだベッドには僕しか寝ていないけれど。

「そうだよ、そうだよ……！」

　僕がしっかり受け答えできるとわかったからか、あわてて離れたミミノさんの大きな目にぶわっと涙が浮かんだ。それがぽろぽろとこぼれ出すまでには秒も必要なかった。

「そうだよ……助かったんだよ……！」

「……ミミノ、さん」

　僕は再度、抱きしめられたけれど──その速度はゆっくりとしたものだった。

「助かったんだよ、レイジくん。レイジくん。レイジくん！　だけど、もう二度とあんな怖いことしないって約束して……お願いだから……！」

　温かい。

　ミミノさんの身体は温かくて、お風ふ呂ろに入っていないのか彼女の身体のにおいがした。

　あんなこと、とは、ミミノさんを逃がすためにやったことだろう。

　ミミノさんからすればライキラさんの死を見た直後に、僕が捨て身の攻撃を仕掛けたのだからそれはもう驚いたことだろう。寿命が縮むほどに。

「ごめんなさい……ミミノさんが危ないと思ったら身体が勝手に動いて……」

「わたしの、ため？」

　そっと身体を離したミミノさんは、涙と鼻水でぐしゃぐしゃの顔だった。

「ぷっ。ひどい顔」

　僕は枕元に転がっていた手ぬぐいを拾い上げるとそれでミミノさんの顔を拭く。

「ちょっ、止やめっ。だ、大丈夫だべな！　もう！　たまにレイジくんはわたしより年上みたいな振る舞いするんだから！」

　前世の16歳＋今世の10歳と考えればミミノさんより年上かもしれないけどね。とはいえこっちで記憶がよみがえったのはついこの間だから、実質的には16歳か。

　ミミノさんは僕から手ぬぐいを奪って背を向けつつ、顔をごしごししながら言う。

「ノンは隣の部屋でダンテスの治療をしてる。わたしは見てないけど、大爆発があって、そのときにダンテスは身を挺ていして多くの人を守ったらしくてな……火傷やけどがひどいべな」

　あのときの、クリスタの大規模【火魔法】と竜の衝突のことだろうか。

　ダンテスさんはそんなときにも仲間を守ったんだ……ほんとうにすごい人だ。

「火傷の治療に集中したいからって、ノンがつきっきりで【回復魔法】を使ってる。あ、レイジくんにも最初に魔法を使ったよ。だから大きなケガはないと思うけど……」

「はい、ありがとうございます。それで、僕が助かったのは──黒い刃、ですね？」

「うん……」

　振り返ったミミノさんは、顔をしかめてむむむと唸うなった。

「あれを、レイジくんは知ってるの？」

　僕は首を横に振った。

「知りません。僕はただ夢中で竜を止めただけです」

「……そっか。そうだよな。あんな天賦スキル、見たことないべな」

　ミミノさんは自分を納得させるように言うと、

「隣の部屋の様子を見てくるな。日が出てきたらなにか食べるもの買ってくる」

　と言って部屋を出て行った。

（あれはやっぱり、ラルクだ。ラルクの天賦だ）

　だけど一瞬しか見ていなかったし、視界もぼやけていたので【森羅万象】では再現できそうになかった。

「あそこに、いたんだ、ラルク……！」

　胸の前で手を握りしめると、たまらなくラルクに会いたくなった。陰ながら僕のことを助けてくれたラルク。支えてくれたラルク。

　どうして会いにきてくれないの？　と言いたくなるけれど──その答えは明白だ。僕が一度、彼女の手を拒んだから。

　ラルクは、僕が今も彼女を拒んでいるのだと思っているのかもしれない。

「会いたい」

　ラルクに、会いたい。

「会って、話がしたい」

　誤解を解かなきゃ。いや、僕のバカさ加減を謝らなきゃ。

「──急ごう」

　日を追えば追うほどラルクは離れていってしまう気がした。僕が安心安全に暮らしていけそうだとわかったら見守る意味だってなくなるし。

　僕は上着を引っ張り出して袖を通した。ミミノさんが僕のために繕ってくれた服は、あちこちほつれてぼろぼろだったけれど問題なく着ていける。血のシミがついていたけれど、これは竜の血なのかな。一度洗ったらしく生乾きではあった。

　隣の部屋からはミミノさんとノンさんの話し声が聞こえた。ふたりとも明るい調子なので、ダンテスさんも大丈夫なんだろう。

　でも今僕が外に行くと言ったら止められることは間違いないので、【疾走術】で足音を殺して外へと出た──日の出直前の暗い空がそこにはあった。

　僕は半日以上眠っていたんだろうか？　そう言えばお腹なかが空すいている。

（ラルクはちゃんとご飯を食べてるのかな……）

　一度会いたいと思ってしまうと、考えるのはラルクのことばかりだった。

　宿の周囲を確認する。誰もいない。無人の通りを走っていくと、ときおり、市場に仕入れに出かけるような人たちがいた。昨日、あんなに大きな事件があったというのに街は今日もいつもどおり動き出そうとしているのが、なんだか不思議で、僕だけ悪い夢を見ていたかのような気持ちになった。

　だけれど漂ってきた煙のニオイが現実を思い知らせる。石造りの建物が多くて大火事にはならなかったけれども確かに近辺は黒く焼けている場所が多かった。

　戦闘現場に近づくにつれて──僕が一度は逃げ出そうと通ったあの通りを歩いて行くにつれて、胸の鼓動がどんどん速くなる。

　あのときラルクはこの辺りにいた。それは間違いない。だけど戦闘が起きたのは昨日で、今もラルクがその場所にいる可能性は限りなく低い──それでも、他に調べられる場所がない。

　領兵がひとり、突っ立っていた。あくびをかみ殺している。たぶん、戦闘現場の警備なんだろう──「天賦管理局」の建物が崩壊し、まだそこには天賦珠玉スキルオーブが残っているかもしれないし。

　でもたったひとりで突っ立っているだけならいくらでもすり抜けられる。僕は足音を殺して、物陰を伝いながら領兵の警備を通り抜けた。

「あ……」

　角を曲がるとすぐそこが戦闘現場だった。いまだくすぶる白煙ががれきの中から立ち上り、肉の焦げたようなニオイが混じっていて気持ち悪さが込み上げてくる。

　我慢、我慢だ……。

　僕は周囲を見渡す。だけれど──やっぱりラルクがいるはずもなかった。

「ダメか……」

　竜の死体も、ライキラさんやクリスタの身体もなかった。運び出された後なんだろう。

　大量の血が流れている場所が竜の死んだ場所だと思われ、僕はそこへと歩いていった。

「ん……」

　そのとき僕は、１個の石が気になった。瓦くらいの大きさで、平べったい。他のがれきは血をかぶっているのに、その石だけは血の上に置かれてあった。

　持ち上げてひっくり返す──そこには、石をえぐるようにして文字が書かれてあった。

『いつかどこかで』

　下手くそな文字だった。

　そう言えば彼女は僕がヒンガ老人にちょっとした文字を教わったりしていたのに、勉強するのを嫌がって、ほとんど文字が書けなかったっけ。

「ラルク……やっぱりここに、いたんだね……」

　胸が詰まって涙がこぼれそうになるのを、ぐっとこらえた。僕がここで泣いてはいけない。だって僕は、彼女が差し出してくれた救いの手を拒否したじゃないか。

　それなのに勝手に、ラルクのことを思って泣いたりしたらあまりにも自分勝手だ。

　わかったよ、お姉ちゃん。いつかどこかで会おう、きっと。

「僕らはたったふたりの姉弟なんだから……」

　そのとき僕の耳が、何者かの話し声をとらえた。

「──ここにいたのか？　星６つの所持者が」

　ハッとして周囲を見回し、物陰へと走り隠れる。

　すると数人の領兵と、一見して上官とわかる人物が話しながらやってきた。

「──間違いないと思われます。見たことのない黒い剣のスキルでした。鉱山兵からの報告は第一報のみでしたが、その者が言っていた、公爵閣下死亡後に鉱山長に対して使用されたスキルと同等と思われます」

　ラルクのことだ。ラルクを捜してるのか？　星６つなんていう希少なスキルだから？

「──ふうむ。昨日上がってきた目撃情報だが、黒髪黒目の奴隷がほんとうにいたと？」

「──はっ。冒険者の奴隷だということで通したそうです。鉱山奴隷の記録では、星６つを使った奴隷『ラルク』と、黒髪黒目の奴隷『名無し』の２名しか子どもの奴隷はいませんでした。この２名が逃亡後に交友関係があることは十分に考えられます」

　僕の心臓はどくんどくんとうるさいほどに鼓動を刻んでいた。

　もう、そこまで調べられているんだ。

「──まずはここの捜索だ、なんらかの奴隷の痕跡が残っていないかを徹底的に探せ。私は冒険者ギルドに掛け合って黒髪黒目の奴隷についてたずねてみよう」

　マズい。ギルドを調べられたら「銀の天秤」にまでたどり着くのは時間の問題だ。髪の色こそ変えているけれど、目は黒のまま。染髪剤ヘアダイなんてすぐにバレる。

（……みんなには迷惑を掛けられない）

　僕がミミノさんたちに事情を話したら「いっしょに逃げよう」と言ってくれるかもしれない。でも、ダンテスさんは大ケガで治療中なのだ。すぐには動けないだろう。

　逃げるなら、今日中だ。領都の出入りが封鎖される前に。

　行かなきゃ──と歩き出そうとした僕は、視界の隅に高価そうな布の切れ端を見た。それがクリスタのマントの一部だということもすぐにはわかったけれど、それ以上に気になったのは……布が覆っていた銀色の光だった。

「これは……えっ!?」

　近くに行って、僕は気がついた。

　上半身を斬り飛ばされたクリスタ。そのときいっしょにこれもちぎれて飛んでいたんだろう。

　天銀級ミスリルランクの冒険者登録証は、深みのある銀色を保ちながら夜明けの空を映していた。
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（これが、天銀ミスリルなんだ、これが……！）

　どこをどう通って走ってきたのか、僕は気がつけば宿に戻ってきていた。手に握りしめていた冒険者証は僕の手汗でベトベトになっていて、誰かに見られてはマズいとハッとしてポケットに突っ込んだ。

　部屋に戻ると、誰もいなかった。ミミノさんがいないことが気になりながらも僕はテーブルに冒険者証を置いた。

『冒険者ギルド　キースグラン連邦ゲッフェルト王国王都冒険者ギルド発行

　　氏名：クリスタ゠ラ゠クリスタ

　　ランク：天銀

　　パーティー：なし

　本登録証は上記の者の所属を冒険者ギルドが証明するものである。また上記の者が通行する際、各国関係各所に速やかなる許可を要請するものである。』

　プレートの表面にそう彫られていた。ミスリルが特殊なのか、文字の部分がほんのりと青白く発光していた。文字だけ見るとまるでパスポートだな……。

　ミスリルそのものの流通を国が管理している以上、このギルド登録証に使われているミスリルもまた勝手に持ち出していいものではけっしてないだろう。

　でも、僕は自分で確保した。

　──紅葉のような葉っぱで先っぽがさらに５つに分かれている。（生命樹の葉）

　──すごく深みのある銀色の金属。（ミスリル）

　──ミミズのようなうねうねしている生き物。（白ミミズ）

　これが最後の素材だからだ。

「ええと、白ミミズ、白ミミズ……」

　僕は上着の置かれてあった場所に、身につけていた道具袋を発見する。これもボロボロになっていたけれどまだ使える。生命樹の葉と白ミミズの入っていた革袋を取り出す。

「ん……？」

　袋を開けると、中はねっちょりとねばねばの糸を引いていた。【森羅万象ワールド・ルーラー】によると、これは生命樹の葉を食べた白ミミズの吐き出した粘液らしい。マジかよ。キモすぎる。

　とはいえ四の五の言ってられず、しかも【森羅万象】大先生によると問題ないようなので、僕はギルド登録証をテーブルに置くと革袋の中身を逆さまにする──どろーっと粘っこい塊が落ちてくる。ゆーっくりとした速度で塊が登録証に載っかる。

　するとその部分から黒く変色してミスリル全体が黒く染まっていく。

「こ、これでいい、の？　うーん、大丈夫みたいだね……」

【森羅万象】では、これこそが薬なのだと。ダンテスさんの石化を治す薬なのだという確信があった。

「…………」

　僕は無言で登録証に手を伸ばした。おっかなびっくり触ってみると、金属のはずのそれは、まるで濡ぬらした厚紙のように柔らかくなっており、くるりとねばねばを巻いてみる。世界一食べたくない巻き寿ず司しの完成だ。まあ、食べる必要はないんだけど。

　ほんとにミスリルはファンタジー物質だなぁ……金属なのかそうでないのかよくわからなくなってきたよ。

　隣の部屋をノックするが、返事がない。鍵は掛かっておらずドアを開けると──ツンとした薬のニオイが漂っていた。長椅子に寝そべったノンさんは薄手の毛布を掛けて目を閉じており、深い眠りに落ちていた。

　ベッドには包帯を巻かれたダンテスさんが横たわっていた。

「これは、ひどい……」

　顔や右半身に深い火傷やけどがあった。だけれど左半身は石化のせいで逆になんの影響もないようだった。完全な石化ではないのだけれど火傷には強いのかな。

　左半身が剝むき出しになっているのは僕にとって好都合だ。

「……ん、レイジ、か……？」

　幻でも見るかのようにダンテスさんの目がさまよっている。

「はい。石化に効く薬を作ったので少し塗らせてください」

「……すまん、よく聞こえん。なんと言った……？　頭がぼうっとしてな……」

「大丈夫です。寝ていてください。寝るのがいちばんです」

　ごめんなさい、ダンテスさん。僕が今から塗ろうとしている薬の内容はちょっと言えません……法的にアウトだし、それ以前にキモすぎる。ダンテスさんなら受け入れてくれそうだけど、人間、知らずに済むならそのほうがよかったことってあるじゃない……？

　ダンテスさんも睡眠を欲ほっしていたのだろう、やがてまた寝息を立て始めた。僕はベッドに乗っかると、ダンテスさんの肌に目がけて変色したミスリルをこすりつけた。

「！」

　灰色じみた肌に黒い色がツーとついたと思うと、ほんのりとした光を放った。見た目は、真っ黒だ。だけれど【森羅万象】を通せば石化が回復したことがわかる。

　ダンテスさんたちは石化を「呪い」と言っていたけれど、実はこれは「毒」なのだ。だからこそダンテスさんは天賦スキル【免疫強化】でしのぐことができているわけで。

　毒を取り除くことさえできれば、ダンテスさんの石化は回復する。僕の手でダンテスさんを治療できるのだ。

「よかった……」

　鼻の奥がツンとした。

　僕は、知っている。ダンテスさんが底抜けに善人であることを。冒険者として生きていく道を断たれて、表には出さずとも死に場所を探していたことを。

　そんなダンテスさんの娘のノンさんが、お父さんの思いを知りながらも必死で生きる道を探していたことを──。

（このふたりが報われない世の中なんて、おかしいもんな）

　僕は必死で薬を塗りたくった。石化している部分がなくなるまで塗るのに、ものの10分もあれば事足りた。

【森羅万象】で何度も確認する──問題なし。石化毒はすべてなくなっている。ダンテスさんの呼吸も安定して、火傷さえ持ちこたえれば今後は快方に向かうだろう。いや、石化毒のために奪われていた生命力があるのだから、火傷だってすぐに治るはずだ。

　このミスリルを残しておくのは非常に危険なので、持っていってどこかで捨てよう。

　僕は隣の部屋に戻り、自分の荷物をまとめる。とはいっても小さな道具袋に入るものがすべてだ。

「……行こう」

　これ以上、ここに留とどまればみんなに迷惑を掛ける。

　だから、僕は行く。

　行かなきゃいけない。

　前を向いて行かなきゃ──。

「……行きたくない」

　前向きな気持ちになんてなれるわけもなかった。せっかく石化が治ったダンテスさんの、本気の動きを見てみたかった。ダンテスさんが治ったら教会に戻らなきゃいけないのかもしれないけれど、ノンさんの喜んだ顔だって見たかった。それに──ライキラさんだ。ライキラさんの遺体に祈りのひとつも捧ささげていない。彼が死んでしまった悲しみを残して、ミミノさんを置いていきたくなんてなかった。

「レイジくん？」

　僕は注意が散漫になって気づけなかった。部屋の入口に、ミミノさんが戻っていた。

「どこに行ってたんだ？　ベッドにいなかったから外まで捜しに行っ、ちゃっ、た……」

　僕のひどい顔を見て、だろうか、あるいは僕の格好を見て、だろうか──ミミノさんがハッとした顔をする。

「……わたし、今すごく、イヤな予感がしたんだ……そんなわけ、ないべな？　レイジくんが出て行くなんてこと、ないべな……？」

　僕は今すぐこの場ですべてを打ち明けたい衝動に駆られた。

　だけれど、それはできない。きっとミミノさんは僕を守ると言ってくれるだろう。でもそれは破滅への道でしかないのだから。破滅するなら僕ひとりで十分だ。

「銀の天秤」は僕をなにも知らずに保護しただけ。そして今日、名無しの奴隷が勝手にいなくなるだけだ。

「ごめんなさい、ミミノさん。僕はもう行きます」

　ミミノさんはなにかを言おうとして、口を閉じた。言いたい言葉を全部吞のみ込むためにぎゅううと力一杯口を閉じた。

「──でもいつか、帰ってきます」

　これだけは言わなきゃいけないと思った。

「僕は『銀の天秤』のメンバーだから」

「!!」

　ミミノさんの横を通り抜ける。口を閉じて涙を浮かべながらも、けっしてこぼすまいとこらえていた。

「……約束、だからね……？」

　部屋から出た僕の背中に、ミミノさんの声が聞こえた。

「約束します……必ず戻ってきます。だから」

　僕は決意を込めて、まるで怒鳴るように告げた。

「今は、行きます！」

　僕は走り出した。宿を出たときにミミノさんが泣く声を聞いた。でももう振り返っちゃいけないのだと思って、信じて、走った。

　これは永遠の別れなんかじゃない。僕は一時的にパーティーを離れるだけなんだ。

　いつか帰る。

　きっと帰る。

　そのときにはもっと強くなった僕がいるはずなんだ。

　もらった恩を、たくさんの温かな思いを──返すために僕は絶対に「銀の天秤」へと帰ってくる──。

　朝日はすでに昇っており、領都は一日の活動を始めていた。











エピローグ　旅立ちは密ひそやかに、人知れず。出会いは密やかに、導かれる。









　とにかく今すぐ領都を出るべきだった。ヒンガ老人が「値がつかぬ」と言っていた天賦【影王魔剣術シャドウキング★★★★★★】だ。領兵たちはなんとしてでもラルクを生きて捕らえて天賦珠玉スキルオーブを引っこ抜くだろう。

　ラルクにつながる手がかりはほとんどなく、いちばん有力なのが僕だ。だから、とにかく、今は領都を出るのが最優先だ。

　お金はほとんどない。乗合馬車とかいくらなんだろうか……？

「おっ」

　数人に道をたずねると馬車の停留所にたどりついた。そこは大きな円形の広場になっていて、どこそこ行きと書かれた看板のそば、馬車が何台も停とまっている。

　どうしよう。どこへ行こうか。国境を越えるのは難しいんだっけ？　だとするととりあえず隣町とかか……？

「おい」

「ひゃん!?」

　首根っこをつかまれた僕は変な声が出た。

　そこにいたのは、まったく予想もしなかった人物──「永久の一番星」のリーダーであるオスカーさんだ。うさんくさい笑顔は今日は浮かべず、しかめっ面つらをしていた。

「あ、あの……？　なにか？」

「お前、『硬銀の大盾』んとこのガキだよな？」

「はあ」

「ちっと来い」

　首根っこを引っ張られ、建物の陰に連れて行かれた。

「な、なんですか急に！　人を呼びますよ」

「それは止やめろ。というか困るのはお前だぞ」

「……ど、どういうことですか」

　もしかしてアレか？　ミスリル盗んだことがバレた？　しかもその証拠品は僕の道具袋に入ってるんだよ……世界一食べたくない巻き寿ず司しになった状態だけど。

「朝イチで領兵が冒険者ギルドに飛んできた。冒険者パーティーが連れている黒髪黒目のガキを捜してるってよ。お前のことだよな？」

　早い。向こうの動きが早すぎる。僕は冷や汗をだらだらかいた。

「な、なんのことでしょうねえ……？」

「アホ、俺様まで疑ってんじゃねーよ。お前を領兵に突き出すつもりならとっくにロープでぐるぐる巻きにしてるところだ」

　確かに。

「ということは、オスカーさんは……」

「ここにいるってことは領都から出たいんだろ？　だから俺が、お前を逃がす」

　おおお、まさかの協力者!?

「で、でもなんで……」

「……うちのパーティーメンバーが、あのクソッタレ【火魔法】の爆発に巻き込まれたところを『硬銀の大盾』に命を救われた。恩返しくらいしなきゃ、男が廃るだろうがよ」

　ほんとうは宿に報しらせるくらいのつもりだったんだけどな、とぼやくように言ってから、

「領都の城門は全部領兵が監視してるぞ。連中、すでに髪の色は黒じゃない可能性も頭に入れて黒目だけチェックしてる」

「げげっ!?」

　ヤバいヤバい！　どうなってんのよこの国の情報網！　そんなに行動が早いんなら竜と戦うときにももっと活躍してよ！

「……その顔を見るに、お前、そこまで考えてなかったな？　馬車なんぞに乗ってみろ。狭い客室で逃げ場もねーぞ」

「あ、危なかった……。でも出入口が使えないなら僕はここに残るしかないですか？」

「いや、領都の外に出すくらいはしてやる」

「どうやって……」

　オスカーさんは笑って見せた。

「ついてきな。『蛇じゃの道は蛇へび』ってな」

　相変わらずの、うさんくさい笑顔だった。




　連れて行かれたのはダンテスさんが僕を連れては絶対にやってこないような場所──つまるところ歓楽街だった。ライキラさんは一度連れてってくれたけど、あそこよりももっと猥わい雑ざつな場所だ。

　ただし今は朝。

　ケバケバしいピンク色の看板は、午前の太陽の下で見るとあちこち塗装が剝がれていて情けない。酔っ払いが建物の陰で眠っている──死んでないよね？　大丈夫だよね？

「こっちだ」

「ひぇっ」

「……情けねえ声を出すなよ」

　その裏路地に入ると、石畳ですらなくなっていた。薄暗く、鼻が曲がるようなニオイが充満していて、何色かわからない水たまりが広がっていたりする。絶対に踏まないよう、僕は地面をにらみつけながら歩いた。

「見えるか？　そこに領都の城壁がある。この辺は城壁に近いし、上水道がないからな、領都でもいちばん安い土地ってわけよ」

「はあ……」

「で、こういう場所だからこそ、お上の目を逃れて商売するヤツが出てくるってわけだ。そのうちのひとつが、『塀くぐり』」

「『塀くぐり』」

「城壁の一部をぶっ壊して、そこを通してくれるんだわな」

　なるほど……密入国の手引きみたいなものか。

「……ってお前、全然驚かねえのな」

「い、いやー、びっくりだなー、そんな危険なことをやってる人がいるなんてー」

「『なるほどね』みたいな顔した後にクソみてえな小芝居挟むんじゃねえ。こっち来い」

　城壁のそばまで行くと、木製の小屋がひとつあって５人ほどたむろしていた。

　全員が男で、全員がパイプタバコを吸っていた。わかりやすいチンピラたちである。

「おや、オスカーの旦那。またお出かけかい？」

「まあな。だが今日は俺じゃねえ、このガキを通してやれ」

　どん、と背中を押して前へと出ると、彼らは首をかしげるようにして僕を見た。

「このガキを？」

「今そう言っただろ。いくらだ？」

「はあ……子どもでも安くはしねえですよ。いつもどおり連邦金貨３枚で」

　連邦金貨３枚!?　30万円!?

「ちっ、ガメつい野郎どもだ。ほらよ」

「ってオスカーさん！　お金まで!?」

「ガキが金の心配なんてすんな。仲間の命を救われた金額として考えたら爆安だろうが……っつうか、お前はここを出た後のことを心配しろ」

「うっ、確かに」

　そう言いながらオスカーさんは連邦金貨をさらに２枚出して僕の手に握らせた。

「オ、オスカーさん、これは……」

「無一文で放り出すほど俺は鬼じゃねえよ。で、だ……ここから光天騎士王国の国境を越えるのは難しい。道はひとつしかねえし、関所も厳重だ。だが逆にキースグラン連邦内の移動は相当緩いからそっちのほうがいい。領兵どもはしばらくは領都内を捜すだろうし」

「……わかりました。ほんとうに、いろいろとありがとうございます」

「もう行け」

　ひらひらと手を振るとオスカーさんは去っていく。

　僕は……最後の最後までオスカーさんに、つまりダンテスさんに助けられたんだなと思った。僕は石化毒の治療で恩を返せたような気持ちだったけれど、またひとつ恩ができた──つまり、またひとつ「銀の天てん秤びん」に戻る理由ができたってことだ。

「そんじゃあ坊ぼう主ず、こっから行け。──お〜いゼリィ、客人が通るから案内しろ」

　適当に取り付けただけの扉を開くと、そこには明かりがまったくなく、後ろで扉が閉じられると細く射さし込んでいる光にホコリだけが浮いていた。

「へいへい、まったく。人使いが荒いんだよなぁ……っと、客人。こっちですぜ」

「…………」

「どうしやした、客人？」

　ゼリィ、と呼ばれた人は──獣人は怪け訝げんな声で聞いてくる。

「ああ、足元が見えやせんか？　そんじゃちょっとだけランプを点つけましょうか……ほいっと」

　ボッ、と魔導ランプの明かりが点ともると、その人の姿が浮かび上がった。

「…………」

「…………」

　僕もゼリィさんも、お互いをぽかんとして見つめていた。

　僕はこの人を見かけたことがある。ライキラさんが夜に、この人にお金を渡していた。

　そしてこの人も僕のことを知っているのだろう。ライキラさんを街中で見かけたときに、そのそばに僕がいたから。

「こいつぁ……驚いた。ライキラの若旦那のとこにいた坊ちゃんじゃないですかい」

　僕も驚いた。

　てっきり男の人だと思っていたのに──この人、女性だったんだ。

　ライキラさんよりも背は低いけれど、すらりとした身長に、しっかりとした筋肉がバランスよくついている。

　赤茶けた色のショートヘアの上には、ぴょこんと２つのネコミミ。シャツの袖を折って肘までまくり上げているが、そこには毛がいっぱい生えている。

　下半身はぴったりとした布地のパンツにロングブーツだった。

　軽装に見えるけれど隙がない立ち姿だ。

「あなたは、ライキラさんと同じ傭よう兵へい団だった方ですね？」

「ありゃ、そんなことまで若旦那は話しましたか。坊ちゃん、だいぶ信頼されているようですねえ、若旦那から」

「はい。信頼して……くれました」

　僕の言い方に気がついたのか、ゼリィさんは疑うような目になった。

「……坊ちゃん、なにかやらかしたんで？」

　僕は無言で首を横に振った。

「ライキラさんは、亡なくなりました」

　それから僕らの間には沈黙が訪れた。そうしてしばらくしてから、ゼリィさんの手から魔導ランプが落ちてガチャンと音を立てた。火を点しているわけではない魔導ランプはいまだ光を失うことはなかった──外から「ゼリィ！　てめえランプ壊してねえだろうなあ！」と怒鳴り声が聞こえ、扉が開かれ、「あ、まだ客人がいらしたのか……。おいゼリィ、さっさとご案内しろ」とだけ言われると扉は閉められた。




　僕はそれからゼリィさんにライキラさんの最さい期ごについて話した──僕が逃げる理由や僕自身のことについてはぼかしながらだけれど。

　ゼリィさんは話を聞きながら、難しい顔で狭くて細い通路を案内してくれた。すでにそこは城壁の内部で、外側に出るところでは耳を澄ませて周囲を確認してから慎重な手つきで城壁の岩を外していく。その岩はうすく削られていて、内側にだけ取っ手がついている代物だ。僕らが通り抜けるとゼリィさんは手て際ぎわよく元通りにした。傍はた目めには、他の城壁とは違いがまったくわからなかった。

　10メートル離れたところに背の高い草の生えた茂みがあって、そこに入れと言われた。中には獣道ができていて通っていくと街道に出られるらしい。ただいくつも分岐があって、初見なら必ず迷うんだそうだ。

「……若旦那は、そうですかッ……最期はあのクリスタをブチ殺しましたかッ……」

　ゼリィさんは僕を案内しながら泣いた。僕が見ているのも気にせず大泣きしていた。

　彼女は彼女で傭兵団の生き残りとしてクリスタになんとか一いっ矢し報いたいとはずっと思っていたようだ。ただ、向こうは天銀級ミスリルランクの冒険者で、こちらは──油断していたとはいえ──数十人いても手も足も出なかった相手だ。報復の願いはほとんどあきらめていた。

　確かに、あんなに自由自在に空を移動して、【火魔法】を撃ちまくれる相手に勝つ方法なんてそうそうないだろう。

　折った袖でごしごしと目元を拭ったゼリィさんは、僕を振り返る。髪と同じ赤茶色の猫目が僕を見つめた。

「ここをまっすぐ行くと、街道に出ます。……坊ちゃん、あーしに、あなたさまの護衛をさせてはもらえませんかね？」

「え、護衛……？」

「へい。『闇牙傭兵団』は、あーしにとって家族でした。あんなに居心地のいい場所はなかった。それがなくなって……絶望のどん底で、日銭を稼ぐのにもヒーヒー言っているときに、同じくなんとかかんとか生き延びてらした若旦那を見かけた。目を見ればわかりましたよ。若旦那は、クリスタの野郎に復ふく讐しゅうするという願いを捨ててなかった。そうして見事それを果たした……」

「…………」

　──でも、死んだら意味がないじゃないか。

　僕はそう言いたかった。でも……仲間を殺された人たちにとっては復讐こそがすべてだったのかも……。そう思うと、言えなかった。

「まあ、死んだら元も子もないっすけど」

「ちょっ!?　僕、遠慮して言わなかったんですけど!?」

「あーしは猫系獣人なのでさばさばしてるとか、そーゆーとこありますよね」

　シリアスな空気はどこへやら。ゼリィさんは涙に濡ぬれた目でにこにこしていた。

「でもね、坊ちゃん。死んでたあーしの心に、確かに火が点ったんすわ。若旦那の生き様を聞いて、あーしもなんかしなきゃっていてもたってもいられなくなった。ここで会ったのはなにかの縁でしょう。是非その旅路、ごいっしょさせてはくださいませんか」

「……でも、僕は」

「さっきの話、ちらっと聞こえましたけど、あーしなら光天騎士王国でもクルヴァーン聖王国でもどこでも案内できますよ！　こー見えて、あーしは世界を股に掛けた『闇牙傭兵団』の偵察担当だったんすから」

　ここに来るまでに、オスカーさんに──ダンテスさんに助けられ、そしてまたここでゼリィさんに──ライキラさんに助けられようとしている。

「ふふ」

「……レイジさん？」

　僕はどうあっても「銀の天秤」のメンバーなんだ。仲間が差し出した救いの手なら、気にせず受け取るべきだよね？

「わかりました。こちらこそ、よろしくお願いします」

「やったぁっ！」

　ぴょん、と跳ねたゼリィさんはパチンと指を鳴らした。

「そうと決まれば善は急げっすね。行きましょう！」

　僕はゼリィさんの案内に従って歩き出す。

　まるでライキラさんに導かれているような気がした。いや、きっとそのとおりなんだ。ライキラさんだけじゃなくて、ダンテスさんにノンさん、それにミミノさんに導かれて僕は道を歩いている。

　それだけじゃない。

　多くの人が踏んだ場所が道になるように、僕が歩いているのは、多くの人々によって導かれてきた場所なんだ。

　今ごろミミノさんはダンテスさんに話をしているだろうか。

　ダンテスさんの身体からだが治ったことには気づいただろうか。

　ノンさんは喜んでくれただろうか。

（ライキラさん、あなたは──他のすべてをなげうってでも仇かたきを取りたかったんですね）

　僕にはそれほどの気持ちが……わからない。

　いいことだったのか、悪いことだったのかどうかすらわからない。

（ただ僕は、あなたが最後に見せてくれたあの「やりきった」顔を忘れないでしょう。そしてあのときあなたが僕に、なにかを言おうとした言葉の続きを……ずっと考えてしまうでしょう）

　目を閉じれば今も、はっきりと目に浮かぶ。

（喪に服すこともできず、離れていく僕を許してください。まあ、ライキラさんはきっと「さっさと行け。喪なんて飯の種にもなりゃしねー」とか言うんでしょうね……）

　そう思っていると、

「……坊ちゃん、どうしたんすか？　なんか吹っ切れたような顔になってますけど」

「いえ、なんでもないんです。あの、それより『坊ちゃん』って止やめてもらえませんか？」

「いや坊ちゃんは坊ちゃんっしょ？　しょーがないっすよね」

「しょうがなくないです！」

「しょーがないしょーがない。ナハハハ」

「あ、これなに言ってもダメなヤツだ……そう言えばライキラさんはどうして『若旦那』なんですか？」

「ああ、『闇牙傭兵団』の団長の甥おいっ子なんすよ、若旦那は」

「へー」

「おっ、興味がありやすか？　それなら傭兵団のこと語っちゃいますよー！　話が長いって言っても聞きませんからね！」

「あはは、是非、お願いします。旅は長いんだし」

　僕はこれからどこへ行くべきかもまだわかっていなかった。

　でもわかっていることだってある。

　この旅は長い、ということだ。

　やがて茂みの獣道が途切れると広大な草原へと出る。

　向こうには街道が、海原のような草原を断ち切って伸びている──その向こうになにが待っているのかは、行ってみなければわからない。

　だったら、行ってみるだけだ。

　僕は「銀の天秤」のメンバーの、冒険者なんだから。

　背中に柔らかな追い風を受けて僕は歩き出した。

[image: ]











あとがき









　小説につける「あとがき」は世の中を映す鏡だと私は思っていて、過去の作品を読み返し「あとがき」も読み返すと、単に「あとがき」の面白さだけでなく、「ああ、このころはこんな時代だったなぁ」と思うことができて１粒で２度美味おいしいのです。

　つまり書いた「あとがき」のネタが古くなってしまうのは仕方のないことで、恐れず時代に合った内容を書けばいいのだと私は主張します。

　登場人物と作者が会話してもいいのです。

　ポケベルのことを書いてもいいのです。

　バーチャルライバーにハマっている話を書いてもいいのです（10年後には国民誰もが知る存在になっているかも！）。

　私が新型コロナウイルスのことを書いても──もちろんいいのです。




　本作を書き出す背景に、コロナのことは避けて通れません。私が勤める会社も含め、様々な企業が慣れない「テレワーク」なるものに乗り出し、４月には「緊急事態宣言」なるものが発令されて街から人が消えました。

　そんな中、自分にできることはなにかと考え、結果、「小説家にできることは小説を書くことに他ならない」という至極真っ当な結論にたどりつきました。「ではどんな内容か」と首をひねっていると、ふと、「小説を読んでワクワクしたころ」を思い出したのです。

　学校に行って、友だちに富ふ士じ見みファンタジア文庫を借り、家で読んだこと。学校で感想を言い合ったこと。新刊がいつ出るのかわからなくて何度も書店に通ったこと。

　書くべきはこれだな、と。ファンタジーだぞ、と。流行なんて度外視して、今こそ「ぼくのかんがえたさいきょうのファンタジー」を書くときだな、と。

　ウェブで連載を始めたときには、私の想おもいに共感してくれそうな人が千人くらいいればいいかなと思っていましたが、予想外に多くの方々に読んでいただき、そうなると欲が出て（私は欲深いのです）、こうして書籍にまでしてもらいました。

　ファンタジー、好きですか？　私は大好きです。物語に自分が入り込む妄想をして、いくたび楽しい夜を過ごしたことか、数えきれません。本書も楽しんでもらえたらいいな。
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